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2.研 究 目的

わが国の高等学校入学者選抜学力検査問題(国 語、社会、数学、理科 、英語)の 分析 ・評価 システム

を開発す る。高等学校入学者選抜学 力検査問題(以 下、入試問題 という。)は、平成3年(1991年)度 か

ら平成5年(1993年)度 までの全都道府県立高等学校を対象 にす る。

本研究の具体的な 目的 は以下の とお りであ る。

(11コンピュータで処理可能な入試問題分析 ・評価手法の確立

入試問題の分析 ・評価 は、各都道府県教育委員会 または管轄の教育研究機 関等で、独 自に行われてい

る場合が多 い。本研究では、現行の分析 ・評価方法を調査 し、選抜方法及 び各教科教育 の専門家の知見

を取 り入れ、全国的な規模 で コンピュータ処理可能な入試問題 の分析 ・評価手法を確立す る。

(2)入試問題分析 ・評価 システムの試作

入試問題分析 ・評価のたあのデ ータ(問 題データ、正答データ、正答率 データ、内容領域 データ等)

をデータベース化 し、パ ソコン上で分析 ・評価 を実行す るシステムを試作す る。

(3)入試問題分析 ・評価 システ ムの評価 と改良

本 システムの実用化 と教育関連機関への普及を 目指 し、 システム全体の評価 と、評価結果 に基づ く改

良を行 う。

本研究の特色 は、 コンピュータに蓄積 された入試問題データを基 に、選抜方法、各教科教育、教育情

報、情報工学 の各専門家が、協力 し合い、研究 を進めることにあ る。 また、本 システムを利用 した研究

テーマとして、①他地域 ・他校の入試問題 との比較分析、②過去 との比較分析 ・傾 向分析、③教科内容

領域別の分析 ・評価、④選抜方法 ・制度 に関す る研究、⑤義務教育終了時の学力到達状況把握、⑥画像

・音声のデータベース化、⑦教育利用のための技術開発等、が考 え られ る。
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3,研 究経過

(平成5年 度)

(1)入試問題情報の収集

平成3年 度か ら平成5年 度の都道府県立高等学校入学者選抜学力検査問題を収集 した。正答、正答率、

及び ヒア リング問題(音 声テープ)に 関 しては、公表可能な ものにつ いて収集 した。

②入試問題分析 ・評価手法の理論的基礎研究

データベ ース化 された高校入試問題を基 に、教科教育の専門家によ って、分析 ・評価に関す る理論的

基礎研究を進めた。また、米国のETS(教 育 テス トサー ビス)を 訪問 し、教育測定評価の専門家 と、

コンピュータ処理 に関す る現状 と今後 にっ いて議論 した。

(3)図形 ・画像 ・音声情報の デー タベ ース化

非文字情報であ る図形 ・画像 ・音声情報の教育利用 とそのデータベース化に関す る基礎研究 を行い、

問題文すべてを画像デー タベ ースに、 ヒア リング問題の一部を音声データベースに格納 した。

(4>入試問題分析 ・評価 システムの試作

試作 システムのハ ー ドウェア構成を決定 し、入試問題データベース(文 字 ・画像 ・音声)を その シス

テムか ら利用可能に した。

㈲オ ンライ ンサー ビスに関す る基礎研究

試作 システムのオ ンライン利用を図るたあ、ネ ッ トワー クに関す る基礎研究を行 った。

平成5年 度、本研究 によって、①良質なデータベースを構築す るため には、専門家 による多大な人力

が不可欠であること、② その完全 な システム化は困難 であること、などの知見が得 られた。

一方、米国のETS(教 育テ ス トサー ビス)を 訪問 して得た知見 として、 「コンピュータ利用 による

テス ト処理 は、量 と質の面でETSの 方が進んで いる」が、 「テ ス ト問題の画像 ・音声 デー タ処理に関

して は、本研究の成果が大 いに期待 されている」 ことが確認 された。
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(平 成6年 度)

(1)試作 した入試問題分析 ・評価 システムの改良

平成5年 度 に試作 したシステムを、各専門家の立場 と教育現場の立場か ら評価 し、改良を試みた。具

体的には、データベース検索のキーワー ド(社 会科用語)の 整備 を行 った。

(2)入試問題分析 ・評価 システムの軽量 ・小型化

オ ンライ ン利用 によるサ ービスの他 に、単独 システムによるデータベース検索 を可能 にするため、光

磁気 ディスクを保有す る、軽量 ・小 型の普及型パ ソコ ン上での開発研究を試みた。

(3)研究成果 の普及 と取 りまとめ

本研究の成果を関連学会 に発表す ると同時に、研究成果を報告書 として取 りまとめた。

なお、研究組織の協力関係 は、下図の とお りである。

鎧雛篇「

総 括

坂谷内 勝

教育研究(分 析 ・評価)

選抜方法の分析 ・評価
菊地

入試問題の分析 ・評価

国 語 有元
社 会 戸田
数 学 澤田
理 科 三宅
英 語 渡邉

栄治

秀文
善治
利夫
征夫
寛治

灘L

分 析 ・評 価 手 法 の確 立

/
及 び

その プ ロ グ ラ ミ ング

システム設計 ・開発研究

吉岡 亮衛
坂谷内 勝
小松 幸廣
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4.研 究概要

4.1高 校 入 試 問題 デ ータ ベ ース の概 要

坂谷内 勝,浅 木森 利昭

(国立教育研究所)

1,は じめに

高校入謙 田題に対する社蝋 心は極めて高い。高校入

試問題を質的向[上または改善するためには,多 角的な観点

(内容的,地 域射 時系　1酌な観点等り にょる,高 椛入試

問題と関連データの科学的な分析 ・評価資料が必要である。

そこで,本 研究の目的は,教 科教育研究 教育評価研究

に十分資するための 「高校入試問題データベース」の構築,

そして,こ のデータベーλを利用 した 「高校入講 謁題の分

析 ・評価 シスデム」 似下,「 本 システム」と言う。)の

開発にある。具体的には、①高校入謙 躍函データ(テ キス

ト,画像,音 声),正 答データ,正 答率データ,内 容情報

データ等)の データベース化(礫ii題 分析 ・評価手法の研

究と本システムの試作,③ 本システムの評価と実用化に向

けての改良を行う。

本稿では,本 システムの開発に至る経緯と、現在構築 し

ている 「高鱗 罰題データベース」について報告する。

2.開 発経緯

データベース及 びシステム闘発環境にっいては,当 研究

所において(共 同開発を含む),「 教育研究所 ・教育セン

ター和桁論 文」,「 教育ソフ トウェア情報」等の十数種類

のデータベース ロ〕を既に構築 してお り,① 全田地万教育

研究所の協力 によるデ ータ収集,② 素引項 目の決定等の教

育情報データベース開発、③データへご一スの提供等に関 し

て,十 分 な経験と実績がある。

また,平 成3年 の光デ ィスク電子 ファイ リング システム

(£FS)の 導入 により,従 来か らの文字情報 主体の教育

情報データベース(い わゆる、文献データベース)の 他 に,

画 像情報主体の教育情報データベースの開発が可 能になっ

た。 倒 さらに現在,音 声データベースの開発研 究 〔コ⊃に

表1デ ータベースに収録 した都道府県数

も着手 してお り,画 像 ・音声データを含む高校入訟問題の

データベース及び システム開発環境 が整備 された。

なお,構 築 されたデータベースは,当 研究所パソコン通

信ネ ッ トワークを利用することによ り,文 部省各課,地 方

教育委員会,地 方教育セ ンター等,大 学学部等 に,テ キス

トデータのオンライン検素サービスと,画 像デ ータのFA

X送 信 サービスができる。

3.高 校入試問題データベース

高校入試問題データベースの対象は,平 成3年 度以降の,

我力佃 の都道肩県立の高繍 交入学者選抜学力検査問題(

国語,社 会,数 学,理 科,英 語)で ある。国語と英語に関

しては,聞 き取 り(ピ アリンクり 問題も含む。現在 平成

3年度と4年 度の高校入訟問題がデータベースに収録され

ている。データベースに収録 した都道府県数は,表1の と

おりである。今後,協 力の得られる国立 ・私立の高等学校
・高等可 弾 校も対象にする予定である。

高校入試問題データベースは,以 下に述べる4つ のサブ

データベースから成る。

3.!問 題情報データベース

問題情報データベースは,高 校入試問題の小問単位の情

報をデータベース化 したものである。検索出力例を付録に

示す。以下,検 索項目にっいて簡単に述べる。

年度(YR),都 道府県名(畑)、 教科名(SN)は,そ れぞれの

項目値を収録し,問 題ID(工D)は,こ れらのコード化した

数値を並ぺて1つ の駕ll番暑 とし収録 した。問題番号(㎝)

は,問 題用紙に掲載されている問題番号をそのまま収録し

た。大問番号(QB)は各都道府県各教科ごとの通 し番号,小

問番号 〔QS)は大問ごとの通し番号にした。

表2闘 煉報データベース収録件数(平 成5年6月30日 現在)

年 度

平成3年 度

平成4年 匿

都 道 府 県 数

問 題

47

47

正 答

a2

48

正答畢

22

23

年 度

平成3年 度

平成4年 度

収 録 件 数(小 問 単 位)

国 語

上,337

正,359

社 会

1.747

1,822

数 学

1,080

1、上58

理 科

1,562

1,580

英 語

1.586

1、5マ2

.塾計

7,312

7,491

注:正 答,正 獅 については,公 開可として提出した都道府県数を示す。
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一タベース化 したものである
。

問題情報データベースや問題テキス トデ ータベースと,

このデータベースが連携することで,例 えば,正 答率力祇

書く,か つ,テ キス ト表現 塁灘 な問題(グ ラフの問題)や,

あ る特定語 を含む問題文で,か っ,テ キス ト表現困難な正

答例 を,プ リンタ出力またはFAX出 力 することがで きる。

a4問 題音声データベース

平成5年 度以降の,匠 顧 と英語の聞き取 り(ヒ アリング)

問題を,こ のデータベースに収録する予定である。

4.お わりに

本稿で述べたデータベースは,他 地域 ・他校の入試問題

との比較分析,過 去との比較分析 ・傾向分析,教 科内容領

域別の分析 ・評価,さ らに,義 務教育終了時の学力到達状

況把握や,選 抜方法 ・制匿に関する研究等に活用すること

ができると考える。しかし,こ れらの各研究を行うために

は,デ ータベース収録データの質と量を豊富にすることと,

各分野の専門家の知見を反映したデータベースの構造を持

つことが必須の条件であり,こ れらの条件を満たすことが

今後の課題である。

図3平 成4年 度教科別難易度

〔参考文献〕
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正答 率(PC)と 配点 率(哺 は,公 開可能 な土胎 に限 って収

録 した。正答例(CA)は,公 開可能 な土胎 は,各 都道府県で

公表 されているものを,公 開不可の場合は,当 方で作成 し

た正答例 を収録 した。難易度(しV)は,正 答率 のデータを も

とに,5邸 皆(LV=5:0～20%,LV二4:20～40男,LV=3:40～60

鑑LV=2:60～80X,LV=1:80～mO髭)で 示 した。

大問ID(BT)と 小 問ID(ST)は,問 題テキス トデータベ
ースのポインタ(識 別記号)を 収録 した

。問題画像(zq)と

正 答画像(ZA)は,問 題画像デ ータベースのポインタを,そ

して,問 題音声(ZV)は 問 題音声デ ータベースのポインタを

収録 した。 これ らのポイ ンタを用いて,各 デ ータベースが

連携 し合い,目 的に応 じたデータ出力を実現 させる。キー

ワー ド(卿)は,正 答例に含 まれ るキーワー ドを機械的に抽

出 し収録 した。 なお,内 容頒域(鹸)と ね らい(AM)は.現 在

当方で検討中であ り,未 収録で ある。

このデ ータベースの収録件数を表2に 示す。 また,こ の

データベースの利用例の1つ として,平 成4年 度の教科別

難易度のグラフを図3に 示す。

【付録】問題情報 データベース検索出力例

RS>SEARCHKWEQ岡 山ANDPC>50

}件 み っ か りま した 。

RS>OUTPUT

高校入試問題 情報 データベース

04hO2220

1992

福 岡 県

社 会

04

04

63.8

2/80

z

4,問4

LOCALB50/GXDDOI/000233

LOCAL850/EXDBO1/000774

岡 山

#1
問題ID
年度
県名
教科名
大問番号
小問番号
正答率
配点率
難易度
問題番号
問題画像
正答画像
正答例

3.2問 題 テキス トデータベース

問 題テキス トデータベースは,高 校入試問題のテキス ト

側蹴 を小問単位で,デ ータベース化 したものである。

検素項 目として,テ キス トID(王D),問 題文(TX),問 題情

報(qD,問 題画像(zq),正 答画像(ZA),問 題音声 〔ZV),キ

ー ワー ド(蹄)が ある
。

問題情報データベース とこのデータベースが連携す るこ

とで,例 えば,あ る特定語(検 索語)を 含む問 題文が どの

教科に多いカ、 また,そ の平均正答率等を算出することが

できる。

テキス ト化(コ ー ド化)が 困難 な問題文表現は,可 能 な

限 り代替文宇 または特殊文宇を使用 して表現 した。例えば,
"SO
`2一(硫 酸 イオ ン)"は,`'SO」4「2「 一"と

表現 し,"SO`2,"を 探 す時 は."SQj4「2「 一」}

という文字列で検素可能に した。数学的表現のルー トや:分

数についても,同 様な手法で,検 索可能に した。

a3問 麺画像データベース

問題画像データベースは,高 校入試問題の問題文と正答

例を,用 紙1枚 を1つ の画像として処理し,EFS上 にデ



4.2問 題 画像 デ ータ ベー ス

坂 谷内 勝,吉 岡 亮衛,小 松 幸廣,浅 木森 利昭

(国立教育研究所)

1.は じ め に

国立教 育研究所が保有 する二次情報データベ

ースには,「 教育硫究所 ・教育セ ンター刊行論

文デ ータベース」,「 教育ソフ トウェア情報デ
ータベース」等が あ り,計14種,合 計208,307

件のデータが収録 されている`D。 これ らのデ
ータベースの作成を通 じて,全 国地 方教育研究

所等の協力 によるデータ収集,索 引項 目の決定

等の教育情報データベース開発手法,デ ータベ
ースの提供等に関 して,十 分な経験 と実績 を持

っている。

また,当 研究所 では,従 来 か らの文字情報主

体の教育情報データベース(二 次情報データベ

ース)の 他 に,イ メージ情報主体の教育情報デ

ータベース(一 次情報データベース)の 開発を

行 うために,平 成3年 度,光 デ ィスク電子 ファ

イ リング システム(以 下,「EFS」 という。)

を導入 した。EFSを 利用す ることに より,文

字情報で は表現困難な数式 や,表 現不可能 な写

真等のデ ータベースを構築す る ことがで きるよ

うにな った。`2⊃

以上 の経緯 をふ まえ,筆 者 らは,今 回,高 等

学校入学者選抜学力検査問題(以 下,「 高校入

試問題 」という。)の 画像デー タベース と,高

校入試問題の分析 ・評価 システムの開発 を行 っ

ている。{3}本 報告で は,ま ず、高校入試問題

の分析 ・評価 システムの全体像 について述べ,

ここで,.デ ータの種別が異な る各種問題データ

ベースについて概観す る。次に,各 種デ ータベ

ースの中か ら,問 題画像デ ータベース に焦点 を

当てて,現 状 と問題点を述べ る。

2.高 校入 試問題の分折 ・評価 システム

2.1高 校入試問題の分析 ・評価 に関する先

行研究

全国教育研究所連盟では,当 連盟の共同研究

の成果 として,昭 和56年 に高校入試問題 の分析

結果を報告 して いる。 ㈲ この研究報告 は,当

時の入試問題の出題傾向 を多面的に分析 してい

る。特 に,教 科別の 「教育的ね らい」及 び 「内

容領域」 による分析 は興味深 く有益で ある。最

近では,当 研究所が中心 となって,「 国 ・私立

の中学校 と高等学校 の入試問題分析研究」の研

究成果が まとめ られてい る。15⊃ この研究は,

国 ・私立の入試問題改善をね らいに してお り,

適切な問題 と改 善が望 まれる問題 を分析 し,公

表 している。

これ らの分析 ・評価研究 は,人 的労力 に依存

す る部分が多 く,か っ,再 分析 ・再評価するに

は不都合な点が多 い。 この最大の理由は,入 試

問題 に関す る諸情報が網羅的 にデ ータベースに

格納 されていないことに起因す ると筆者 らは考

える。 そこで,多 面的 な分析 ・評価に利用 可能

な入試問題の諸情報をすべてデ ータベース化 す

ることによ り,こ れまで行 われて きた分析 ・評

価を もとに,新 たな分析 ・評価を試行す ること

を目的 とし,「 高校入試問題の分析 ・評価 シス

テム(以 下,「 本 システム」 とい う。)」 の開

発を始 めるに至 った。

2、2本 システムの開発のね らい

本 システムは,入 試問題デ ータ(正 答例 ・正

答率 ・内容領域 ・ね らい等を含 む)を べ一スに

開発す るため,そ の開発過程には,選 抜方法,

各教科教育,教 育情報,情 報工学等の各専門家

の協力 が必要である。 しか し,本 システム完成

後,本 システムか ら派生す る研究成果(図i参

照)は 各分野 の専門家 に還元 される。

特 に,教 育的側面で は,他 地域 ・他校の入試

問題 との比較分析,過 去 との比較分析 ・傾向分

析,教 科 内容領域別の分析 ・評価が,実 証的か

つ豊冨なデ ータと,各 専門家の知 見による分析

・評価手法 によって ,実 現 され る。 また,選 抜

方法 ・制度に関す る研究 や,義 務教育終了時の

学力到達状況把握等,本 システムの多面的 な利

用が期待できる。
一方 ,工 学的側面では,問 題の説明図,グ ラ

フ,表,地 図,写 真等のデ ータベース化.さ ら

に、 ヒア リング音声のデ ータベース化が本 シス

テムの開発のね らいであ る。具体的 には,図 形

・画像 ・音声情報 の蓄積方法 ,検 索方法,出 力

方法,更 新管理方法等,教 育利用 を十分考慮 し

たデ ータベース システム全体の諸機能の開発 を

ね らっている。 また,広 範囲に渡 る本 システム

利用者に対 して,文 宇情報データと非文字情報

デ ータのオ ンライ ンサ ービス(パ ソコン通信ネ

ッ トワー ク利用)と,マ ルチメデ ィア対応のパ

ソコンハー ドウェア開発(光 磁気デ ィス ク利用)
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入 試 問題 ・正答 例 の
イ メ ー ジ部 、 及 び 、
ヒア リングの 音声 部

のデ ータ ベ ー ス化

選抜方法 ・制度 に関
す る研究

義務教育終了時の学
力到達状況の把握

＼
＼ /

高 校入 試問 題 の分析 ・評価 シス テ ム

/

他の都道府県や
他の学校の入試
問題との比較

教育現場で利用 しや
すいオ ンライ ンサー
ビスの技術開発(ネ

ッ トワーク利用)

← 一 一一 〉

マル チ メデ ィア対 応
パ ソ コ ンハ ー ドゥ ェ

アの軽 量 ・小 型化 へ
の技術 開 発

!
倉

・選抜方法の専門家
・教科教育(国 語 ・社会 ・数学 ・

理科 ・英語)の 専門家
・教育情報 ・教育工学の専門家
・情報工学の専門家

倉

＼

過去の入試問題
との比較分析及
び傾向分析

教科内容領域別
の入試問題分析
・評価

全都道府県立の高等学校入学者選抜学力検査問題(高 校入試問題)

図1本 システムか ら派生する研究テーマ

番号

Ol

02

03

04

05

06

07

oa

os

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

項 目 名

整理記号

年 度

県 名

教 科 名

問題番号

大問番号

小問番号

正 答 率

配 点 率

正 答 例

難 易 度

内容領域

ね ら い

大問ID

小問ID

問題画像

正答画像

問題音声

索 引 語

備 考

別名

ID

YR

KN

SN

QN

QB

QS

PC

WT

CA

LV

AR

AM

BT

ST

ZQ

ZA

ZV

KW

NT

文字

AN

AN

漢字

漢字

漢字

AN

AN

AN

AN

漢字

AN

漢字

漢字

AN

AN

AN

AN

AN

漢字

漢字

備 考

YYKKSNNN(Y年,K県,S科,N番)

西暦 【例 】1991,1992

都道府県名 【例】北海道,青 森県,東 京都

教科名 【例 】 国 語,社 会,数 学,理 科,英 語

問題番号 【例 】1,問1,(1)

大問題通番 【例 】01,02,03

小問題通番 【例 】01,02,03

問題正答率 [ylJ)100,55.5,20

問題配点率 【例 】1,2,4,12.5

正答例

正答 率5段 階 表 示 【例 】1,2,3,4,5

未収録

未収録

大問題テキス ト 【例 】00113234

小 問 題 テ キ ス ト 【例 】00113246

問 題 文図 のID【 例 】LOCAL650/EXDBO1/000123

正 答 例 図 のID【 例 】LOCAL650/EXDBO1/000234

問 題 音 声 のID【 例 】00001234

問 題 キ ー ワー ド 【例 】江 戸 幕府,キ リス ト教

備考 【例 】作文,順 不同,PC(),WT()

図2高 校入試問題情報 データベー スの収録項 目一覧
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も,本 シス テ ム開 発 の ね らいで あ る。

2.3各 種問題 デー タベース

高校入試問題デ ータベースの対象 は,平 成3

年度以降 の,我 が国 の都道府県立高校入試問題

(国語,社 会,数 学,理 科,英 語)で ある。国

語 と英語に関 して は,聞 き取 り(ヒ ア リング)

問題を含む。平成5年 度 の各都道府県教育委員

会か らの問題情報等の収集状況 は,問 題 と正答

例に関 して は全都道府県か ら,正 答率 に関 して

は約半数の都道府県か ら,「 公開可」の条件下

で提供 して頂いた。今後,協 力の得 られ る国立

・私立の高等学校 ・高等専門学校 も対象 にす る

予定である。

高校入試問題デ ータベースは,デ ータの種別

と利用 目的 に応 じて,以 下の4つ のサブデ ータ

ベースに分かれ る。

(1)問 題情報データベース

このデータベースは,高 校入試問題 を小問単

位に分割 し,各 小 問に関す る情報(図2参 照)

を収録 した文字情報デ ータベースで ある。 いわ

ゆる 「高校入試問 題の二次情報デ ータベース」

であ り,問 題文 その もの は収録 されていない。

以下(2)～(3)の データベースは,デ ータの種

別 によって分類 されているが,ど れ も,「 高校

入試問題の一次情報デ ータベース」 である。

(2)問 題 テキス トデ ータベース

このデ ータベース は,高 校入試問題の問題文

をで きるだ け忠実 に収録 した文字情報デー タベ

ースである。問題情報データベース とこのデー

タベースが連携す ることで,例 えば,あ る特定

語(検 索語)を 含 む問題文がどの教科に多 いか,

また,そ の平 均正 答 率 等 を算 出 す る ことがで き

る。

テキ ス ト化(コ ー ド化)が 困 難 な問 題 文表 現

は,可 能 な限 り代替 文 字 また は特殊 文 字 を使 用

して表 現 した。 例 え ば,"SO42一"は,"S

O」4「2「 一"と 表現 し,"SO42」 を探

す時 は,"SO」4「2「 一"と い う文 字 列 で

検索 可能 に した。 数 学的 表 現 の ル ー トや分 数 に

っ いて も,同 様 な手 法 で,検 索可 能 に した。

(3)問 題 画 像 デ ー タ ベ ース

このデ ー タベ ー ス は,高 校 入 試問 題 の問 題 と

正 答例 を,画 像 と してEFS上 に 収録 した イメ

ー ジ情報 デ ー タベ ー スで あ る。 問題 に係 わ る画

像 は,問 題 用 紙1枚 を1つ の画 像 と して処 理 す

る方 法(全 画 面 デ ー タ方式)と,大 問 単位 に問

題 文 を トリ ミング して それ を1つ の画 像 と して

処 理 す る方 法(問 題 別 方式)の2通 りで 収録 し

た。 正 答例 に係 わ る画 像 は,各 都道 府 県 の各 教

科 別 正答 例(例 え ば,北 海 道 の国 語)1枚 を1

つの 画 像 と して処理 し収録 した。 問題 情報 デ ー

タ ベー ス等 と このデ ータ ベ ース が連 携 す るこ と

で,例 え ば,テ キ ス ト表現 困 難 な問 題 を,プ リ

ンタ出 力 ま た はFAX出 力 に よ って入 手 す る こ

とが で き る。

(4)問 題 音声 デ ー タベ ース

この デ ー タ ベ ース は,高 校入 試 問題 の聞 き取

り(ヒ ア リング)問 題 の音 声情 報 デ ー タ ベー ス

で あ る。 音 声情 報 の処 理 方 法 は,問 題 音 声 が入

って い る録 音 テ ープ をDAT(DlgitalAudio

Taperecorder)の テ ープ に変 換 し,パ ソ コ ンの

MS-DOSフ ァイル の形 式 で管 理 して い る。

音 声 の 品質 は,CD並(44.1Khz,16bit)の 品質

表1デ ー タ 収録 件 数q993.6.30現 在}

年 度

平 成3年 度

平成4年 度

平 成5年 度

問 題 情 報デ ー タ ベ ース の問 題 継 数(小 問 単 位)

国 語

1,337

1,359

*

社 会

1,747

i,azz

*

数 学

i,oaa

1,158

*

理 科

1,562

1,580

*

英 語

1,586

1,572

*

計

7,312

7,491

*

問 題 画 像 デ ー タ ベ ー ス

全画面

945

961

969

問題別

1,322

1.327

*

計

2,267

2,288

*

(*は 現在収録中)
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で あ る。

3.問 題画像データベースの現 状と問題点

3,1問 題 画 像 デ ー タベ ー スの現 状

現 有 のEFSは,5.25イ ンチ 光デ ィス ク(両

面 で600樋B)用 で,CCITT標 準 チ ャー トの

場 合A4サ イ ズ で8,500枚 の画 像情 報 を収 録 で

き る。 スキ ャナ及 びプ リンタ は,A4サ イズ で

約5秒/枚(400DPI)の 処 理 速 度 で あ る。

問題 画 像 デ ー タ ベ ース はB4サ イズ に統 一 し,

肉眼 で支 障 の な い場 合 は200DPIで,明 らか に見

に くい場 合 は400DPIで ス キ ャナ読 み取 りを して

い る。各 年 度 の 収録 枚 数 を表1に 示す 。 光 デ ィ

ス ク使 用 量 は,平 成5年 度 全 画 面 デ ー タ969枚

で片 面 の27%(1枚 約85KB)を 使用 して お り,

この ペ ース で収 録 す る と,約7,200枚 で光 デ ィ

ス クが 一 杯 に な る予定 で あ る。 これ は,CCI

TT標 準 チ ャー ト(A4)の 場 合 の約85%分 し

か 収録 で きな い計 算 に な る。 次 に,平 成4年 度

の全 画 面 デ ー タ と問 題別 デ ー タを比 較 す る。 全

画 面デ ー タ961枚 か ら正答 例235枚(47都 道府

県 ×5教 科)を 除 い た枚数,即 ち726枚 が 問 題

画 面 デ ー タで あ る。 問 題別 デ ー タ1,327枚 と比

べ る と,約 半分 の値 で あ る。 言 い換 え れ ば,1

枚 の 問題 用 紙(B4に 統一 した場 合)に 約2っ

の大 問,小 問 に換 算 す る と約10問(=7,491/726)

が含 まれ て い る こと に な る。

1年 間 分 の問 題 画 像 を収 録 す る ため の作 業 期

間 は,全 画 面方 式 と問 題別 方 式 を合 わ せ て約 半

年間 か か っ た。

3,2問 題画像データベースの問題点

第一の問題点 は,1枚1枚 の画像 に付加す る

検索項 目に係わ る問題 である。現在,問 題情報

データベースと連携 し,問 題情報デ ータベース

に収録 され ている検索項 目で,小 問単位で検索

す ることができる。 しか し,画 像情報の研究 を

進め るためには,個 々の画像 に関 す る検索項 目

が必要で ある。例えば,社 会の地図の問題 の場

合,そ れがど この地図 であるか,数 学の グラフ

の問題の場合,表 示 されてい る関数 の式 は何 か,

理科の実験 の問題の場合,描 かれ ている実験器

具 は何か,等 の検索項 目及び検索語が必要であ

ると考 えてい る。

第二の問題点 は,画 像 出力 に係わ る問題であ

る。パソコ ン通信等 を利用 したオ ンライ ン検索

の場合,検 索 され た問題画像 は手持 ちのFAX

に出力す ることがで きる。 しか し,FAX送 信

元が当研究所の場合,当 然,当 研究所 にFAX

送信料金が課せ られ る。簡便な方法 で先方負担

にす る方法 を模索中で ある。

第三の問題点 は,作 業期間(開 発経費)に 係

わる問題 である。問題別方式の方が全画面方式

より作業期間が長 くなる。 これ は,あ る画像情

報 を見栄 え良 く収録 しようとしたとき,よ り複

雑 な画像処理を行 う必要があるためである。E

FSの 作業 に慣れ るに したがって,作 業時間が

短 くなるのだが,そ れで も相当量の時間を費や

す ことになる。それ に伴 う開発経費 も大 きな問

題で ある。

4.今 後の課題

本 システムの開発のね らいを実現 させ るたあ

には,デ ータベース収録デ ータの質 と量の豊富

さが重要 な鍵 にな る。現段階で は,高 校入試問

題の文字情報 ・画像情報 ・音声情報すべてを電

子化 している段階で,今 後,各 分野 の専門家 の

知見 を反映 したデータベースに徐 々に成長 させ

る予定であ る。

[参考文献]

(1)国 立 教育 研 究 所:「 国 立教 育 研 究 所 の概

要 」,p.10,1993.

(2)坂 谷 内 勝,吉 岡 亮 衛,浅 木 森 利 昭:

「国 立 教 育研 究 所 教 育情 報 シス テ ムの構 成 と

新 機 能 にっ い て」,日 本 科 学 教育 学 会,研 究

会研 究 報 告,Vol。6,No,3,pp.7-10,1991.

(3)全 国 教 育研 究 所 連 盟編:「 高校 入 試問 題 の

分析 」,第 一 法 規 出版 ㈱ 発 行,1981。

(4)三 宅 征夫(研 究代 表 者):「 国 ・私 立 中

学 校 ・高 等学 校 の 入試 問 題 の分 析 研究 」,文

部 省 科 学 研究 費 補 助金 総 合研 究(A)研 究 成 果

報 告 書,No.01102031,1992.

(5)坂 谷 内 勝,浅 木 森 利 昭:「 高校 入 試 問

題 の分 析 ・評 価 システ ム の開 発(1)～ 高 校 入

試 問 題 デ ー タ ベー スの 構築 ～ 」,日 本科 学 教

育学 会,年 会 論文 集17,pp.219-220,1993.
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[付 録]サ ブデ ータ ベー ス間 の関 連(検 索 例 を用 いて)

問 題情報 デ ータ ベ ース(汎 用 コ ン ピュー タ)

SELMONDAI

SEASN社 会ANDKW江 戸 幕府

12件 みっ か りま した。

ANDKWキ リス ト教

1件 み っか りま した。

OUTEL(BTSTZQZAKW)

高校入 試問 題情 報デ ータ ベ ース

#1大 問IDO1132340

小 問IDOll32460

問題 画像LOCAL650/EXDBO1/000123

正答 画像LOCAL650/EXDBO1/000234

索 引語 江戸 幕 府,キ リス ト教

FAXTY(1)WSID(*)DOCID(ZQ)

FAXTY(1)WSID(*)DOCID(ZA)

問題 テ キス トデ ー タベ ース

(汎用 コ ン ピュータ) 1

問 題音 声デ ー タベー ス

(パ ソコ ン)

音声 情報 デ ー タベー ス

問題文の音声

聞き取り問題

問題画 像デ ータベ ース

(EFS) FAX

SELEXTEXT

SEAIDO11323400RO1132460

2件 み っか りま した。

OUTEL(TX)

高校入 試問 題 テキ ス トデ ータ ベー ス

#lTX次 の文章 を読 ん で,〔A〕 ～ 〔G〕 の問 い に答

え よ。

母 「太郎 が受験 す る愛 知高 校 は仏教 … 」

太 郎 「そ うだ よ,鎌 倉時 代 に□□ …(略)

#2TX〔D〕 江 戸 幕府 に よってキ リス ト教が 禁止 され

るまで ので きご とを記 した文 と して誤 ってい る

もの を次 の ア～ オの 中か ら一 つ選 び,記 号 で答

え よ。

ア.織 田信 長 はキ リス ト教 を保 護 したの で各

地 に協 会 や学 校 が建 て られ た。

イ.豊 臣秀 吉 はキ リス ト教 を き …(略)

→

イ

メ

i

ジ

出

力

→

イ メー ジ情報デ ータベ ース

LOCAL650/EXDBOI/000123

問 題 文 の 画 像

(平成4年 度,**県,社 会)

イメ ー ジ情 報デ ー タベ ース

LOCAL650/EXDBOI/000123

正 答 例 の 画 像

(平成4年 度,**県,社 会)
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4.3問 題音 声 デ ー タ ベー ス

4.3.1音 声 デ ー タ ベ ー ス 構 築 ツ ー ル

山下 利秀,小 松 幸廣,坂 谷 内 勝

(国立教育研究所)

1.は じめに

教育用 パーソナル コ ンピュー タ(以 下、パ ソコ

ン)に マルチメデ ィアが扱え ろ環境整備がな され

て、教材 開発 において も音声 、画像等 の情報を付

加するこ とで、従来 の文字情 報だけで は得ること

の出来なかった多 くの情 報を提供できるようにな

ってきた。国立教育研究所 では数 年前 か ら教育情

報に関す る音声、画像等をデー タペー ス化 し、そ

れをパ ソコンで利用す るためにハー ドウェァ、ソ

フ トウェア上の問題 点を検討 してきた。エD

本研究では、パ ソコンで音声 データの蓄積や教

材への活 爾を行 う場 合に、利用者のニ ーズに合 っ

た形で音声を切 り出す編集 ツール の開発を行 った。

今回は、 英語の聞 き取 りテー プをもとに自動的に

音声ファイルを切 り出 して属性を付加 したので、

その結果を報告する。

2.編 集方法 と機能

音声データは、デ ジタ.ルオ ーデ ィオ テープ(D

AT)か らCD並(44、1kllz、16ピ フト)の

品質でパ ソコンのPCM音 源 にライ ン入力 した。

録音方式 は、特に音 像をイメー ジす る必要 もない

のでモノラル録音と した。 フ ァイル形式は、パ ソ

コンのWindows畷 境で扱え るWAVEフ ァ

イル(拡 張子WAV)と した。音声切 り出 し方法

は、音声 中のポーズを検 出 して振幅の偏差 とその

時間か ら切 り出 し位 置を決め 、音声デ ータを切 り

出 した。 この時、ポ ーズ時間 は属性 と して付加 し

た。

本編集 ツール の主な機 能は、切 り出し条件 を与

えて音声 ファイルを自動 的に切 り出す機能 と切 り

出 し位置を直接 指定 して 切 り出す マニ ュアル機能、

音声 波形を表示 する機能 である。

3.結 果

英語の聞き取 りテープ を もとに本編集ツー ルで

音声 を切 り出 した結果を 示す。

(D切 り出 し単 位 と条件

音声 中のポー ズの振幅 と時間を分析 して音 声デ

ータ とテキス トデータの 対応によ り表1の よ うな

切 り出 し条件を 求めた。

表1音 声の切 り出 し単位 とその 条件

切り拙し単位

具⊥言吾 ・熟3吾

文

段落

ポ ーズ振幅

(一)

土2io

ｱ210

ｱ210

ポ ーズ時間

(ミ リ秒)

20～600

60-1600

160-2000

(注1)英 文 ス ピーチ迷度は毎分107単 語。

(注2)振 幅 値は音声デー タを量子化 した{直で中点

を0と す る16ヒ ㍉ トの整数価である。

(2)切 り出 した音声 デー タ

前記の条件 で音声を切 り出 した例を示す。図1

は、段落単位 で切 り出 したときの音声波形で ある。

図2(左)は 、文単位で 切 り出 した ものであ る。

図2(右)は 、 さらに小 さく単語 ・熟語単位 で切

り出 した例である。
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るッールとは言 いが たい。今後、他の音声データ

タの編染 につ いて も検討を加え汎用性のある編集

ツールにするこ とが課題 である。

図1段 落単位で切り出 した音声波形

図2(左)文 単位で切 り出 した音声波形

(右)単 語 ・熟語単位で切 り出 した音声波形

表2音 声 データの属性

樽 音 声 デー タの展 性 け

bit1'IMε 臨i∫↓.一 λ 後 ↓,一ス'

IG.3205.GO1.1058

16.1914.1058.1090

16.2145.1090.120G

16.2785.1205.921

16.3071.921.757

1G.3270.757.1400

16.3115.1400.1085

1G.2348.1085.1435

分類項目 RF,CIIz

吾中3,1,44100,

吾中3,1,44iOO,

碁中3,1,44100,

吾中3.1,44100,

吾中3.1,44[OO.

再中3,[,44[OO,

1.44100.

1.44100,

L英

2,英

3,英

4.英

5,英

5,英

7.

8.

英語 巾3,

英置吾中3、

参考 文 献

(1)小 松 幸 廣;「 マルチメテ㍉ア・テ㌧ クペ ース・システム」,日 本語

教 育支 援 システ ムの 開 発,文 部省 科 学研 究 費補

助 金国 際学 術 研 究(課 題 番 号02044153)研 究 成

果 報告 沓,pp.62-67,1993

(3)音 声 デー タの属性

表2に 音声を文単位で切 り出 した ときの音声 デ
ータの属 性を示す 。 内容は、 デー タ番号、分類項

目、モノ ラル ・ステ レオの別 、サ ンプ リング周波

数、量子 化幅、再生時間、前後のポー ズ時間であ

ろ。

(4)デ ー タ容量

図1、2に 示 した音声デー タの容f隷は、段落単

位で約3MB、 文単位で約300kB、 単語 ・熟

語単位で約20kBで あ った。図1の 段落単位の

データを 文単位 で切 り出す と データ容 量が約30

%削 減で きた。

4考 察

(D切 り出 し単位 と条件

音声の切 り出 し単 位 と して単語 ・熟 語、文、段

落につ いて示 したが 、それぞれの切 り出 し条件で

上手 く切 り分 け られ ろ場合 だけではな く、取 り扱

うデータによって明 確な切り分 けがで きない とき

もあろ。 この時には 、マニ ュアル 切 り出 しが必 要

となる。 文や段落単 位の 切 り出 しでは 、ポーズ時

間が大 き く切 り出 し位趾の検 出は容易 であるが、

単語 ・熟 語単位の場 合にはポーズ時間 が短 く一定

した切 り出 し位 置の検出が出来なか った。今後、

この切 り出 し条件 について検 討す る必 要がある。

(2)切 り出 した音声 デー タ

単語 ・熟語単位の 切 り出 しでは、そのデータが

必ず しも意味 のあ ろ固ま りではなか った。また、

段落単位 の場合には データサ イズが大 きくな りフ

ロッピーでの取 り扱 い範 囲を越 えた。 今後、デー

タを保存 して い く単 位と して は、意味 を持 たせ る

ことやデ ータサイズのことを 考えると文単位が望

ま しい と考え る。

(3)音 声デー タの属 性

属性については、 音声デー タの管理 に役立つ検

索キーとなる値を検 討 してい きたい と考える。

(4)デ ータ容母

切 り出 し単位を小 さくして いけばデ ータ容量の

削減につ なが るが 、 データの管理が煩雑 になる。

5.お わ りに

本稿で述べた編 集 ツールは、今後 学校現場で音

庫の教材 デー タペー ス化や教材への活用 を行 うと

きに、音声の編渠作 業を大幅 に簡略化 できると考

える。 しか し、今 回取 り扱 ったの は音声 データの

一例であ り、他 の音 声データにつ いて も対応で き



4.3.2問 題 音 声デ ー タベ ース の開 発

山下 利秀,小 松 幸廣,吉 岡 亮衛,坂 谷 内 勝

(国立教育研究所)

1.は じめ に

筆者 らは、平 成5年 度 か ら公 立高等 学校 入学 者

選抜学力検 査問 題(以 下 、高校 入試問 題)の 質的

向上や改 善 を図 るた め に 「高校 入試問 題の 分析 ・

評価 システ ム」 の開 発 を進め て きた。6}〔21`3,

高校入 試問題 の 中で聞 き取 り問題 につい て は、

音声 面で の統 一 された評価 基雌 が無 く、専 門家 の

耳 に頼 る ところが大 きい。 そこで 、音 声 とい う聴

覚情 報 を数量 化す る こ とに よって客 観的 な評価 を

実現 する デー タベ ース の開発 を 目指 してい る。

この システ ムの基盤 となる 「高校 入 試問題 デ ー

タベース」 は 、い わゆ るマ ルチ メ デ ィア デー タ

ペース であ り、高校 入試 問題の 各種情 報 を問題 情

報、問 題テ キス ト、問題 画像 、問題 音声 の4つ の

デー タベー スで管 理 してい る。

本稿 で は、各都 道府 県の平成5年 度 高校入 試問

題 の中か ら、英語 聞 き取 り(ヒ ア リング)問 題 を

対 象に問題 音声 デー タベー スの 開発 を行 ったので 、

その構 造 、検 索 方法、 分析例 につい て報告 す る。

2.問 題 音声 デー タベ ースの開発

この デー タベ ース 開発の 目的 は、英語 聞 き取 り

問題 に関 す る分析 ・評 価 を支援 す るこ とにあ る。

今回開発 した問題音声 デー タベー スは、英 語 聞

き取 り問題 の音声 とそれ に関連 す る情 報 を コ ン

ピュー タに蓄積 して 、必要 に応 じて検索 利用 で き

る ように した もの で ある。

(1)対 象 デー タ

平成5年 度 高校 入試 問題 で英 語聞 き取 り問題 を

実 施 した42都 道府 県 の内 、公開 可 として録音 テー

プの提供 を受 けた13都 道府 県分 を問題 音声 デ ー タ

ベー ス化の対 象 と した。 デー タ数 を小 問単 位 に換

算す る と、 ヒア リング実 施総 数330問 中85問 にな

る。

(2)入 力方法

登 録デ ー タは、小問単 位 に音声 デー タ、 台本 テ

キス ト、関連 情 報 を切 り出 した。 音声 デー タは、

録音 テー プ をデ ジ タル オー デ ィオテー ブ(DAT)

に変換 してパ ソコ ン上 で扱 えるWAVEフ ァイル

(拡張子WAV)に した。 この時 、音声 区 間 と し

て前 後 に300ミ リ秒程 度 の無音 区間 もい れた。 音 質

は 、CD並(44.1khz,16bit)の 品質 で、録音 状

態 はモ ノラ ル と した。 台本 テキ ス トは、OCRで

読 み込 みテ キス ト変換 した後、確 認作 業 を行 った。

関連情 報 は、音声 デー タと台本 テキ ス トか ら 自動

抽 出 した もの と筆 者 らが汎用計 算機 上 に構 築 した

問 題情報 デ ー タペー スか ら移植 した もの とか らな

る。 た とえば、図1に 示 す ように、音声 デー タと

台 本 テキス トデ ー タか ら再 生時 間 と単語 数 を 自動

的に抽 出 して、発話 速度 を求め 、 デー タ登録 形式

に フ ァイル作成 を行 った。 〔41

音声 デー タ 再 生ll与間

台 本 テキスけ ㌧ タ 単語数

発話速度

図1音 声 デ ー タ属性 の 自動 抽出

(3)デ ー タベ ースの構 造

この デ ー タベ ース は、 問題音声 テ ーブル と問題

情 報 テー ブルの2つ にデー タ を保存 してい る。問

題音声 テ 十ブ ルは、英語 聞 き取 り問題 を小問 単位

に分 割 して、各小 問 の音 声 デー タ とそれ に関連す

る情 報 を保 存 したマ ルチ メデ ィア デー タベー スで

ある。問 題情 報テ ープル,は、高校 入試問題 を各小
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表1問 題音声 テ ーブ ル

No

i

z

3

4

5

6

7

8

9

フィールド 名

音声ID

音声再生

音 声 テキスト

発話速度

単語数

再生時間

繰返回数

回答時悶

絵の有無

デー タ型

数値 型4ハ'朴

OLEオ ブ ジ ェ外 型

テ キス ト型

数 値 型2ハ'イ ト

数{直 型1ハ9イ ト

数値 型2ハo朴

数値 型1パ イト

数値 型2パ イト

数 イ直型1ハ9イ ト

説 明

問 題 音 声 のID(05年 、29県 、0101番 号)【 例 】05290101

サ ウ ン ドフ ァイ ル(車.WAV>の 埋 め 込 み 【例105290101.WAV

ヒア リング台本 テ キス ト 【例】Hello!

発詔速度[単 語数/分] 【例 】120

単語数 【例】8

再生 時 間[ミ リ秒] 【例 】3240

ヒア リング問題 の 繰 り返 し回数 【例】2

回答に要する時間 【例 】3000

説 明図 の有無(0:無 、1:有) 【例}1(有)

表2問 題情 報テ ーブ ル

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

11

12

ユ3

is

15

フィールド 名

問題ID

年 度

都道府県

教 科

問題番号

大問番号

小問番号

正 答 率

配点割合

正 答 例

難 易 度

問題画像

正答画像

音声 工D

備 考

デー タ型

数 イ直 型4ハ りイト

数 イ直型2ハ,イ ト

テキス ト型

テキ ス ト型

テキ ス ト型

数 値 型1ハ ◎イト

数値 型1パ イト

数値 型4パ イト

テキス ト型

テキス ト型

数 イ直 型1ノ 、『イト

テキス ト型

テキス ト型

数値 型4パ イト

テキス ト型

説 明

整 理 記 号(05年 、29県 、5教 科 、010番 号)【 例 】05295010

西暦 【{タ曜11993

都道府県名 【例】奈良県

教科名 【例 】英 語

問題番号 【例 】1,(1),1

大問題通番号 【例 】01

小 問題通番号 【例 】01

問題正答率 【{3司】69.4

問題配点割合 【f列11/50

正答例 【例】 ア

正答率5段 階評価 【例 】3

問題文図のID 【{列】LOCAL650/EXDBO1/000123

正 答例 図のID 【{列】LOCAL650/EXDBO1/000234

問題音声のID 【例 】05290101

備考 【例】順不同

問毎 に分割 して 、各小 問 に関 す る2次 情 報 を収録

した文字情 報 デー タベ ースで あ る。問題 音声 テ ー

ブルの内容 を表1に 示 す。音声 デー タ と台本 テキ

ス ト、問題用 紙 を基 にデー タ要素 を作成 した。問

題情 報テ ーブ ルの内容 を表2に 示 す。 この デー タ

は、筆 者 らが汎用計 算機 上 に構 築 した デー タベ ー

スの中か ら英語 聞 き取 り問題 の 部分 を抽 出 してパ

ソコンに移植 した もので ある。 ただ し、音声ID

は 「年度」 「都 道府 県」 「大問番 号」 「小 問番号 」

か ら自動 生成 した。

それぞ れの テー ブル には、各 レコー ドを一意 に

識別 する ために主 キー を設定 した。 また、検索 速

度 を速 くす るため に、必 要 とす る フィール ドに イ

ンデ ックス作 成の 指定 を した。表3に 主キ ー とイ

ンデ ックス指 定 を した フ ィー ル ド名 を示す。

今 回開発 した 「問 題音声 デー タベ ース」 は、

「問題音声 テープ ル」 と 「問題情 報 テー プル」の

連携 に よ り利用 す る形 を取 ってい る。 図2に 示 す

表3主 キー とイ ンデ ックス

テープ ル名

主 キ ー

インデ ックス

問題 情 報テープル

問題ID

音声ID
年度
都道府県
難易度
配点割合

問 題 音 声 テーフ'ル

音声ID

音声テキスト
発話速度
単語数
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ように、 この2つ の テー ブルの デ ー タを関 連づ け

るために、共通 の フ ィー ル ド 「音 声ID」 で結 合

を行 いテー ブル間の リ レー シ ョンを設定 した。

(4)検 索 方法

検 索、抽 出条 件 を指 定で きる フィール ドは、

「問題音声 テ ーブ ル」 と 「問題情 報 テー ブ ル」 の

フ ィール ドで 数値 型 とテ キス ト型の もので あ る。

表4に 検 索、抽 出の 条件式 を示 す。

問 題情 報テ ーブル

フィールド 名

問題音 声 テ ーブル

No

1

z

3

4

5

6

7

8

9

10

1]

12

13

14

15

問題ID

年 度

都道府県

教 科

問題番号

大問番号

小問番号

正 答 率

配点割合

正 答 例

難 易 度

問題画像

正答画像

音声ID

備 考

i

No

1

2

3

4

5

6

7

8

9

フィ魂 ド名

音声ID

音声再生

音 声 テキスト

発話速度

単語数

再生時間

繰返回数

回答時間

絵の有無

n

3結 果 と考 察

(1)検 索 例

英 語聞 き取 り問題 の 中か ら 「Wha・t」 で始 ま

る 「音 声テキスト」 ブ イー ル ドを検索 した ら、28件

の レコー ドが 抽出 され た。 さ らに、 「難易度」

「2」 の フ ィー ル ドを検索 した ら3件 の レコー ド

が抽 出 され た。 その中 で 「発話 速度」 「〈120」

を検 索 す る と1件 の レコー ドが見 つか った。図3

にその抽 出条 件の 指定 を示す。 その結 呆 得 られた

1レ コー ドを図4に 示 す。 レイア ウ トは、そ れぞ

表4検 索、抽出の条件式

デ ー タ型

数値型

テキスト型

ブイールド入 力

100
>1500

佐賀 県
What*

抽 出 さ れ る レ コー ド

値 が100の レコード

1500を 越 え る レコード

値 が 佐 賀 県 の レコード

Whatで 始 ま るレコード

1テ キスト型 に は 、 ワイルドカード(?,*)が 使 用 可 能 。

2単.一 フィールド に対 しAndとOrを 使 用 可 能 。

1懸 蕩雛 響魯 轍;繭 犠 盟 讐ち。

ブ イ ー ル ド:

並 べ 替 え:

柚 出 条 件:

ま た は:

簡題ID

昇順

音 声 テキスト

Whaい

難易度

2

発話速度

<120

図2テ ー ブ ル 聞 の リ レ ー シ ョ ン 図3抽 出条件の指定例

問題ID:

年 度:

都道府県:

問題番号:

音声再生:'

05325100 音声ID:105320110

発話速度:im

単 語 数:14

再生時間;【2167

繰返 回数=[2

回答時間:i15000

絵の 有無:1無

i

1993 i i

1島根県 i

区第燗 題]澗2,1 i

i

音声テキスト:

配点割合;

正 答 率:

IWh・ ピsthi・
storyabout? i

1非公開 i

i

難 易 度:12

正 答 例:1ウ

i

X78.5 i

図4問 題音 声 デー タベー スの検索 出力例
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表5英 語聞 き取 り悶題 に閲する分析例

ブ イー ル ド名

発話速度[単語/分]

単語数

再生 時間[ミ11秒]

回答時 聞[ミり秒〕

平 均

133

7

3186

5718

最 大

191

14

5858

15000

最 小

84

3

1247

iooo

標準偏差

23.1

2.54

1064

3081

表6英 語聞 き取 り問題に挿 し絵のある場合の正答率

挿 し絵の有無

有

無

小問数

57

28

正答率の公開数

15

27

正答率の平均

77.0

64.1

最大値

99.4

94.2

最小値

44.2

24.1

標準偏差

16.4

ao.i

れの テー ブルか ら必 要 とす る フィール ドを 自由に

設:定で きる。 この 中の 「音 声再 生」 部分 をマ ウス

で ダブル クリ ックす る と英語 聞 き取 り問題 を聞 く

こ とがで きる。

今回の 問題音声 デ ー タペ ースの検 索項 目 を見 る

と、音声 デー タ特有 の項 目 として は 「発話 速度」

「再生時 間」 しか な く、音声 の特 質 を表 すキ ー項

目が少 ない。今 後、音声 デー タか ら英語 閉 き取 り

問題特有 の イ ン トネー シ ョンや ア クセ ン ト、音声

変化(連 音 ・弱音 ・消失)等 の数 量化 を検討 して

検索項 目 とす るこ とで、 さらに利用 の 幅が広 が る

もの ど考 える。

(2)分 析 例

このデ ー タベー スで行 った集計 処理 を示 す。表

5に 、英語 聞 き取 り問題 の発話 速度 、単 語 数、再

生時 間、 回答 時間 の平均 、最大 、最小 、標雛 偏差

を求めた例 を示す。

表6に 、英 語聞 き取 り問題 で絵 を見 て回答 を求

め る問題 と絵 の無 い問題 の正答 率 につい て集計処

理 した例 を示 す。

ここで は、 デー タベ ースの集 計処 理の1例 を示

したの であ って、 「高校 入試 問題 の分 析、 評価 シ

ステム」 の中で英 語聞 き取 り問題 を どの ように分

析 、評 価 して行 くか につい ては、今 後 、専 門家 の

見解 を得 て検 討 してい く必 要が ある と考 え る。

また、今 回提 供 を受 けたデー タ件数 は少 な く、

比較分 析や傾 向分析 を行 うには不 十分 であ る。今

後、 ヒア リング問 題の分析 、評 価 を行 う上 では 、

録音 テープの提供 件数 が増 える こ とと、長 期間 に

わた ってデー タを蓄積 してい く必要 があ る。

5お わ りに

本稿 で報告 した問題 音声 デー タベ ース は、英 語

聞 き取 り問 題 を小 問単 位 に デー タベー ス化 した例

であ り、教 育 ・研 究利用 の観 点か ら、音声 に関 す

る どの よ うな情 報が 重要 な ものか につ いて も専 門

家 の協 力 を得 て今後 解決 して い く必 要が あ る。 ま

た、 この 問題音 声 デー タベ ース は、パ ソ コン上 に

構 築 され てい るの で、 ス タ ン ドア ロ ンで しか利用

で きず、汎 用計 算 機 と重 複 したデ ー タを持 ってい

る。 今後 、汎用 計算 機 との 連携方 法 や膨 大 なデー

タの 管理 方法(登 録 、更 新、 転送 等)に つい て も

検討 してい きたい。

なお、 本 デー タベー ス を開発す るにあた り、英

語教 育 の立場 か ら貴重 な助 言 と指 導 を していた だ

いた国立 教育研 究所 外 国語教 育研 究室 の渡 遺寛治

室 畏 に感謝の 意 を表す 。
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4.3.3 問題音声データベースの利用

坂谷 内 勝,小 松 幸廣,吉 岡 亮衛

(国立教育研究所)

1.は じめに

筆者らは.昨 年度より,高 校入試問題を質的向

上または改善するために,多 角的な観点で高校入

試問題の分折 ・評価ができる 「高校入試問題の分

析 ・評価システム」 ω の開発を進めている。本

システムの基盤となる高校入謙 笥題データベース

は.い わゆるマルチメディアデータベースであり,

表1に 示す4っ のサブデータベースから成 る。

本稿では.平 成5年 度に実施された都道府県立

の高等学校入学者選抜学力検査問題の中から,聞

き取り(ピ アリンクり 問題を収録 した,問 題音声

データベースに焦点 を当てて報告する。なお,本

データベースは.パ ソコン上に構築 した。

2.聞 き取り問題の実情

平成5年 度 聞き取り問題を実施 した都道府県

数は42である(普 通科以外の学科,例 えば英雪吾科

のみで実施したものは含まない)。 平成5年 度の

全教科(国 語,社 会,数 学,理 科 英語)の 問題

を小問単位に分けうと,そ の総数は7,5即 問で,

聞き取り問題は333間(全 体の4.4沿 である。教

科別では.英 語330問 国語3問 である。教科を

英語に限定すると,1,544問 中の330問 で全体の

21.嬬,さ らに英語の聞き取り問題を実:施した都

道府県に限定すると,1,395問 中の330問 で全体

の23.鯛 を占める。 したが って,聞 き取 り問題を

実施 した都道府県では 英語問題の約4分 の ユが

表1高 校入試問題データベース

デ ー タ ベ ー ス 名

問題情報データベース

問 題テキストデ ー タベ ー ス

問題画像データベ ース

問題音声デー タベ ース

データの醐ll

文字 ・数値

文字(全 文)

画 像

データベースの種類

2次 情 報デー タベース

1次 情報データベース

1次 情報データベース

音 声 1次 情報データベース

デ ー タ の 内 容

年 ・県 ・教科 正答例 正答率等

画稼と音声を除いた問題全文

図表等を含む問題全体

聞 き取 り(ピ ア リンクり 問題

一18一



聞き取り問題である。

3.聞 き取 り問題のデータベース化

各都道府県教育委員会か ら,公 開を前提 として

提供 していただ いた録音 テープ(13都 道府県分)

をデ ジタルオーデ ィオテープ(DAT)に 変換 し

パソコン上で扱えるフ ァイルに した。音質は.C

D並(44.1Khz,工6blt)の 品質で,録 音状態 に した

がいモノラルまた はステ レオであ る。1県 当た り

の聞き取 り問題の録 音時 聞及びデータ容量は表2

に示す とおりであ る。 もし,全 都道府県の聞 き取

り問題を磁気媒体 に格納 するとすれば 約2,5G

B/年 の容髭力く必要になる。

表2聞 き取り問題の録音時間とデータ容貸

いる。今後 汎用計算機との連携方法と,膨 大な

データの管理方法(登 録.更 新,転 送等)に っい

て検討 していきたい。また,教 育 ・研究利用の観

点から,音 声に関す るどのような情報が重要なの

かにっいて も,専 門家の協力を得て解決 していき

たい。

聞き取り問題

録 音 時 間

デ ー タ 容 量

最 小

6分8秒

33MB

最 大

15分57秒

85MB

平 均

11分22秒

61MB

4,問 題音声データベースの利用

問題音声データベースは.基 本的には小問単位

で管理さ札 問題情報データベースまたは問題テ

キス トデータベースと連携 し、検索された聞き取

り問題を音声出力することができる。例えば,問

題情報データベースと連携することによって,正

答率の極めて低い問題を検索 し,そ の問題音声を

聞 くことがで きる。また,問 題テキス トデータベ
ースと連携することによって,あ る単語 に着目し,

その単語を含む問題を検索 し聞 くことができる。

ある県の英語の聞き取 り問題(9分15秒)の 流

れを,問 題音声データベースを利用 して分析 した

結果は.表3に 示すとお りである。この表より,

同 じ質問をするとき1回 目より2回 目の方が約1

秒短いこと,繰 り返 しのポーズが約5秒 であるこ

と,ノJ・問に回答する時間が約10秒 であることがわ

かる。

〔参考文献 〕

(1)坂 谷内 勝 浅木 森 利昭;「 高校入試 問題

の分折 ・評価 システムの開発研究(1)～ 高校入

試問題デー タベー スの構築～」,Eヨ 本科学教 育

学会,年 会論文集17,pp.219-220,1993.

(2)坂 谷内 勝 吉岡 亮衛,ノ」・松 幸廣 浅木

森 利昭 二 「高校入試問 題の分析 ・評価 システ

ムの開発研究(2)～ 問題画像データベースにっ

いて～」,電 子情 報通信学 会 信学技報E四3-

99,Vo1.93,No.405,pP.67-72,ユ993、

5.お わ りに

パ ソコン上に格納 されて いる問題音声 デー タベ

ースは.本 来.汎 用計算機 と連携 して機育旨す るこ

とが望 ましい。 しか し,現 在 このデータベー ス

はスタ ン ドアロ ンで し力藤lj用で きず,し たが って

汎用計算 機 上のデータと重複 したデータを持 って

表3聞 き取り問題の流れ(時:分;秒)

聞き取り問題内容

始めの説明

問題1に ついて

問題1-1の 問題

〃 繰 り返 し

問題1-2の 問題

"繰 り返 し

問題1-3の 閤題

"繰 り返 し

問題2に っいて

問題2の 問題本文

〃 繰 り返 し

問題2一工の問題

"繰 り返 し

問題2-2の 問題

〃 繰 り返 し

問題2-3の 問題

"繰 り返 し

問題2-4の 問題

"繰 り返 し

終わりの説明

合 計 時 間

録音時間

QO

oo

00

∞

oo

oo

00

00

oo

oo

00

00

oo

DO

oo

oo

∞

oo

00

00

QO

of

00

00

oo

oo

oo

00

00

oo

oo

00

oo

QO

oo

oo

QO

oo

00

00

20

07

06

15

11

12

12

46

51

06

OS

QS

44

04

03

oz

06

00:06:29

ポーズ時間

00

oo

oo

∞

oo

00

oo

oo

oo

DO

oo

oo

oo

∞

(70

oo

00

00

00

00

oo

oo

∞

∞

oo

oo

oo

oo

00

oo

oo

oo

00

oo

00

oo

00

00

06

06

10

06

11

is

01

07

06

11

05

zo

06

10

05

z2

00:02:46

00:09:15
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4.4社 会科 用 語デ ー タベ ース

原 秀勝,坂 谷 内 勝

(国立教育研究所)

1.は じめに

日々の授業実践 において、教科書の他にプ リント等の様 々な資料が教材 として利用されている。教

材は学習者の認識内容の質的変容と主体的学習参加を保証するために重要な役割を担い`n、 それゆ

え、優れた授業を展開するたあには、教師がどれだけ良い教材 を見付け出し自分の武器にしているか、

ということが必要になってくる 働 。従来、教師は教材 として利用するための資料 を印刷物か ら探 し

出す ことが主であった。

現在、CD-ROMの 普及により、小説や辞典などの読み物が電子化されつつある。また、パソコ

ン通信ネットワークの普及によ り、電子化された新聞記事等の資料か ら、欲 しい資料を空間を越えて

迅速に入手することが可能となった。このことにより、教師が教材として利用する資料を選択する際、

その選択の幅が大きく広がったと考え られる。そして、このメ リットを充全 に活用するためには、教

材に成 り得 るかという判断を数多 くの資料に対 して行い、教材として最 も有効である資料を選択 して

いくことが必要であると思われる。

一部の機関では教材データベースの開発が試みられている
。教材データベース開発に関する大 きな

問題点は、収録する教材に付加する検索語(キ ーワー ド)に ある。即ち、①入力作業に不慣れな者に

とって混乱が生 じる可能性があること、②記入上の些細なミスがそのまま入力されたままになること、

③新出検索語が増え過ぎてしまうこと、の各問題点が報告されている13)。

そこで、電子化された資料が教材に成 り得 るかを判断支援す ることと、入手 した教材資料をデータ

ベース化する際の検索語に係わる問題点を克服するために、中学校社会科を事例にして 「教科書索引

を利用した社会科用語データベース」の開発を試みた。

中学校社会科では、学習指導要領 働 に 「新聞、読み物、統計その他の資料に平素から親 しみ適切

に活用すること」と記されてお り、各種資料を授業に適切に組み込むことが重要である。そ して、そ

の指導については、前出の学習指導要領 に 「各分野相互の有機的な関連を図 るとともに、 …(以

下略)」 と記されているように、中学校社会科では地理 ・歴史 ・公民の三分野が密接に関連 し合 って

おり、特にこの点を留意する必要がある。つまり、教師が、ある資料を教材化する過程において、教

師の視点が特定の分野に偏っていた り、あるいは、資料が持っている教材 としての可能性を充分に引

き出せない場合が考えられる。例えば、地理、歴史、公民の全分野で取 り上げられている 「EC(ヨ

ーロッパ共同体)」 に関わる資料を、ある教師が、公民分野のみの観点で教材として利用 した場合、

この資料は地理的視点、歴史的視点でも考えさせることのできる教材にもかかわ らず、その機会を逸

して しまう恐れがある。 したがって、各種資料がどの分野 ・単元の教材に成 り得るかを客観的に知 る

ことが必要であ り、電子化 された資料であれば、分野 ・単元情報を備えた用語データベースを基礎と

し、コンピュータを利用 して客観的に分野 ・単元を判定させることができると考え る。

また、教科書に掲載されている用語をデータベース化するという、それ自体にも意義があると考え

る。武田氏(5,は 、歴史についてではあるが、高校日本史教科書における事件や戦争に関する呼称に

っいて調査し、教科書によって呼称が異なることによる混乱、歴史用語の使い方が恣意的であるため

不適切な呼称が付けられている場合があることを問題点として指摘 し、 「それぞれの歴史事象に対 し

て適切な呼称を用い、歴史をよりよく理解できるものにしていくべきではないか」 という観点に立脚

して 「教科書中に散在す る歴史事象の呼称や歴史用語」にっいての研究が活発化す ることの必要性を

説いている。そのためにも、社会科教科書に掲載されている用語を収録 した社会科用語データベース

が必要であると考える。

本報告では、社会科用語(社 会科で登場する用語、具体的には地名、人名、事項名、専門用語)及
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びその用語 に関す る分野 ・単元情報を完備 した社会科用語データベースの開発 を通 して得 た知見 と、

国立教育研究所が保有 している電子化 された高校入 試問題(社 会科)や 、新聞記事 と外国の教科書

(韓国)か ら抜粋 した文章に このデ ータベースを応用 し、その問題 文や文章か ら自動的 に分野 ・単元

を判定 してみた結果 について報告す る。

本研究の目的 は次 の三点にある。

①社会科 の授業 で新聞等の資料 を教材化す る際に、関わ りの ある分野 ・単元を知 る手掛か りを得
る。

②高校入試問題 の問題文か ら、出題分野 ・単元 を自動的 に判定す る こと。

③社会科用語デ ータベースを構築す る時の用語の整理 を出来 るだけプ ログラムで処理 すること。

2.社 会科用語デ ータベースの開発

2.1.社 会科用語デ ータベースの開発手順 の概要

社会科用語デ ータベースの開発手順の概要 を図1に 図式化 して記載す る。

また、社会科用 語データベース開発の途上 で、図1に 記載 してい るように様々なフ ァイルを作成 し

たが、そのフ ァイルを格納 して いるデータセ ッ ト名 を表2に 記載す る。

各フ ァイルの作成及びそれ を通 してデータベースを開発す る手順 について は、次項目 より詳説す る。

教科書

索引 本文のペー シ

文部省学習指導要領
単元分類

単元 コー ド表

索引用語

データフ ァイル

ペー ジデ ータ

フ ァイ ル

ペー ジ対応単元

データフ ァイル

社会科用語
データフ ァイル

単元データ

ファイル

社会科用語データベース基デ ータ ファイル

社会科用語デ ータベース

図1社 会科用語データベースの開発手順の概要
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表2各 フ ァイル を格納 して いるデ ータセ ッ ト名

フ ァイル名 索引用悟デ ー タフ ァイル

分野名

地理分野

歴史分野

公民分野

デ ー タセ ッ ト名

HOOOOO4.CHIRI.DATAO

HOOOOO4.REKISHI.DATAO

HOOOOO4,KOUMIN,DATAO

メ ンバ名

CA

RA

CB

RB

CC

Rc

KC

CD

RD

フ ァイル名 ペ ー ジデ ー タ フ ァイ ル

分野名

地理分野

歴史分野

公民分野

デ ー タ セ ッ ト名

AOOOOO9.PEG.DATAO

AOOOOO9.PEG.DATAO

AOOOOO9.PEG,DATAO

メ ンバ名

CA

RA

CB

RB

CC

RC

KC

CD

RD

フ アイ ル名 ペー ジ対応単元デ ータフ ァイル

分野名

地理分野

歴史分野

公民分野

デ ー タ セ ッ ト名

AQOOOO9.TAN,DATA1

AOOOOO9.TAN.DATA1

AOOOOO9.TAN,DATA1

メ ンバ名

CA

RA

漁

CB

RB

CC

RC

KC

CD

RD

フ アイル名 社 会科用 語デ ータフ ァイル

分野名

全分野

デ ー タ セ ッ ト名

HOOOOO4.SHAKAI.DATAO

メ ンバ名

#ALL

フ ァイル名 単元デ ータフ ァイル

分野名

全分野

デ ー タセ ッ ト名

AOOOOO9.TAN,DATA10

メ ンバ名

#ALL

フ ァイル名 社 会科用 語デー タベース基デ ー タフ ァイル

分野名

全分野

デ ータ セ ッ ト名

HO.00004,SHAKAI.DATA50

メ ンバ名

#ALL

フ アイル名 社会科用語デ ータ ベース

分野名

全分野

デ ー タ セ ッ ト名

HOOOOO4.SHAKAI,BASE

メ ンバ名

#ALL

一22一



2,2.社 会科用語データベースの基礎データの整備

社会科用語データベースの基礎デ ータを整備す るにあたって、中学校社会科 の教科書索引 と文部省

の中学校学習指導要領(平 成元年)を 利用 した。教科書索引を利用 した理由は、教科書が授業を進め

る上で中心的 な役割 を果た しているか らである`6,。 また、その教科書 に掲載 されている社会科用語

及 び、その社会科用語が教科書のど こで扱われてい るか という情報(具 体的にはペー ジ情報)は 、教

科書末尾の索引欄 を通 して知 ることがで きるか らである。社会科用語が どの単元 に登場す るかは、教

科書のペー ジと単元 とを対応 させ ることで知 ることがで きる。 そ して、 その単元分類には前述の学習

指導要領の単元分類を利用 した。

2.2.1.教 科書の選定

社会科用 語データベースの開発 に利用 した教科書 は、各分野(地 理的分野 ・歴史的分野 ・公民的分

野)と も1993年 度の採択教科書の うち、採択占有率の多い上位4社 の ものに した 〔7)。 その教科書 は

表3に 示す通 りで ある。

これ らの教科書の索引を市販の文字読み取 り装置を用 いてテキ ス ト化 し、図4の 形に整理 した。

表3利 用 した教科書一覧

分 野

地

理

歴

史

公

民

採 択 率

33.796

29,0%

13.6%

12.8%

32.2%

18.096

17.9%

14.2%

39.8%

19.596

13.1%

14.2Sfi

「 教 科 書 名 」 (出 版 社 名)

「新 しい社会 地理」 (東京書籍株式会社)

「社会科 中学新地理」 (帝国書院株式会社)

「新編 中学校社会 地理」(教 育出版株式会社)

「中学校社会 地理的分野」(大 阪書籍株式会社)

「新 しい社会 歴史」 (東京書籍株式会社)

「中学校社会 歴史的分野」(大 阪書籍株式会社)

「新編 中学校社会 歴史」(教 育出版株式会社)

「中学校社会 歴史的分野」(日 本書籍株式会社〉

「新 しい社会 公民」 (東京書籍株式会社)

「新編 中学校社会 公民」(教 育出版株式会社)

「中学校社会 公民的分野」(大 阪書籍株式会社)

「中学校社会 公民的分野」(日 本書籍株式会社)

ルノ1名

CA

CB

CC

CD

RA

RB

RC

RD

KA

KB

KC

KD

採択率合計

89.1%

82.396

86.6% .

(注)表 中璽 「ルノ1名」の項目には、表2の データセ ッ ト名 において、各教科書のデ ータを、その項

目にホすメ ンバ名 に格納 して いることを表す。

IC(集 積 回路)

愛知$204

5175,261

図4整 理 した教科書索引の形
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2.2.2.索 引用語デ ータファイルの作成

当データファイル は社会科用語の整備 に利用す るものであ り、教科書索引の用語の部分(こ れ を索

引用語 とす る)を 抜 き出 し、市販のプログラム(Happiness)よ りふ りが なを作成 し、 その

誤 りを訂正 して索引番号(図5)を 振 ることで作成 され る(図6)。

120001・ … 千の位以下 は一冊の教科書 にお ける索引用語の通番

iL・ ・教科書採択率を意味す る数字(数 字 は1～4ま でで、数字の小

iさ いものが採択率の高 い教科書であることを意味する。)

分野 を意味す る数字(1=地 理 、2=歴 史、3=公 民)

図5索 引番号の内容

$AFORCA

$BIC(集 積 回路)

$C+

$B愛 知

$C+

・整理 した教科書索引か ら用語の部分を抜 き出す

・用語 の先頭に"$B"を 付加 する

・用語間 を一行開 け、その行の先頭 に"$C"を 付加す

る。(そ の行 にふ りが なが作成 され る)

る

↓

b

・HaPPlnessに よ る処 理

00000REC#00000001

1000110001

10101FORCA

201011C(集 積 回 路)

201211C

OOOOOREC#00000001

ioooiioooa

20101愛 知

20121あ い ち

(し ゅうせ きかいろ)

b

b

b

凸

索 引用語デ ータファイル

・ふ りが なについて
、誤 りの訂正

・索引番号を振 り、索 引用語データフ ァイル を作成

(プログ弘:資 料5-1)

一BI110001

-YGIC(集 積 回路)

一KAIC(し ゅうせ きか いろ)

一BI110002

-YG愛 知

一KAあ い ち

〔6バイ日

〔70パイト 〕

〔104バイト〕

〔索引番号〕

〔索引用語〕

〔ふ りが な〕

図6索 引用語の作成
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2,2.3,ベ ー ジデータフ ァイルの作成

当データフ ァイルは社会科用語 についての単元情報の作成 に利用す るものであ り、教科書索引か ら

ペー ジ情報 の部分 を抜 き出 し、索引用語データフ ァイル同様の索引番号 を付加 して作成 され る。ペー

ジデ ータフ ァイルの形 は図7の 通 りである。

(桁 数)27

(項 目)i…BI… …1

(デ ー タ)110001

(バ イ ト数)(6/1イ ト)

11141518

iベージIIペ ージ1

175261

(4パイト)*54

図7べ 一 ジデ ー タ フ ァイ ルの 形

2.2,4.単 元コー ド表の作成

この表は、社会科用語の単元情報 に関 して、前述 の学習指導要領の単元分類 をコー ド化 した表であ

る(図8)。 単元 コー ド表につ いては資料1に 掲載 する。

地理的分野

1.世 界 とその地域

(1)多 様 な世界
1世 界の国々

2人 々の生活 と環境

公民的分野

1.現 代の社会生活

(1)個 人 と社会
(2)現 代 の文化 と生活

(3)情 報 と社会

単 元 コード

CAII

CA12

単 元 コード

KA10

KA20

KA30

歴史的分野

1.文 明 の お こ りと 日本

(1)文 明 の お こ り

(2)日 本 人 の 生活 の は じま り

単元 コード

RA10

RA20

図8単 元 コー ド表

2.2.5.ペ ージ対応単元デ ータフ ァイルの作成

当デ ータ ファイルは、単元 コー ドで表 した学習指導要領のそれぞれの単元分類 に対応す る教科書 の

ページ情報を格納 したものであ り(図9)、 ペー ジデ ータフ ァイル とともに、社会科用語 に関す る単

元情報の作成 に利用す るもので ある。

(桁 数)

(項 目)

(デ ー タ)

(バ イ ト数)

単 元 コ ー ド

114

i一 一i

CB31

開 始 べ 一 ジ 終 了 ペ ー ジ

61910113

i一 一一ii

168175

(4/fイト)(4バ イト)*2

図9ペ ー ジ対応単元デ ータフ ァイル

この デ ー タの 意 味 は、 教科 書 の

P.168～P.175にCB

31〔2.日 本 とその諸 地 域(

3)日 本 の諸 地域1,九 州地 方

〕 の 内容 が 掲 載 され て い る こ とを

表 す 。
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2.3.社 会 科用 語 デ ー タ フ ァイ ルの作 成

2.3,1.社 会科用語デ ータフ ァイル

当フ ァイルは索引用語デ ータフ ァイルを基 に して作成す る。即ち、索引用語データフ ァイルか ら、

社会科用語 を整備 し、関連用語情報 ・基本形用語情報 を付加す る。また、当フ ァイルは社会科用語が

基本形用語(基 本形用語にっいては後述)か 否かでデ ータの形が異なる。図10に それ ぞれのデ ータの

形を記す。

基本形用語のデ ータの形

一ID10113

-YGOPEC

-KAOPEC

-BI110111110385120417…

一RE10114

-BAOOOOO

〔5パイト〕

〔70パイト 〕

〔104バイト〕

〔7バイ}・*15〕

〔6バイト*15〕

〔5パイト〕

基本形用語ではない用語のデ ータの形

一ID10114

-YG石 油 輪 出 国 機 構

一KAせ き ゆ ゆ し ゅ っ こ く き こ う

一RE10113

-BA10113

データの内容

(識別番・号)

(社会科用語)

(ふ りが な)

(索引番・号)

(関連用語の諏別番号)

(基本形用語の識別番号)

デ ータの内容

(訟別番号)
(社会科用語)
(ふりがな)

(関連用語の諏別番号)
(基本形用語の諏別番号)

図10社 会科用 語デ ータフ ァイルの形

2.3.2.社 会科用語の整備

教科書の索引用語か ら社会科用語 を整備す る際、記号 を伴 う項目の処理方法が問題になる。即ち、

教科書の索引用語 には、括弧等の記号が数多 く使用 されているため、 これ らの記号の使 い方の意味を

慎重に配慮 して、社会科用語 を抽 出 しなけれ ばいけない。

以下、基礎デ ータである索引用 語デ ータファイルか ら、社会科用語を整備す る過程 について述べ る。

(1)索 引用語中の記号の種類 と意味

記号 を含まない索引用語は、 そのままの形 で社会科用語デ ータファイルに登録す る。記号 を含む索

引用語 は、①複数の社会科用語 を表現 している場合、②記号を持っiつ の社会科用語を表現 している

場合、の2つ の場 合が考え られ る。索引用語 に記載 されて いる記号の種類 と役割の分野別集計結果 を

表11に 示す。
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表11索 引用語 に記載 されて いる記号の種類 と役割

記

号

分

野

役割

種類

地理

歴史

公民

小 計

合 計

①複数の社会科用語表現

()

226

182

110

518

[]

0

6

0

6

、

28

1

3

32

556(6.6%)

① または ②

r』

0

za

8

28

「 」

1

8

2

11

13

67

32

via

151(1.8%)

②1っ の用語

5

26

9

40

1

3

2

6

46(0.6%)

合 計

274(3.3%)

313(3.7%)

166(2,0%)

753(9.0%)

注)合 計欄の()内 の%は 、索 引用語総数(8362語)に 対す る割合を示 している。

索引用語中の記号の意味 を推察 し、まとめた結果は、表12の 通 りである。表12の(ア)～(エ)は 複数

の社会科用語を表現 してい る場合で、(オ)は1つ の社会科用語 を表現 してい る場合の意味 である。

表12索 引用語中の記号の意味

(ア)社 会科用語 の同義語 を括弧内に記載す る

例:ヨ ーロ ッパ共 同体(EC)⇔ ヨーPッ パ共同体&EC

(イ)社 会科用語の補足を括弧内 に記載す る

例:藤 原氏(奥 州)⇒ 藤原氏&藤 原氏(奥 州)

(ウ)複 数 の社会科用語の共通 しない部分 を括弧 内に記載す る

例:領(土 、海、空)⇒ 領土&領 海&領 空

(エ)関 連 のある社会科用語を括弧や点で分 ける

例:魏 ・呉 ・蜀 ⇒ 魏&呉&蜀

(わ 社会科用語 自身 に点等を持 ち、複数の社会科用語 にな らない

例:ア ダム ・ス ミス ⇒ アダム ・ス ミス

(2)社 会科用語抽出 の規則 と基本 フ ァイル

記号の種類 によって は複数 の意味を同時 に持 っものがあ り、各 々の意味 によって社会科用語の抽出

方法が異 なる。また、同 じ記号で あって も、記号 の位置(前 、中、後)や パターンによって、記号の

意味が異 なる。そ こで、索 引用語中の記号の意味及び、社会科用語抽 出の基本的 な考え方(表13参

照)に 基づ き、記号の位置 やパター ンに応 じて、13個 の規則を考案 した。 これ らの規則を索引用語に

適用す ると、必 ず社会科用語 になる形 と、社会科用語になる可能性がある形(可 能性用語 の形)の2

種類の形 を得 る。可能性用語の形は、後 に、社会科用語 にす るか否か のチ ェックを行 い、 ある基準 を

満たせば、社会科用語 にす る。
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表13社 会科用語抽出の基本的な考え方

(1)[〕 記 号 を 持 つ索 引用 語 は、 その記 一号外 の用 語 、 そ の記 号 内の用 語 に分 け、 それ ぞ

れ を社 会 科用 語 にす る。

② 「 」 「 」 記号 を持 つ索 引 用 語 は 、 「 」 内 の用 語 を それ ぞれ 社会 科 用語 にす る。

(3)()記 号 の 中 に"、"記 号 を持 た な い索 引用 語 は、()記 号 及 び()内 の用 語

を削除 した もの を社 会科 用 語 にす る。

(4)()記 号 の 中 に"、"記 号 を持 っ持 っ索 引用 語 は、社 会 科用 語 に しな い。

(5)"・"記 号 を持 つ索 引用 語 は、 社 会科 用 語 に しな い。

(6)[コ 、 「 」 、()、"・"、"、"の 記 号 を持 た な い索 引用 語 は、 その ま ま社

会 科用 語 にす る。

表14は 、社会科用語抽 出方法の規則 を具体的 に示 したものである。索引用語の形 を 「索引用語」の

項目に、索 引用語中の記号が果た している意味 を 「意味」の項 目に、必ず社会科用語 にな る形を 「社

会科用語」の項 目に、また、可能性用語の形 にっ いては 「可能性用 語」の項目に記載す る。規則0は 、

規則1～ 規則12の 索引用語 に該当 しない索引用語を対象 にして お り、その数は7728語(全 体の92.4

%)で あ る。

表14社 会科用語抽出規則

員 a

員11

貝12

貝!3

貝14

規則5

規則6

規則7

規則8

規則9

規則10

規則11

規則12

吾

A

AfB
A」B」

A,B

A)B

A(B)C

A(B)

A(B)(C)

A(B,C)

A(B,C,D)

AB

A・B・C

その他、記号が複

雑に使用されてい
る索引用語

(ア)

(エ)

(エ)

イ)

(ア)

(ウ)

(ア)

(イ)

ウ

(ア)

(イ)

(ア)

(ウ)

(ウ)

(ア)

(ウ)

(ウ)

(エ)

(オ)

(エ)

(オ)

(ア)

1

(オ)

吾

A

A&B
A&B

A&B

B

AC

AC

A

A

A

A

A

口 語

AB

BC

ABC

B

A(B)
AB

A&B&C
A(B)(C)

A&B&C

AB&AC

A&AB&AC
A&B&C&D

AB&AC&AD

A&AB&AC&AD

A&B

A・B.

A&B&C

ABC

人による判断

語1

僑 、 人')

国分(尼)寺

シラス(台 地)

黒 人種(黒 人)

(アフリカ アメリカ人)

六 甲(山 、 アイランド)

領(土 、海 、空)

円高 ・円安

バ ス コ ・ダ ・ガ マ

違憲審査(司 法

審査)権(制)

772

ε

44

2

f

1

可能性用語の形を社会科用語 にす るか否 かのチ ェ ックのために、 まず、索引用語 に規則0～ 規則7

を適用 し、その結果得 られ た社会科用語だ けのフ ァイルを作成 した。 これ を 「基本 ファイル」と呼ぶ

ことにす る(基 本 フ ァイル作成 のプログラム は資料5-2、 資料5-3に 揚載)。 次に、可能性用語

の形それぞれを、基本 ファイルの社会科用語 と一致す るか否かをチ ェックし、一致すればそれを社会
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科用語 として登録す る基準 に した(図15)。 社会科用語 と一致 しない場合、規則8～ 規則9に っいて

は 「A」 を社会科用語 と して登録 し、規則10～ 規則11に ついて は索引用語 自体を1っ の社会科用語で

あるとみな し、社会科用語 と して登録 した。

索 引 用 語

シ ラス(台 地)

社会科用語

シ ラス

可能性用語

シラス台地

台地

基 本 フ ァイ ル

シラス台地

「シラス台地」 を社会科用語に判定

図15可 能性用語 か ら社会科用語を判定す る方法一基本 フ ァイルを利用 して

(3)上 位 ・下位関係

ここで述べ る上位 ・下位関係 とは、上位の用語が下位の用語 を内容的 に包含す るという意味で使用

す る。即 ち、デ ータベースの検索面 についていえぱ、上位の用語 による検索時 は下位の用語 も同時 に

検索 され ることが望 ま しく、下位 の用語 による検索 では上位の用語 は検索 されないことが望 ま しい。

表14の 索引用語中の記号の意味(イ)「 補足」 に該 当す る社会科用語を対象 に、上位 ・下位関係の用

語を整備す る。索引用語 に補足を必要 とす る用語 は、字面を全 く同 じくす る他の用語 と区別す るため

と老え られ る。 その ため、 この補足 を持つ索引用語か ら補足 を切 り離す ことは出来ないと考 え、その

まま社会科用語 として登録す ることに した。そ して、()記 号及 びその中の用語を取 り除 いた索引

用語を新 たに作成 し、上位 に位置付 く社会科用語 とした。

補足 を持っ場合の形(意 味(イ))は 、規則4、 規則6、 規則7に ある。意味(イ)を 選定す る条件 と

登録す る社会科用語の形 を表16に 示す。

補足 を持っ索引用語の中 には、補足部分 とその他の部分 を交換 した形 で社会科用語になるものもあ

る。A(B)を 例に とると、Bが 補足の場合、BAが 基本 フ ァイルにあるか否かで確か あることがで

きる。 もし、基本 ファイル にあれば、BAと いう形 も社会科用語 に登録 し、Aの 下位関係、A(B)

の同義語関係 と した。

表16上 位 ・下位関係の社会科用語

規則名

規則4

規則6

規則7

索 引 用 語 の 形

(A)B

A(B)

A(B)(C)

条 件

Bと いう社会科用語が同一の教科書 にあ るか

Aと いう社会科用語が同一の教科書 にあるか

A(B)が 同一の教科書 にあるか

社会科用語の形

B← ←AB

A← 一A(B)

A← ←A(C)

注)上 位 の社会科用語 は 一一 記号の矢印が指 している方向で ある。
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(4)同 義語関係

表14に おいて、同義語関係 を持っ場合の形(意 味(ア))は 、規則1、 規則5～ 規則gに ある。意味

(ア)を 選定す る条件 と登録す る社 会科用語の形 を表17に 示す。

表17同 義語関係の社会科用語

規則名

規則1

規則5

規則6

規則7

規則8

規則9

索 引 用 語 の 形

A[B]

A(B)C

A(B)

A(B)(C)

A(B,C)

A(B,C,D)

条 件

な し

BCが 基本 ファイルにあるもの

Bが 基本 フ ァイルにあるもので、B(A)

という形が索引用語 にあるもの、 または、

Bが 基本 フ ァイル にあるもので、A(B)

が他 の教科 書の索引用語 にあるもの

Cが 補足であ り、Bが 基本 フ ァイルにある

もの

Cが 補足 で な く、B、Cが 基本 フ ァイ ル に

あ る もの

BとCが 基本 ファイルにあるもの

BとCとDが 基 本 フ ァイル にあ る もの

社 会 科 用 語 の 形

A← →B

AC← →BC

A← →B

A← 一B

A(C)一 一一一一'B(C)

A← →B← →C

A← →B← →C

A← 一B← →C← →D

(5)具 体的 な処理 とその結果

表14に おける規則4～ 規則llの 索 引用語 にっいて、 それぞれの規則 に従 い社会科用語 を整備す る

過程 を図19～ 図26に おいてフローチ ャー トで表す。そ して、その処理 によって作成 されるファイルの

形を図27に 示す。

その処理の結果、表28に 記載 してい るように、処理対象の索引用語(629)の うち、376の 索

引用語をプログ ラムによって処理 できた。そ して、処理で きなか った規則6の 索引用語 について、歴

史分野を対象に して詳細 に調べ、表12の 意味分類 にあてはめていった(表29)。 それによると、Aと

Bが 同義語関係になるもの、ABの 形 にな るものがあ り、今後、個 々の処理過程 を改良 してい く必要

があると考え る。 しか し、 「室町幕府(時 代)」 のように 「Aの 用語の一部+B」 とす ることで社会

科用語になるもの にっいては、人間 の判断に頼 らざる負えないと考 える。

表18図19～ 図26の フロ ーチ ャー ト内で使 用 した言己号 の 意味

・[]に は条 件 に ヒ ッ トした索 引用 語 の 一 例 を記 載 す る
。

'□ には[]に 言己載 し煉 引用言吾か ら
・抽出 した社会科聴 を言己載す る・

・←一記号 は上位 ・下位関係 を示 し
、矢印の指 して いる方が上位 の社会科用語で ある。

・ ← → 記号 は同義語関係 を示す
。
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(DBの 形が同一 の教科書 にあるか?

YES(0)

(2)ABの 形 が 基本 フ ァイル に あ るか9

NO(0)

B← ←B(A)

NO(3)

YES(0)

B← ←AB← →B(A)

B

[(国 連)専 門機関]

國
図19規 則4一(A)Bの 形 の索 引 用語 の処 理(例.(国 連)専 門 機関)(プ ログラム:資料5-4)

(1)ABCが 基:本フ ァイ ル に あ るか?

YES(4)

AC&ABC

[国 分(尼)寺]

匝 寺&国 分闘

YES(10)

AC← 一>BC

[中 臣(藤 原)鎌 足]

NO(29)

(3)BCが 基本 フ ァイ ル に あ るか?

[1中臣齪 一一藤原齪1

(19)

AC

[歌 川(安 藤)広 重]

巨 川広酬

図20規 則5-A(B)Cの 形 の索引用語の処理(例:国 分(尼)寺)(カ グ弘:資 料5-4)
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(1)Aの 形が同一の教科書の索引用語にあるか?

YES(19)

(2)BAの 形 が基本 フ ァイルにあ るか?

NO(424)

(3)ABの 形が基本 フ ァイルにあ るか?

YES(1)

A← く一BAく 一 →A(B)

[藤原氏(奥 州)]

NO(18)

AE-F-A(B)

[南北朝 時代(中 国)]

南北朝 時代

t

l

南北朝 時代(中 国)

YES(191)

YES(75

A&AB

〔清教徒(革 命)]

清教徒

NO(349)

藤原氏一一奥州藤原氏
t
↓

藤原氏(奥 州)

・ 清教櫛 酬

(4)Bの 形が 基本 フ ァイルにあるか?

NO(158)

(5)B(A)の 形 が教科 書の索引 に あるか?

YES(70) NO(121)

(6)A(B)の 形が複数の教科書の索引用語 にあるか?

AHB

[御成敗式目(貞 永式目)]

YES(57)

A← →B

[季 節 風(モ ンス ー ン)]

NO(64)

A

E封建時 代(社 会)]

御成敗式・ 一 貞永式酬 季鯛 一 モンスーン國 1

A

[広開土王(好 太王)〕

広開土王 i

図21規 則6-A(B)の 形の索 引用 語の処理(例 季節 風(モ ンスー ン))〔 プログ弘:資 料5-4)
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(1)A(B)の 形 が同一の教科書 の索 引 にあるか?

YES(2) NO(1)

(3)BとCが 基本 フ ァイルにあ るか?

(2)Bの 形 が基本 フ ァイル にあ るか?

YES(2) NO(0)

YES(1)

AHBE一>C

[黒 色人種(黒 人)ア フ リカ系 アメ リカ人]

A

iA← →Bi
コ コ

撃
iA(C)← 一 》B(C)
}

黒臥 種一一黒入一一アブ・・系ア・・力人1

A← ←A(C)

[工 場制手工業(マ ニュフ ァクチ ュアー)(日 本)]

i工 場制手工 業←一 マニ ュフ ァクチ ュアー

t

↓

工場制手 工業(日 本)一 →マ ニ ュフ ァクチュア ー(日 本)

図22規 則7-A(B)(C)の 形 の索引用語 の処理(例 黒色入種(黒 人)(ア フ リカ系 アメ リカ人))

σログラム:資料5〔5 .)
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(1)ABま たはACの 形が基本 フ ァイル にあるか?

YES(18)

(2)Aの 形 が基本 フ ァイルにあ るか?

NO(9)

(3)B及 びCの 形 が基本 フ ァイル にあるか?

YES(6)

A&AB&AC

〔熱 帯(雨 林、林)]

NO(12)

AB&AC

[岩 木(川 、 山)]

1岩木川 ・ 岩杣1

YES(

熱帯&熱 帯雨林&熱 帯林

NO(8)

AF一 一>BHC

[議会制民主主義(代 議制、間接民主制)]

議会制民主主義一一代議制一一間接民主制

A

[鹿児島(空 港 、湾)]

國
(注:同 義語 とは考え られず 、同義語 と しての扱 いを しなか った)

図23規 則8-A(B、C)の 形 の索引用 語の処理(例 熱 帯(雨 林、林))(カ グラム:資料5-5)

一34一



(1)ABま たはACま たはADの 形 が基本 フ ァイル にあ るか?

YES(3)

(2)Aの 形が基 本 フ ァイル にあ るか?

YES(0)

A&AB&AC&AD

NO(1)

NO(3)

AB&AC&AD

[領(海 、空、土)]

領土&領 海&領 土

(3)B及 びCの 形が基本 フ ァイルにあ るか?

(4)B及 びDの 形 が基本 フ ァイル にあ るか?

(5)C及 びDの 形 が基 本 フ ァイル にあ盈か?

A&B&C

0)¥NO(1)

A

[先 進 国 蔵 相 会 議(G5、G7、G10)]

墜 国蔵相会司

図24規 則9-A(B、C、D)の 形 の 索 引 用 語 の処 理(領(海 、 空 、土)〉(プ ログラム:資 料5-5)

(1)A及 びBの 形 が基本 フ ァイ～レに あるか?

YES(13)

A&B

[円高 ・円 安]

円高& 円安1

NO(79)

AB

〔ア ダ ム ・ス ミス]

ア ダ ム ・ス ミス

図25規 則10-A・Bの 形 の 処 理(円 高 ・円 安)(プ ログ弘:資 料5-5)
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(1)
(2)
(3)

A及 びBの 形が基本 ファイル にあるか?

A及 びCの 形が基本 ファイル にあるか?

B及 びCの 形が基本フ ァイル にあるか?

YES(8)

A&B&C

[領土 ・領海 ・領空]

領土&領 海&領 空

NO(8)

A・B・C

[バ ス コ ・ダ ・ガ マ 〕

パ ス コ ・ダ ・ガ マ

図26規 則11-A・B・Cの 形 の索 引 用 語(領 土 ・領 海 ・領 空)(プ ログラム:資料5-5)

索引用語データフ ァイル

一BI110008

-YG亜 寒 帯(冷 帯)

一KAあ か ん た い(れ い た い)

b
処理後の ファイル

解説

一BI110008

-YG亜 寒 帯

一KAあ か ん た い

一RE110008

一BI110008

-YG冷 帯

一KAれ い た い

一RB110008

・一 つの索 引用語か ら複数 の社会科用語を抽出す ると

き、索引番号 は共通の番号で ある。
・同義語の社会科用語で ある場合、関連用語(RE)の

項目にその用語の索引番号 を与え る。(そ の結果、

関連用語の数宇 は同義関係 にある用語の索引番号 と

同 じにな る)
・上位の社会科用語である場合

、関連用語 の項目にそ
の用語の索引番号 を与え る。(そ の結果、関連用語

の数宇 は下位関係の用語 の索引番号 と同 じになる)
・それ以外 の用語には

、関連用語の項 目に"000000"を

与え る。

図27処 理語のフ ァイル

表28処 理結果

記号の意味分類を項目にした索引用語数

(ア)

145

(イ)

2]

(ウ)

ioa

(エ)

23

(オ)

87

処理できた索引用語数

378(59.8%)

()内 の数字 は処理対象の索引用語数(629)を 分母 に したパーセ ンテー ジ
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表29処 理 できなか った索引用語 に関す る記号の意味分類

一規則6の 歴史分野の索引用語 を対象に して一

(ア)

32

(イ)

4

(ウ)

13

*(ウ)

28

その他

5

合 計

82

注〉 ・ 「*(ウ)」は 「室町幕府(時 代)⇔ 室町幕府&室 町時代」 となるような形で社会科用語

が並記 されて いる索引用語

・ 「その他」 は意味の分類 を行えなか った索引用語数

(6)社 会科用語 自体が記号を持っ場合の処理

社会科用語 自体、記号 を持つ場合の処理方法 について以下に述べ る。

① 「 」、 「 」

「A」 は、Aを 社 会科用語 として登録 した。 「A」Bの ように社会科用語の一部 を囲んでい る場合

は、 「 」記号 を除 いた形ABと その ままの形 「A」Bを 両方登録 し、両者 を同義語 として関係付け

た。 「 」記号 も 「 」記号 と同様に扱 った(表30)(プ ログラムは資料5-6)。

表30「A」 及び 『A」Bの 形の索引用語の処理

索引用語 社会科用語

「枕の草子」 ⇒ 枕の草子

「魏志」の倭人伝 ⇒ 『魏志』の倭人伝←→魏志の倭人伝

注)一 一 は同義関係 であることを示す。

②"・"、"一"、"="

" ・" 、"一"、"="の 記 号 につ いて は、 表11よ り、"・"記 号 の使 用 が最 も多 い こ とか ら"

一"記 号 及 び"="記 号 を"・"記 号 に統 一 す る こと を考 え た。 その 際、"一"記 号及 び"="記 号

を"・"記 号 に統 一 す る こと に よ って 不 自然 さが な いか を調 べ て み た。

その結 果 、"一"記 号及 び"="記 号 を持 つ索 引用 語46語 の 内 、両 者 の記 号 の代 わ りに"・"記 号

を持 っ索 引 用語 が26語 で あ っ た。残 り20語 の索 引用 語 につ いて 、調 べ て み た結 果 、 人名 が11語 、国 名

が4語 、地 名 が3語 、 その他2語 で あ った 。人 名 、国 名 、地 名 にっ いて は"・"記 ・号を使用 した表 記

例(人 名:ア ダ ム ・ス ミス、 国 名:チ ェ コ ・ス ロヴ ァキ ア 、地 名:ア ル プ ス ・ヒマ ラヤ 造 山帯)が あ

る ため、1㌧"に 統 一 して も良 い と判 断 した。 そ の他 は、 具 体 的 に は 「ナ シ ョナル=ト ラス ト」 と

「マ ス ー コ ミニ ュケ ー シ ョン」 で あ り、 これ らの社 会 科用 語 も"・"記 一号を使 用 して も良 い と判 断 し

た。 以上 よ り、"一"記 号 及 び"="記 号 を"・"記 号 に統 一 す るこ とに よ って、社 会 科用 語 を整備

した。

(7)社 会科用語 をまとめる

索引用語データフ ァイルは各教科書毎(計12)作 成 しているが、社会科用語の抽出及 び社会科用

語 自体が記号 を持 っ場合の処理を終 えた後に、作成 したファイルを一っにまとめる(図31)。 まとめ
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る基準 は社会科用語の字面の全一致であ り、その後に識別番号(ID)を 作成す る。諏別番号 は"1000

1"か らの通番である(プ ログラムは資料5-7)。

社会科用語の抽出及び社会科用語自体が記号を持っ場合の処理を終えた後のファイル(計12)

一BI110008

-YG亜 寒 帯

一KAあ か ん た い

一RE110008

一BI110008

-YG冷 帯

一KAれ い た い

一RE110008

一BI120378

-YG亜 寒 帯

一KAあ か ん た い

一RE120378

一BI120378

-YG冷 帯

一KAれ い た い

一RE120378

一BI130657

-YG冷 帯

一KAれ い た い

一REOOOOOO

b
一 っ に ま とめ た後 の フ ァイル

一ID10008

-YG亜 寒 帯

一KAあ か ん た い

一BI110008120378

-RE110008120378

一ID10009

-YG冷 帯

一KAれ い た い

一BI110008120378130657

-RE110008120378000000

解説

・識別番号(ID)に は、"10001"か らの通

番 を与え る。
・索 引番号(BI)に は、社会科用語が全一

致 する全ての用語の索引番一号を与え る。
・関連用語(RE)に は、社会科用語が全一

致 する全ての用語について、先の関連用

語項 目のデ ータを与える。

図3112の フ ァイル を1っ に ま とめ る

2,3.3.関 連用語情報の整理

これまでの過程 においては、関連用語 の項目には、社会科用語 と同義語関係 にある用 語、下位関係

にある用語の索引番号を与えていたが、 この段階 において用語の索引番 号を識別番号 に変換す る。'

その方法は、関連用語項 目に与え た番号 と一致す る番号 を索引番号の項 目に持 ってい る用語(そ れ

が、社会科用語 と同義関係、 または、下位関係にある用語で ある。)の 識別番号 を関連用語の項 目に

再入力す るというものである。但 し、特定の社会科用語が関連用語 を持 っていない場合(関 連用語の

項目に索引番号の代わ りにカ000000"を 与 えてい る場合)、 識別番号の代 わ りに"00000"を 与え る。具

体例を図32に 示す(プ ログラムは資料5-8)。
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一ID10008

-YG亜 寒 帯

一KAあ か ん た い

一BI110008120378

-RE110008120378

一ID10009

-YG冷 帯

一KAれ い た い

一BI110008120378130657

-RE110008120378000000

.灘灘 嚢騨 重劃

凸

一ID10008

-YG亜 寒 帯

一KAあ か ん た い

一BI110008120378

一RE10009

一ID10009

-YG冷 帯

一KAれ い た い

一BI110008120378130657

-RE10008

・同義関係、下位関係にある用語の識別番号を関連

用語の項目に再入力する。

図32関 連用語の項目の索引番号を識別番号に変換

2.3.4.基 本形 用 語 の選 定

(1)基 本形用語

同義関係にある複数の社会科用語の中で、検索の場面等において、実際に画面上に表示させる用語

を基本形用語とする。

(2)基 本形用語の選定方法

同義関係にある複数の社会科用語の中で、最も一般的な用語を基本形用語として選定した。その選

定基準は、それぞれの社会科用語の内、記載されている教科書の冊数の多いもの、それが同数の場合

には教科書の採択占有率の多いものを基本形用語とするということである(図33)。 但し、同義関係

の用語を持たない社会科用語は、それ自体を基本形用語とする。

一39一



基
本
形
用
語

一ID10008

-YG亜 寒 帯

一KAあ か ん た い

一BI110008120378

-RE10009

一HD212

-ID10009

-YG冷 帯

一BI

-RE10008

-HD314

一KAれ いた い

110008120378130657

・基本形用語の選定基準となる数値

で、教科書の冊数及び教科書の採

択占有率から計算したもの。
・同義関係にある用語の内、この数

値が最も多いものが基本形用語と
なる。

図33基 本形用語の選定

基本形用語を選定する基準となる数値(教 科書の冊数及び教科書採択率からの数値であり、4桁

)の 計算方法を表34に記載する(プ ログラムは資料5-8)。

表34基 本形用語を選定する基準となる数値

数値例)1245

百以上の位の数宇(例:12)

(計算方法)

・・用語が掲載 され た教科書の冊数

・索引番号の下線部分 が計算基準 となる。

索引番号例:180162

"11"な ら

"12"な ら

"44"な ら

00
00

00

が与 え られ る。

が与え られ る。

が与え られ る。

与え られる
数値 は全 て
100で あ

る。

・これ に よって100～1200ま で の数 値 が与 え られ る。

十 と一の位 の数字(例:45)

(計算方法)

・・用語が掲載された教科書を採択率を考慮した数字

・索 引 番 号の 下線 部 分 が 計算 基 準 とな る。

例)130162
・上 述 の番 号 の値 に応 じて次 の 数値 が与 え られ る。
"1"な ら ・・… … ・・8
``2,,な ら ・・…… ・・4
"3"な ら … ・… …2
"ぺ'な ら ・… ・… ・・1

・上 記 の方 法 で 、 それ ぞ れ与 え られ た数 値 を合 計 した もの が十 と一 の位

の数宇 に な る。
・この値 の数 値 は1～45の 範 囲 の値 を と る

。
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(4)処 理方法

基本形用語を選定 した後、表35の 形 で基本形用語 とそれ以外 の用語を処理す る。処理の対象 となる

項 目は、索引番 号の項 目、及 び この時点で作成す る基本形用語の項目(BA)で ある。(プ ログラムは

資料5-9及 び資料5-10)。

表35基 本形用語の処理 とそれ以外 の用語の処理

項目＼用語

索引番号

基本形用語

基本形用語である用語

同義関係にある全ての索引番号が与えられる

"00000"が 与 え られ る

基本形用語でない用語

な し

基本形用語の索引番号が与えられる

具体例を図36に 記載す る。 この処理 を終 えて社会科用語デ ータフ ァイルとな る。

一ID10008

遅G亜 寒 帯
一KAあ か ん た い

一BI110008120378

-RE10009

-HD212

-ID10009

-YG冷 帯

一KAれ い た い

一BI110008120378130657

-RE10008

-HD314

社会科用語デ ータファイル

⇒⇒⇒⇒

一ID10008

-YG亜 寒 帯

一KAあ か ん た い

一RE10009

-BA10009

-ID10009

-YG冷 帯

一KAれ い た い

一BI110008120378130657

-RE正0008

-BAOOOOO

・基本形用語の選定を終了した時点で選定基準となる

数値は必要ないので消去

図36基 本形用語とそれ以外の用語の処理例
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2.4.単 元 デ ー タ フ ァイル の作 成

2,4.1.単 元デ ータ フ ァイ ル

当 フ ァイ ル は、特 定 の社 会 科用 語 が学 習 指 導要 領 の どの単 元 に登 場 す るか とい うこ とを表 した フ ァ

イル で あ る。 それ は図37の 形 にな って い る。

(桁数)

(項 目)

(デ ー タ)

(バ イ ト数)

27

1一 一BI一一 一一1

110008

単 元 コ ー ド

121161923

【… 一 一日1… … …

CA12CB1

(6パ朴) (5パイト)*15

図37単 元データフ ァイルの形

2.4.2.単 元 デ ー タ フ ァイ ルの作 成

単 元 デ ー タ フ ァイル はペ ー ジ対 応 単元 デ ータ フ ァイ ル とペ ー ジデ ー タ フ ァイ ル を相互 利 用 して作 成

す る。 その方 法 は、 ペ ー ジデ ー タ フ ァイ ルの ペ ー ジが ペ ー ジ対 応 単 元デ ー タ フ ァイル の どの単 元(単

元 コー ドで表 現 して い る)に 当 て は ま るか をそ れ ぞれ の ペ ー ジ情 報 を基準 に して、 べ 一 ジデ ー タ フ ァ

イル の ペー ジを単元 コー ドに変換 す る もので あ る(プ ログ ラ ムは資 料5-11)。 図38に その処 理 の

具 体例 を挙 げて 記載 す る。

ペ ー ジデ ー タ フ ァイ ル

iioooa 44135

b

ページを単元コー ドに変換i⇔

ペ ー ジ対 応 単 元デ ー タ フ ァイ ル

b

単元デ ータフ ァイル

CA12CB11

CA121950

CB11135143

110008

図38単 元データファイル作成方法

但 し、ペー ジ対応単元デ ータ ファイルを作成する際 に、一つのペー ジに複数の単元が重複す る場合

がある。その場合のペー ジ対応単元データフ ァイルのペー ジ情報の状況を表39に 記載す る。
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表39一 つのペ ージに複数の単元が重複す時のページ対応単元データフ ァイル

二 つの単元が重複 している場 合

CB31164167

CB32164167

RD1088盤

RD20鎚96

三つの単元が重複 している場合

C633190193

CB34190193

CB35190193

注)下 線部分 はプログラムで重複単元 を探す時、見 るペー ジ情報であ り、そのページが一致す る

ことが条件 である。

ペー ジデ ータファイルに格納 されている特定 の用語のページ情報が、複数の単元が重複す る場合の

ページである時、単元データフ ァイルに収録す る単元コー ドの先頭 に"1"ま たは"2"の 数値 を与

える。それぞれの数値 を与 え る条件 を表40に 記載す る。

表40一 つのペー ジに複数の単元が重複す る場合

条 件

二っの単元が重複す るペー ジの時

三っの単元が重複す るペー ジの時

与える数値

正

2

例

1CB11

2CB11

また、ペー ジデータフ ァイルのペー ジ情報の複数のペー ジ情報 よ り、同一の単元が導かれる場合、

同一の単元 コー ドを複数記載す るのではな く、一 つ記載す る。 また、その同一の単元 の中に、一ペー

ジに複数の単元が重複 す る時の形 の単元 コー ドがある場合、重複す るという情報 は削除す る。

同一の単元 コー ドが与 え られ る場合の処理の具体例を図41に 記載す る。

110032CBllCBllCB12 ⇒[〉

130452CB111CB111CB12 ⇒⇒

1404151CB111CB111CB121CB12

110032CBllCB12

130452CB111C612

→ 140415CBllCB12

図41同 一の単元 コー ドが与え られ る場合の処理
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2.5.社 会科用語デ ータベース基フ ァイルの作成

当フ ァイルは、単元デ ータフ ァイルを基に して社会科用語デ ータフ ァイルに単元情報 を付加 し、そ

の後 に分野情報 を付加 して作成す る(プ ログラムは資料5-12)。 そ して、当フ ァイルは、社会科

用語データベースを作成す るための最終段階 のフ ァイルで あり、高校入試問題等の資料の分野 ・単元

を判定す る基礎データとなるもので ある。

2.5.1.単 元 情報 の 作成

(1)単 元情報

単元情報 は、社会科用語が登場す る単元名(単 元 コー ド)及 び、その頻度 を教科書の冊数 で表す数

値か ら成 ってい る。(図42)

一TNCB37CB12CB35CB36RE10RE30RG10RJ10KC10

-TS201010101010101010

図42単 元情報

図42に 示す形で単元情報 を付加す る。即 ち、単元の項 目(TN)に 単元 コー ドを格納 し、その頻度 を

教科書の冊数で表 した数値 を単元数の項 目(TS)に 格納す る。 その両者のデ ータは、…で示す ように

位置関係で対応 している。尚、教科書の冊数 は一冊 当た り"10"が 加算 され る。

(2)単 元情報の作成

社会科用語デ ータフ ァイルのデータ と単元デ ータフ ァイルのデ ータ とを結び付 ける媒介 になるもの

は索引番号で ある。即ち、社会科用語デ ータフ ァイルの索引番号 と同 じ索引番号 を持つ単元デ ータフ

ァイルの単元 コー ドを社会科用語データフ ァイルに与える。(図43)
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社会科用語デ ータフ ァイル

一ID10004

-YG青 森

一KAあ お も り

一BI110004120001

-REOOOOOO

-BAOOOOO

単 元 デ ー タ フ ァイ ル

110004

iaoooi

CB36CB37

雌

一ID10004

rYG青 森

一KAあ お も り

一BI110004120001

-REOOOOOO

-BAOOOOO

-TNCB36CB37

-TS2010

図43単 元情報の作成

単元数 は、図43の ように、単元データフ ァイルの単元 コー ドを社会科用語デ ータフ ァイル に与え る

際、同一 の単元デ ータの個数 に応 じて"10"を 加算す る。但 し、その単元 コー ドが同一の教科書か ら導

かれた もので ある場合 はその例で はない。(図44)

社会科用語デ ータフ ァイル

一ID10161

-YGワ ジ

ーKAわ じ

一BI110156110762130670

-RE .;000000

-anaoooo

単元 デ ータ フ ァイル

110156

110762

130670

CA12

鎚

CB11

i同一の教科書のものi
l1

一ID10161

-YGワ ジ

ーKAわ じ

一BI110156

-REOOOOOO

-BAOOOOO

-TNCA12CB11

-TS1010

110762130670

図44同 一 の教科書か ら導かれ た単元コー ドを持つ場合の単元情報の作成
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単元 コー ドが 同一 の 教科 書 か ら導 か れ た もの で あ る場 合 は、社 会科 用 語 デ ー タ フ ァイ ル と単 元 デ ー

タ フ ァイル とを結 びつ け る索 引番 号(BI)に お い て、 図44の よ うに特 定 の索 引番 号 の 上二 桁 の数 字 と

一 致す る索 引 番号 に付 随す る単 元 コー ドで あ る場 合 で あ る
。 そ の場合 、同 一 の単 元 コー ドが 出現 して

も冊数 か らの 数値 は加 算 され な い。 図44の 例 で は、 その結 果 、単 元 コー ド"CA12"の 数 値 は"20"で はな

く、 瀞10"と な る。

ま た、単 元 コー ドの先 頭 に"1"、"2"を 付加 して い る単 元 コー ド(一 べ一 ジに重複 す る単元 コー ド

で あ る)の 場合 、 それ が"1"の 時 、単 元 数 に与 え られ る数 値 は"5"で あ り、 それ が"2"の 時、 単 元数

に与 え られ る数 値 は"3"で あ る(図45)。

社会科用語デ ータファイル

一ID10005

-YG赤 石 山 脈

一KAあ か い し さ ん み ゃ く

一BI110005120002140347

-REOOOOOO

-BAOOOOO

単 元デ ー タ フ ァイル

110005CBllCB34

120002CB34

1403471CB341CB35

一ID10005

-YG赤 石 山 脈

一KAあ か い し さ ん み ゃ く

一BI110005120002140347

-REOOOOOO

-BAOOOOO

-TNCBllCB34CB35

-TS10255

図45単 元 コー ドの先頭 に"1"を 付加 したもの より単元情報を作成す る場合

2.5.2.分 野 情報 の 作成

(1)分 野情報

分野情報は、社会科用語が登場 す る分野名(地 理 、歴史、公民)及 び、 その頻度 を教科書の冊数で

表す数値か ら成 っている。(図46)

一RYCHIRREKIKOUM

-RS211

この段 階 で は 、分 野名 を次 の形 で 表現 して い る。

地理="CHIR"

歴 史="REK!"

公民=`lKOUM"

図46分 野情報

図46に 示す形で分野情報 を付加す る。即 ち、分野 の項目(RY)に 分野名を格納 し、その頻度 を教科
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書の冊数で表 した数値 を分野数の項 目(RS)に 格納す る。その両者のデータは、 …で示すように位置

関係で対応 している。尚、教科書 の冊数 は一冊当た り"1"が 加算 され る。

(2)分 野情報の作成

分野情報 は、社会科用語 ファイルの索引番号を基礎 にして作成 され る。

分野名について は、索引番号 の上一桁目の それぞれの数値 に応 じて分野名 を分野の項 目に与え る

(図47)。

索引番号の上一桁 目の数値

(例:120001)

1

z

3

与えられる分野名

CHIR

REKI

KOUM

図47分 野名の作成

分野数にっいて は、図47で 示 した数値を持つ索 引番号の個数が、 その数値 に対応する分野の分野数

に与え られ る。

以上の経過 を図48に 示す。

一ID10003

-YGア イ ヌ の 人 た ち

一KAあ い ぬ の ひ と た ち

一BI110003130003230207310002

-REOOOOOO

-BAOOOOO

-TNCB37CB12CB35C636RE10RE30RG10RJ10KC10

-TS201010101010101010

b

社 会 科用 語 デ ー タベ ー ス基 フ ァイル

一ID10003

-YGア イ ヌ の 人 た ち

一KAあ い ぬ の ひ と た ち

一BI110003130003230207310002

-REOOOOOO

-BAOOOOO

-TNCB37CB12CB35CB36RE10RE30RG10RJ10KC10

-TS201010101010101010

-RYCHIRREKIKOUM

-RS211

図48分 野情報の作成
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但 し、上二桁の数値 にお いて、特定の索引番号 と共通す る索引番号(そ れは同一の教科書の もので

ある)に つ いては個数 と して数えない(図49)。

社会科用語データベース基 フ ァイル

一ID10161

-YGワ ジ

ーKAわ じ

一BI110156110762130670

-RE
.一〇〇〇〇〇〇

一BAQOOOO

-TN℃A12CB11

-TS;1010

i同 一の教科書
1

⇒

一正D10161

-YGワ ジ

ーKAわ じ

一BI110156110762130670

-REOOOOOO

-BAOOOOO

-TNCA12CB11

-TS1010

-RYCHIR

-RS2

図49同 一の教科書か ら導かれた索引番号か らの分野数の作成

2.6.社 会科用語データベースの作成

2.6,1,フ ォーマ ッ ト

社会科用語デ ータベースの収録項 目及び具体例の一覧を表50に 示 す。

表50社 会科用語デ ータベースの収録項目及 び具体例の一覧

1

2

3

4

5

8

7

8

9

10

11

項 目 名

識別番 号

社会科用語

ふ り が な

関連用語

基本形用語

教科書記号

単 元

単 元 数

野

分 野 数

採 択年 度

別名

ID

YG

KA

RE

BA

BT

TN

TS

RY

RS

AM

文字種

英数字

漢 字

漢 字

英数宇

英数字

英数字

英数宇

英数字

漢 字

英数字

英数字

バイ ト数

5

70

100

30

5

48

75

45

is

8

4

生起数

1

1

1

5

1

12

15

i

3

1

1

具 体 例

"11485"

"ロ シア革 命"

"う しあか くめい"

"00000"

ｰ00000"

"C17
,RO2,RO3,R17,RO1,KO1"

"CA22
,RN10,KC20"

"104010"

"地 理
、 歴 史、 公 民"

"141"

n1993ｻ
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2.6.2.社 会科用語デ ータベースの作成

社会科用語デ ータベース基デ ータを社会科用語データベース として登録す る表50の フォーマ ッ トに

整理す る。 その際、索引番号の上二桁を基準 に索引番号 を教科書記号(表51)に 置 き換え(表52)、

単元の項 目、及 び分野の項 目のデ ータ間 をデ リミタで区切 る。そ して、分野の項目のデータ(例:CH

IR)を 分野名(地 理 、歴史、公民)に 置 き換え、項 目別名(例:ID)を 項 目名(例:識 別番号)に 置

き換え、採択年度 を入力す ることで社会科用語デ ータベースと して登録す るフ ァイル を作成する(図

53)(プ ログラム:資 料2-13)。

表51教 科書記号

分 野

地

理

歴

史

公

民

「 教 科 書 名 」 (出 版 社 名)

「新 しい社会 地理 」 (東京書籍株式会社)

「社会科 中学新地理」 (帝国書院株式会社)

「新編 中学校社会 地理」(教 育出版株式会社)

「中学校社会 地理的分野」(大 阪書籍株式会社)

「新 しい社会 歴史 」 (東京書籍株式会社)

「中学校社会 歴史的分野」(大 阪書籍株式会社)

「新編 中学校社会 歴史」(教 育出版株式会社)

「中学校社会 歴史的分野」(日 本書籍株式会社)

「新 しい社会 公民 」 (東京書籍株式会社)

「新編 中学校社会 公民」(教 育出版株式会社)

「中学校社会 公民的分野」(大 阪書籍株式会社)

「中学校社会 公民的分野」(日 本書籍株式会社)

教科書記号

CO2

C48

C17

CO3

RO2

RO3

R17

RO1

KO2

K17

KO3

KO1

表52教 科書記号に置き換える索引番号の基準

地理分野

瑚解駝藷轡値
11

t2

13

14

教科書記号

CO2

C46

C17

CO3

公民分野

翻奪密藷轡値
31

32

33

34

教科書記・号

KO2

K17

KO3

KO1

歴史分野

翻奪外藷轡値
21

22

23

24

教科書記号

RO2

RO3

R17

RO1
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社会科用語デ ータベース基データ

一ID10003

-YGア イ ヌ の 人 た ち

一KAあ い ぬ の ひ と た ち

一BI110003130003230207310002

-REOOOOOO

-BAoooOa

-TNCB37CB12CB35CB36RE10RE30RG10RJ10KC10

-TS201010101010101010

-RYCHIRREKIKOUM

-RS211

b

社会科用 語デ ータベース に登録す るファイルのデ ータ

ADD10003
一 社 会科 用 語

一 ふ りが な

一 関 連用 語

一 基 本形 用 語

一 教 弄斗書 言己号

一 単 元

一 単 元数

一 分 野

一 分 野数

一 採 択 年度

ア イ ヌ の 人 た ち

あ い ぬ の ひ と た ち

00000

00000

CO2,C17,R17,KO2

CB37,CB12,CB35,CB36,RE10,RE30,RG10,RJ10,KC10

zoioiotoioioioioio

地 理 、 歴 史 、 公 民

211

1993

図53社 会科用語デ ータベースに登録す るデ ータへの整理
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3.社 会科用語デ ータベース

3.1.検 索項目

社会科用語データベースの検索項 目を表54に 記載す る。

表54社 会科用語デ ータベース検索項目

デ ー タベ ー ス名

SHAKAI

検索項目名

OID
OYG

OKA
RE
BA

OBT
OTN
TS

ORY
RS

OAM

識別番号
社会科用語'
ふ りがな8

関連用語
基本形用語
教科書記号
単元
単元数
分野8
分野数
採択年度

(例

(例

(例

(例

(例

(例

(例

(例

(例

10009

冷 帯)

れ い たい)

10008)

00000)

C46)

CA12)

地 理)

1993)

(注)*の ある項目は、2バ イ トの漢字データで ある。他 は1パ イ トの英数字デ ータである。

◇の付 いた項 目には索引 ファイルが あり高速 の検索が可能であ る。

3.2.検 索例

3,2.1,検 索 による表示画面

RS>SELSHAKAI

RS>SEAYG元 窟

1み っ か りま した。

RS>OUT

#1

識 別 番号121711

社 会 科用 語 元 瘤

ふ りが な げ ん こう

関連 用語00000

基 本 形用 語00000

教 科 書記 号RO2,RO3,R17,RO1

単 元RC10,RC20

単 元 数4020

分 野 歴 史

分 野 数4

採択 年度1993

図55検 索 による表示画面
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3.2.2.社 会科用 語を利用 した検索例

当データベースを活用す ることによ り、教科書 においてどの ような用語が掲載 されて いるかを知 る

;と が出来 るの は勿論であるが、教科書間 における表記の違 いを知 ることも可能である。

図56に は社会科用語を利用 した検索例を掲載す る。

例1)朝 鮮 に関す る用語 はどんな用語が取 り上げ られて いるか?

例2)事 件 や戦争に関す る用語 にっいて、"～ の乱""～ 事件"等 どの ような表現のものが多 いか?

例3)教 科書間 において表記 の異な る用語を見つ ける(島 原 の乱 について)。

例 1

RS>SELSHAKA]

RS>SEAYG@朝 鮮@OR@韓 国@

16み つか りま した。

RS>OUTEL(YG)

#1

社会科用語

#z

社会科用語

#3

社会科用語

#4

社会科用語

#5

社会科用語
#6

社会科用語

#7

社会科用語

#8

社会科用語
#s

社会科用語
#10

社会科用語

#11

社会科用語

#12

社会科用語

#13

社会科用語

#14

社会科用語

#15

社会科用語

#16

社会科用語

韓国

北朝鮮

朝鮮半島

朝鮮民主主義人民共和国

日韓国交正常化

在日韓国 ・朝鮮人

朝鮮戦争

韓国併合

休戦協定(朝 鮮)

朝鮮通信使

朝鮮侵略

李氏朝鮮

韓国絶督府

朝鮮

朝鮮人虐殺

朝鮮総督府

例 2

RS>SELSIfAKAI

RS>SEAYGeの 乱OR@反 乱

17み つか りま した。

RS>SEAYG㊧ 一揆

13み っか りま した。

RS>SEAYG@騒 蚤動

2み つか りま した。

RS>SEAYGe事 変

3み つ か りま した。

RS>SEAYG@事 件

19み つか.りま した。

RS>SEAYG@進 出

1み っか りま した。

RS>SEAYG@出 兵

3み っか りま した。

RS>SEAYGe侵 略

2み つか りま した。

RS>SEAYG@戦 争

24み つか りま した。

RS>

例 3

RS>SELSHAKAI

RS>SEAYG@島 原 ◎

3み つ か りま した 。

RS>OUTEL(YGBT)

#1

社会科用語
教科書記・号
#2

社会科用語
教科書記号
#3

社会科用語
教科書記号

島原 の 乱

決02,RO3

島原 ・天草 一 揆

R17

島 原 ・天草 の乱

RO1

図56社 会科用語を利用 した検索例
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3.2.3.分 野 ・単元 を利用 した検索例

社会科の授業 において、単元間 は勿論の こと分野間の関連 を配慮す ることが重要で ある。当デ ータ

ベースを利用す ることで、授業で扱 う特定単元の用語の中で、他分野 にも登場す るのはどんな用語で

あるか を知 ることが出来 る。そ して、それ は、用語 を媒介 と してではあるが、他分野 と関連 させ た教

材構成 の目安になると考え る。図57に 分野 ・単元 を利用 した検索例 を記載す る。

例)歴 史分野 の単元、 「8.二 つの世界大戦 と日本(1)第 一次世界大戦 と国際関係」(単 元 コー

ド:RH10)の 用語の中で、地理分野 に登場す る用語 を探 す。

RS>SELSHAKAI

RS>SEATNRHIOANDRY地 理

4み つか りま した。

RS>OUTEL(YG)

#1

社 会 科 用語 社 会 主 義

#2

社 会 科用 語 植 民地

#3

社 会 科用 語 ソ連

#4

社 会 科 用語 ロ シア革命

図57分 野 ・単元 を利用 した検索例
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4.社 会科用語デ ータベースの応用

社会科用語デ ータベースの応用例 として、社会科用語デ ータベースの基デ ータ(社 会科用語データ

ペース基データフ ァイル に収録)を 利用 して高校入 試問題、外国の教科書、新聞記事の分野 ・単元を

推定 してみた。図58に は、社会科用語データベースの基データを利用 して分野 ・単元を判定するプ ロ

セスの概要を記載す る。

入試問題
小間

社 科用語デ ー べ一ス
ア ル 分野 ・単元判定 プログラム

・社会科用語 の切 り出 し

・単元候補の表示

・分野候補の表示

図58分 野 ・単元判定のプ ロセスの概要

分野 ・単元判定 は、社会科用語データベース基デ ータである分野 ・単元情報が基礎 とな って可能 と

なる。例 えば高校入試問題の場合、問題文及び解答文 より、社会科用語デ ータベース基データファイ

ルに収録 してい る社会科用語 と一致す る用語を全て切 り出 し、一致 したそれぞれの社会科用語 に付随

している分野名 ・単元コー ドを表示す る。 そ して、 それ らの用語に付随 している分野数 ・単元数を、

それぞれ の分野 ・単元 の得点 として加算す る。その結果 、得点の高 さが分野 ・単元 との関連性の強 さ

を示す。

以下 には高校入試問題、外 国の教科書、新聞の一部 にっいて分野 ・単元を推定 した結果 について述

べ る。

4.1.高 校入試問題の分野 ・単元の判定

国立教育研究所が保有 する高校入試問題 の中か ら、平成4年 度佐賀県社会科 の各小問の分野 ・単元

を推定 してみた。 その結果 を図59に 記載 す る。

【事例1】

(問 題)

(正答例)

地図中のB国 などの産油国 は、1960年 に自国 の利益を守 るた
めの組織 を結成 した。その組織 を何 というか。 その名称の略称 をア
ルフ ァベ ッ トで書 け。

OPEC
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(1)社会科用 語表

社 会 科 用 語

地図

産油国

結

利益

ア ル フ ァベ ッ ト

OPEC

単 元

CB20(10)

CC20(10)

RE10(10)

KB10(10)

RA10(10)

CA24(10)CC20(20)RJ10(10)KB20(10)

分 野

C(1)

C(1)

R(1)

K(1)

R(1)

C(3)R(1)K(1)

注)・()内 の数 字 は単 元 数 、 分野 数 で あ る
・分 野 の項 目 にお いて"C"は 地 理 、"R"は 歴史 、"K"は 公 民 を意 味す る。

(2)単元 集 計 表

単元 コ ー ト

単元得点

CA24

10

CB20

10

CC2C

30

RA10

10

RE10

10

RJ10

10

KB10

10

KB20

10

*〔CC20

[CA24

(CB20

[RA10

(RE10

(RJ10

(KB10

(K620

(*

2.国 際社会 における日本(1)日 本 と世界 の結びっき〕

1.世 界 とその諸地域(2)様 々な地域(4.ア フ リカ)〕

2.日 本 とその諸地域(2)身 近 な地域〕

1,文 明のお こり(1)文 明のおこ りと日本 〕

5.幕 播体制 と鎖国(1)幕 播体制の成立 と鎖国〕

9.現 代の世界 と日本 〕

2.国 民生活の向上 と経済(1)生 活 と経済〕

2.国 民生活の向上 と経済(2)国 民生活 と福祉〕

は問題 と関連 が深 いと判断す ることがで きる単元で あるという印)

(3)分野集計表

分野名

分野得点

地理

5

歴史

3

公民

z

【事例2】

(問 題)

(正答例)

下線部1に つ いて、年代が ロシア:革命 に最 も近 いものを、次のア
～エか ら一っ選 び、記号 を書け。
ア 日ソ中立条約を結ぶ イ 日露戦争

ウ 樺太 ・千島交換条約 工 三国干渉

イ

(1)社会科用語表

社 会 科 用 語

ロ シア革 命

三国干渉

樺太 ・千島交換条約

日露戦争

日ソ中立条約

結

単 元

CA22(10)RH10(40)KC20(10)

RG30(40)

RG10(20)

RG30(40)RG40(5)

RH30(20)

RE10(10)

分 野

C(1)R(4)K(1)

R(4)

R(2)

R(4)

R(2)

R(1)
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(2)単元集計表

単元 コ ー ド

単元得点

CA22

10

RE10

10

RG10

20

RG30

80

RG40

5

RH10

40

RH30

20

KC20

10

*(RG30

*(RH10

(RG10

[RH30

(CA22

(RE10

(KC20

(RG40

化 〕

7.近 代 日本の歩 みと国際関係(3)日 清 ・日露戦争 とア ジアの情勢〕

8.二 つの世界大戦 と日本(1)第 一次世界大戦 と国際関係〕

7.近 代 日本の歩み と国際関係(1)明 治政府 の設立 と諸改革の展開〕
8.二 つの世界大戦 と日本(3)第 二次世界大戦 と日本 〕

1.世 界 とその地域(2)様 々な地域(2.旧 ソ連)〕
5.幕 渚体制 と鎖国(1》 幕活体制の成立 と鎖国〕

3.民 主政治 と国際社会(2)民 主政治 と政治参加〕

7.近 代 日本の歩 みと国際関係(4)近 代産業 の発展 と社会生活の変

(3)分野集計表

分 野 名

分 野 得 点

地理

i

歴史

17

公民

1

図59高 校入試問題の分野 ・単元判定結果

図59に 示 したように事例1は 、地理分野の 「2.国 際社会 における日本、(1)日 本 と世 界の結び

つき」と判定 され、事例2は 歴史分野の 「7.近 代 日本の歩 み と国際関係、(3)日 清 ・日露戦争 と

アジアの情勢」 と判定 された。 また、事例2に 関 しては、 「8 ,二 っの世界大戦 と日本、(1)第 一

次世界大戦 と国際関係」の単元 との関わ りが あるといえ る。

この分野 ・単元の判定 について、小問がどの分野 ・単元 に最 も関わ りが あるか という上記の結果 は

滴足のい くものとな ったと考 える。 しか しなが ら、小間か ら切 り出 され た用語 をみ ると問題点が浮 き

上が る。即ち、 この用語が基準 とな って小問 の分野 ・単元を判定す るのだが、切 り出 され た用語 には

不適切と考え られ るものがあった。 それ は、①不 自然 な形で切 り出 され た用語(例:結)② 文章で は

社会科の用語 と しての意味 では使用 されていない用語(例:ア ルファベ ッ トで、 これは解答法を指示

す る言葉 として文章中 に使用 されている。)③ 他 の教科書、他 の単元 でも使用 されていると考え られ

る用語(例:利 益)で ある。図59の 事例 において、それ らの用語 は最 も関わ りが ある分野 ・単元を推

定す ることには影響 を及ぼ さなか った。 しか し、その他 にどの分野 と関わ りが あるか ということに関

しては、事例2に おいて歴史 に与 え られた点数が"3"で あるか らといって、 その問題が歴史 にも関

連するとはいい難 い。 というの も、歴 史に与え られ たその点数 は、切 り出 された用語の問題点 に掲げ

た 「結」 「アルフ ァベ ッ ト」 という用 語の分野情報が加算 されて出来上が った点数 だか らである。

4.2.外 国の教科書 の分野 ・単元の判定

図60に 、外国の教科書の分野 ・単元 の判定結果 を記載す る。その図内の 「(1)社 会科用語表」の

「数」の項目は用語が本文 中に登場す る回数を記載 し、 その用語 に付随す る分野数 ・単元数 は、その

回数分、分野得点 ・単元得点 に加算す る。 また、同 じ表の 「誤」の項 目は、切 り出 された社会科用語

が不適切 と考え る用語 に対 して①～③の数字 を与えている。その数字 の意味 は①不 自然 な形で切 り出

された用語、②文章で は社会科の用語 と しての意味で は使用 されていない用語、③他 の教科書、他の

全野でも使用 されて いると考え られ る用語 である。
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【事例3】 (出 典 渡辺 學 編 訳:「 韓国 一[1]」,国 史 編 纂委 員会 ・一種 図書 研 究開 発 委員 会

編,『 世 界 の 教科 書 冨歴 史 」,ほ るぷ 出版,P.41,1982.)

長 いあいだ分裂 していた中国 は,陥,唐 の統一国家時代 をむかえ ると,こ んどは我が国 に
侵略を開始 した。'

しか し,高 句麗(コ グ リョ)は 中国 の侵略 をよく防いで,世 界 の戦史上 に輝 く大勝利 を収め
た。薩水大捷(サ ルスデチ ョプ)と 安市城(ア ンシソン)の 勝利がそれである。
いっぽ う新羅(シ ルラ)は,漢 江(ハ ンガ ン)流 域 に進出 していらい,百 済(ベ ックチ ェ

)と 高句麗の圧力を受 けるようになると,そ の難局を打開す るため唐 と提携す るようになっ

た。

この とき唐 も,高 句麗 を倒すため新羅の提議 に応 じた。 こう して羅 ・唐連合軍が結成 され,

百済 と高句麗 を攻あて2国 を滅 ぼ して しまった。
その後,新 羅 は,我 が領土 を支配 しようとす る唐の野心 を武力 により打ち砕 いて,三 国統
一 をな しとげたのであった

。

(1)社 会科用語表

社会科用語

高句麗

中国

国家

侵略

百済

新羅

領土

晴

唐

市

漢

連

結

武

数

4

z

1

2

z

3

i

1

5

1

1

1

1

1

単元

RA10(40)RB10(40)RB20(40)

CA25(30)CB12(10)CAII(20)KB30(10)KC30(10)

RA10(10)RB20(10)KC30(20)

KC30(10)

RB10(30)RB20(40)RA10(10)

RB10(30)RB20(40)R630(30)RA10(10)

CB11(30)KC30(30)

RB20(40)

RB20(40)R630(30)

R620(10)RC10(10)RC30(10)RC20(5)

RA10(40)

RB10(20)

RE10(10)

RB10(10)

分野

R(4)

C(3)K(1)

R(1)K(2)

K(1)

R(4)

R(4)

C(3)K(3)

R(4)

R(4)

R(1)

R(4)

R(2)

R(1)

R(1)

誤

0

0

0

0

0

0

0

0

0

(2)単 元集計表

単 元 コー ド

単元得点

単 元 コー ド

単元得点

R620

620

RE10

10

RB10

340

RC10

10

RA10

260

RC20

5

R630

zoo

KC30

90

CA25

so

CAIl

40

CB11

30

CB12

zo

K630

20

RC30

10

*〔RB20

*[RB10

(RA10

(RB30

2.古 代国家 の歩み と東 ア ジアの動 き

2.古 代国家 の歩み と東 ア ジアの動 き

2.文 明のお こりと日本

2.古 代国家 の歩み と東 ア ジアの動 き

(2)律 令国家 と遣唐使〕

(1)国 の成 り立ち と東ア ジアの動 き〕

(1)文 明 の お こ り〕

(3)貴 族政治 と文化の国風化〕
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(3)分 野集計表

分 野 名

分野得点

地理

9

歴史

70

公民

9

【事例4】 (出 典 渡 辺學 編 訳:「 韓 国 一[1]」,国 史 編 纂委 員 会 ・一種 図 書研 究 開発 委員 会

編,「 世界 の教科 書=歴 史 」,ほ るぷ 出版,P,200,1982.)

我 が国を植民地 と した日本帝国主義 は,武 断統治を行 った。彼 らは私たちを武力で押 さえ
つ け,威 嚇 して統治 しなが ら,将 来の経済的搾取 に向かって基礎作業 を進めた。

これ に対 して我が民族 は,一 丸 とな って独立運動で ある3・1運 動 を起 こした。 日本 は,

これを契機 に統治政策を変更 して,こ んどは民族の離闇 をはかった。

そのいっぽ うで,第1次 世界大戦以後,成 長 した日本経済をよ り発展 させるために,我 が

国土 を商品市場,原 料供給地,食 料供給地 などに し始めた。

その後,日 帝 は太平洋戦争で物資 と人力が不足す るにおよぶと,経 済収奪 をよ り強化 し,

さ らに,私 たちを前線 に駆 りたてて犠牲 に した。 この ように日帝のために,あ しか け36年

のあいだ我が民族 はいっときも休む間 もな く押 さえっけ られて苦難 に耐えねばな らなかった

のである。

(1)社 会科用語表

社会科用語

第1次 世界大戦

太平洋戦争

帝国主義

独立運動

植民地

経済

日本

民族

政策

商品

供給

市場

食料

武

数

1

1

1

1

1

3

3

3

1

1

z

1

1

z

単元

RH10(10)

RH30(40)KC10(10)

RG30(40)RH10(10)RJ10(10)

RF10(10)RG30(10)RH10(10)RJ10(10)

CA12(10)CA21(30)CA23(10)CA24(40)
CA25(30)CAII(10)CC20(20)RD10(10)
RF10(10)RG30(10)RH10(10)RH30(10)
RJ10(10)KB30(10)

CA25(10)KB10(20)KB30(10)

RB20(10)

CA12(20)CA22(30)CAII(10)CA25(10)
CA21(10)CA23(10)KA20(15)KA10(5)

KC20(1D)

KB10(30)KA30(10)

KB10(30)

KB10(30)

KC20(10)K620(10)

RB10(10)

分野

R(1)

R(4)K(1)

R(4)

R(1)

C(4)R(1)K(1)

C(1)K(2)

R(1)

C(3)K(2)

K(1)

K(3)

K(3)

K(3)

K(1)

R(1)

誤

@

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

注)「 誤」の項 目の"@"の 印の用語 は、同義語処理が問題 である用語。
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(2)単 元集計表

単元 コ ー ド

単元得点

単元 コ ー ド

単元得点

単 元 コ ー ド

単元得点

KB10

iso

K630

40

KA30

io

CA25

90

RH10

40

KB20

!0

CA22

90

aBZa

30

CA12

70

RJ10

30

CA21

60

RF10

zo

RG30

60

CC20

ao

RH30

50

KC20

20

KA20

45

RB10

zo

CA23

40

KA10

15

CA24

40

KC10

10

CAII

40

aoia

10

*〔KB10:2。 国 民 の生 活 の 向上 と経 済(1)生 活 と経 済 〕

〔CA25:1。 世 界 とその 諸地 域

〔CA22:1.世 界 とその 諸地 域

(3)分 野 集 計 表

(2)様 々な地 域(5,ア ジア)〕

(2)様 々な地 域(2.旧 ソ連)〕

分野名

分野得点

地理

16

歴史

16

公民

28

図60外 国の教科書の分野 ・単元判定結果

事例4に おいて切 り出 され た社会科用語 である 「第1次 世界大戦」について、他の教科書3冊 には

「第一次世界大戦」 として掲載 されてい るが、両者 を同義関係 として結 びっ けて いなか ったために、

その用語 に付随 してい る分野 ・単元情報は不完全 な形 になっている。

また、事例3、 事例4と も切 り出 された社会科用語が不適切 と考え られ る用語が多 く見 られる。

それ らの用語が分野 ・単元の判定 に影響 を及ぼ してい るか を調べ るために、それ らの用語を分野 ・

単元の判定 か ら除外 し、且っ、 「第1次 世界大戦 」と 「第一次世界大戦」(単 元情報:RHIO(3),RH20

(10),KC30(10),分 野情報:R(3),K(1))と 同義関係で結 んで いると仮定 し、その結果、導かれ る分野

・単元判定 と図60の 判定 とが大 き く食 い違 いがあるかをみ ることに した
。その結果 は図61で ある。

【事例3】

(D単 元集計表 (2)分 野集計表

単 元 コー ト

単元得点

RB20

zza

RB10

95

RA10

60

RB30

60

分野名

分野得点

地理

0

歴史

20

公民

0

【事例4】

(1)単 元集計表 (2)分 野集計表

単元 コ ー ド

単元得点

単 元 コー ド

単元得点

RG30

40

KC10

10

RH10

40

KC30

is

RH30

40

RJ10

10

RH10

10

RH20

10

分野名

分野得点

地理

0

歴史

12

公民

2

*〔RG30:7。 近 代 日本 の 歩 み と国 際 関係

*〔RH10:8.二 つ の世 界 大戦 と 日本(1

*〔RH30:8,二 っ の 世界 大戦 と 日本(3

(3)日 清 ・日露戦争 とア ジアの情勢〕

第一次世界大戦 と国際関係〕

第二次世界大戦 と日本〕

図61不 適切 と考えた用語 を除 いた分野 ・単元 の判定結果

一59一



事例3に ついては、分野 ・単元の判定結果 について は大 き く影響 しなか ったことが いえるが、事例

4に ついて は、分野 ・単元の判定結果に影響を及 ぼ していることが いえ、判定結果 と しては、図58の

結果が適切であると考える。即 ち、不適切 と考 えた用語が事例4の 分野 ・単元 の判定 に支障を与えた

と考え る。

そ して、 この事例には取 り挙 げなか ったが、 この手法 を用いて外国の教科書の分野 ・単元の判定を

試み る場合、用語の面で問題 として考 え られ るのが、表記の違 いで ある。例えば 日本の教科書 におけ

る 「日露戦争」で あるが、韓国の教科書で は 「露 日戦争」 と表記 されてお り、 この用語 については切

り出 されな い結果 となる。そ して、 この様な例が出現す る場面 は多 く予想 され、 この点が この手法を

用 いて外国の教科書 の分野 ・単元を判定す る上 で、困難点 となると考える。

4.3.新 聞記事の分野 ・単元判定

図62に 新聞記事(北 日本新聞、10月21日 の記事か らの抜粋)

る。その図内の それぞれの表の項目は図60の 項 目と同様で ある。

の分野 ・単元判定結果を記載す

【事例5】

北への査察受け入れ要求
IAEA初 議決

中国は棄権
国際原子力機関(IAEA)絶 会は最終 日の一日,核 査察拒否を続ける朝鮮民主主義人民共

和国(北 朝鮮)に 対 し,憂 慮を表明 し,査 察受け入れを求める決議を賛成多数で採択した。
決議には日本など七十ニカ国が賛成,北 朝鮮とリビアが反対,中 国など十ニカ国が棄権 した
。北朝鮮に対する決議を紐会が採択したのは初めて。米朝会談の再開問題を抱える北朝鮮は
,国 際的批判にさらされるとともに,さ らに態度を硬化させることが懸念される。決議採択

後,北 朝鮮の金光*・ 駐ウィーン代表部大使が発言 し 「決議は国家主権の侵害であり,採 択
によりもたらされる重大な結果はIAEAと 一部の国の箕任だ」と述べた。決議は 「これま

で(北 朝鮮に査察受け入れなどを求めて)IAEA理 事会や国連安全保障理事会が採択した
諸決議が履行されていないことに深い憂慮」を表明,北 朝鮮はIAEAと の保障措置(核 査
察)招 定に定められた義務を履行 していないとし,査 察の受け入れとIAEAと の核査察協
議の即時再開を要求 している。

(1)社 会科用語表

社会科用語

朝鮮民主主義人民共和国

安全保障理事会

原子力

中国

北朝

朝鮮

紛会

数

正

1

1

z

4

3

2

単元

ll18{lllCA11(20)CA25(10)RJ10(30)
RJ10(20)KC30(40)KB30(5)

CB36(10)CC20(10)

CA25(30)C812(10)CAII(20)KB30(10)
KC30(10)

RC10(5)RC20(5)

RC20(20)RA10(10)RB10(10)R620(10)
RC10(10)RD20(10)RE10(10)RG10(10)
RG30(10)RH10(10)RH20(10)RH30(10)
RJ10(10)

KC30(30)KC10(20)

分野

細R(3)

R(2)K(4)

C(i)

C(3)K(1)

R(1)

R(2)

K(3)

誤

0

0

@

@
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日本

国家

主権

義務

明

米

金

結

連

1

i

1

1

2

1

i

1

1

RB20(10)

RA10(10)RB20(10)KC30(20)

KC10(30)KC30(30)

KC10(10)

RC20(35)RC30(20)RE10(10)RE30(5)
RE20(5)RD10(10)

CA25(10)CA22(10)CA23(10)CB12(10)

CB34(10)CB36(10)

CA24(10)CA23(10)

RE10(10)

RB10(20)

R(1)

R(1)K(2)

K(3)

K(1)

R(4)

C(1)

C(1)

R(1)

R(2)

0

OO

0

0

OO

0

0

0

0

(2)単 元集計表

単 元 コー ド

単元得点

単 元 コー ド

単元得点

単元 コー ド

単元得点

KC30

180

RC30

40

RD10

zo

RC20

150

CC20

30

CA23

zo

CA25

80

CB12

30

CA22

10

RJ10

80

RD20

30

C634

is

KC10

80

RG10

30

CA24

10

CAII

60

RG30

30

RE30

10

RE10

so

RH10

30

RE20

io

RB10

50

RH20

30

RB20

50

RH30

30

RC10

50

K630

25

ania

40

C636

za

*〔KC303。 民主政治 と国際社会(3)国 際社会 と平和〕

*〔RC203.武 家政治の展開 とア ジアの情勢(1)室 町幕府の政治 と外交〕

〔CA251.坦 界 とその 諸地 域

〔RJ109。 現 代 の世 界 と 日本 〕

〔KC103.民 主 主義 と国際 社 会

(3)分 野 集計 表

様 々な地域(5,ア ジア)〕

1)人 間の尊重 と日本国憲法〕

分野名

分野得点

地理

12

歴史

28

公民

19

図62新 聞記事の分野 ・単元判定結果

「(1)社 会科用語表」中の 「北朝」、 「朝鮮」 とい う用語は、新聞記事の 「北朝鮮」という用語か

ら切 り出 され たものである。 「北朝鮮 」は、基本形用語であ る 「朝鮮民主主義人民共和国」 と同義関

係 で結ばれ ているが、 「北朝鮮」が文中 にあれば基本形用語で ある 「朝鮮民主主義人民共和国」の分

野 ・単元情報を与 えるという システムはまだ構築 して いない。その結果、 「北朝鮮」という用語 は

「北朝」または 「朝鮮」 という形で切 り出 され、それぞれ の分野 ・単元情報が加算 されて しまった
。

事例5に おいても、事例3、 事例4と 同様 に不適切 な用語を切 り出 して いる場合が多 い。 よって、

この事例 においても、それ らの用語が分野 ・単元の判定に影響を及 ぼ して いるかを調べるために、そ

れ らの用語 を分野 ・単元の判定 か ら除外 し、且つ、 「北朝鮮」については基本形用語である 「朝鮮民

主主義人民共和国」の分野 ・単元情報 を与 える システムが整備 されていると仮定 して、 その結果、導

かれ る分野 ・単元判定 と図62の 判定 とが大 き く食 い違いが あるか をみることにした。その結果 は図63

である。
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【事例5】

(1)単 元集計表

単 元 コ ー ド

単元得点

RJ10

zso

KC30

iaa

CAII

160

CC20

160

CA25

80

KC10

40

KB30

5

*〔RJ109.現 代 の 世界 と 日本 〕

〔KC303.民 主 政 治 と国 際社 会

〔CAllI.世 界 とそ の諸 地域(

〔CC203.国 際 社 会 に お け る 日本

(2)分 野 集 計表

3)国 際社会 と平和〕

)多 様な世界(2.世 界 の国々)〕

(2)日 本 と国際社会〕

分野名

分野得点

地理

24

歴史

26

公民

18

図63不 適切 と老 えた用語を除 いた分野 ・単元の判定結果

この結果か ら、事例5に っいて も事例4と 同様 に不適切 と考えた用語が分野 ・単元の判定に影響を

与 えているといえる。そ して、 その判定結果 は、図63の 結果が適切だと考え、 この場合 も不適切 と考

えた用語が分野 ・単元の判定 に支 障を与えた と老え られ る。
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5・ 今後の課題

本稿で は社会科用語データベース(収 録件数:4368件)の 開発1こついて と、社会科用語デ ータベー

スの検索にっ いて、そ して、社会科用語デ ータベースの応用例 と して高校入試問題、外国の教科書、

新聞記事を事例 に した分野 ・単元判定結果 について述べ た。以下に今後の課題 について述べ る。

まず、記号を持っ索 引用語か ら社会科用語 を抽 出す る際、 い くっかの規則 を設定 しプ ログラムにょ

り抽出 した。その理由は、教科書が改訂 され、教科書 に掲載 され る用語 にい くらかの変化が見 られ る

場合 に、 また、他の教科 について も用語デー タベースを開発す る場合 にプログラムによる容易な開発

を可能 にす るたあである。 しか しなが ら、その用語抽 出の規則には社会科 についてのみ適応す ると考

え られるものが ある。例えば、"[]"記 号 であるが、 この記号内に記載 されるのは同義語である

という規則を考え(そ れ は、歴史分野 の人物につ いて別称の記載 に利用 されている。)、 その考 えに

立脚 してプ ログラムを作成 したが、その規則が他教科 にも適応で きるという保障 はない。 よって、用

語抽出のための規則を改善 し、社会科独特の規則ではな く、一般的な規則 に代 えて い く必要がある。

次に、同義語及び上位 ・下位の関連用語の選定 に関 して、記号 を記載す る索引用語か らの選定のみ

で終わってお り、社会科用語 自体か ら選定 す るところまでは到 っていない。 よって、例えば 「大塩の

乱」 「大塩平八郎の乱」 とい う社会科用語は同義語であるにもかかわ らず、その関連付 けがな されて

いない状態 であ り、今後、社会科用語 に使用 されている文字を基準に社会科用語の関連付 けを行 う方

法 を研究 してい く必要が ある。

そ して、本デー タベースの応用 として、実際 に高校入試問題、外国 の教科書、新聞記事の分野 ・単

元 を推定 してみた。その結果、高校入試問題の各小問毎の分野 ・単元判定 にっいて は、本稿で挙げた

事例では、最 も適切な分野 ・単元を特定す るの には成功 した と考え る。 しか しなが ら、入試問題か ら

切 り出された社会科用語 には必ず しも適切 とはいえないものが あった。 そ して、 その用語 に付随す る

分野 ・単元情報 にっいて も公野 ・単元判定 の基準 として加 算 され ることにな るが、それが外国 の教科

書、新聞記事にっ いての分野 ・単元判定では、 その判定 に支障 を及ぼす結果 となった。 よって、 これ

らの用語が、分野 ・単元判定の障害 にな らないように対処方法 を考える必要がある。現在、その対処

方法の一つ として、用語が分野 ・単元 と関連す る度合 いに関 して、教科書の冊数 を基準 に した既存の

数値 の他 に、教科書の本文中 に用語が出現す る頻度 を基準 に した数値 を付 け加え ることを考 えて いる。

また、 当デ ータベース においては、同義関係 にあ る用語群か ら基本形用語 を選定 し、 その全 ての用語

の分野 ・単元情報を基本形用語に一括 して記載 している。 それで、基本形用語以外の用語 には分野 ・

単元情報を記載 して いないが、基本形用語の項 目に、その用語 の基本形用語 とな る用語の識別番号 を

与えることで、基本形用語 と結 び付けている。 しか しなが ら、基本形用語以外 の用語が切 り出 された

場合、その用語の基本形用語を表示 させ、基本形用語に付属する分野 ・単元情報 を与え るというシス

テムは構築 していない。正確な分野 ・単元の判定結果を得 るためには、その システムを構築する必要

がある。
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[イ寸 金最1 地 …理 白勺分 野 コ

単 元 名 単 元 コード

1.世 界 とその諸地域

(1)多 様な世界

1世 界 の国 々

2人 々の生活 と環境

CAII

CA12

(2)様 々な地 域

1EC諸 国

2旧 ソ連

3ア メ リカ合衆国

4ア フ リカ

5ア ジア

6諸 地域総合

CA21

CA22

CA23

CA24

CA25

CA28

2.日 本 とその諸地域

(1)世 界か ら見た 日本

1国 土の成 り立ち と自然

2日 本の人 々の生活

(2)身 近 な地域

CB11

CB12

CB20

(3)日 本の諸地域

1九 州地方

2中 国 ・四国地方

3近 畿地方

4中 部地方

5関 東地方

6東 北地方

7北 海道地方

8諸 地域総合

CB31

CB32

CB33

CB34

CB35

CB38

CB37

CB38

3.国 際社会 にお ける日本

(1)日 本 と世界の結びっ き

(2)日 本 と国際社会

CC10

ccza

(注)1の(2)の 「様々な地域」 と2の(3)の 「日本の諸地域」について、学習指導

要領 には地域が明記 されていないため、四冊の教科書 を参考 にして上記の ように地

域 を分類 した。
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[付 録2歴 史 的 分 野]

単 元 名 単 元 コード

1,文 明の お こ りと 日本

(1)文 明 の お こ り

(2)日 本人 の生 活 の は じま り

RA10

RA20

2.古 代国家の歩み と東 アジアの動 き

(1)国 の成 り立ち と東ア ジアの動 き

(2)律 令国家 と遣唐使

(3)貴 族の政治 と文化の国風化

RB10

RB20

RB30

3.武 家政治の展開 とア ジアの情勢

(1)鎌 倉幕府 と蒙古襲来

(2)室 町幕府の政治 と外交

(3)都 市 ・農村の生活 と文化

RC10

RC20

RC30

4.世 界の動 きと天下統一

(1)ヨ ー ロ ッパ人 の来航 の背 景 と影 響

(2)織 田 ・豊臣の政治 と桃山文化

RD10

RD20

5.幕 藩体勢 と鎖国

(1)幕 藩体勢の成立 と鎖国

(2)産 業の発展 と町人文化

(3)幕 府政治の移 り変わ り

RE10

RE20

RE30

6.世 界情勢の変化 と幕府政治の行 き詰 まり

(1)ヨ ー ロ ッパ近 代社 会 の成 立

(2)新 しい学問 ・思想 と地方 の生活文化

(3)幕 府政治 の行 き詰 ま りと開国

RF10

RF20

RF30

7.近 代 日本の歩 みと国際関係

(1)明 治政府 の成立 と諸改革 の展開

(2)憲 法の制定 と議会政治の始 ま り

(3)日 清 ・日露 戦 争 とア ジア の情 勢

(4)近 代産業 の発展 と社会や生活の変化

(5)近 代文化 の形成

RG10

RG20

RG30

RG40

RG50

8.二 っ の世 界大 戦 と 日本

(1)第 一次世界大戦 と国際関係

(2)大 正デモ クラシーと文化の大衆化

(3)第 二次世界大戦 と日本

9.現 代の世界 と日本

RH10

RH20

RH30

RJ10
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[イ寸 金莱3 公 民 白勺分 野]

単 元 名 単元 コード

1.現 代の社会生活

(1)個 人 と社会

(2)現 代 の文化 と生活

(3)情 報 と社会

KA10

KA20

KA30

2.
.国 民の生活の向上 と経済

(1)生 活 と経済

(2)国 民生活 と福祉

(3)経 済生活 と国際協力

KB10

KB20

KB30

3.民 主政治 と国際社会

(1)人 間の尊重 と日本国憲法

(2)民 主政治 と政治参加

(3)国 際社会 と平和

KC10

KC20

KC30
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4.5国 語入試問題分析 システム

有元 秀文,貝 谷 浩二

(国立教育研究所 国語教育研究室)

1目 的

この研究の 目的 は,国 語入試問題 をパ ソコンを活用 して 自動的に分析す るための システムを開発す る

ことにある。 これによ って国語入試問題を科学的 に分析 し,そ の実態を明 らかに し,改 善の資料 を提供

す ることをめ ざしている。 この研究で はその第一歩 として,「 問題 のね らい」を自動的に判別するシス

テムの開発 を試みた。

2方 法 と結果 の概要

次の方法で開発を行 った。 これ らの作業 は,有 元が開発 したプログラムとカー ド型 デー タベ ースを併

用 して貝谷が行 った。

(1)高 校入試問題データベースの うち,平 成4年 度実施10県 分を無作為に抽出 し,問 題の うち本文

を除 いた 「問い(設 問)」 にあた る部分だ けを抜 きだ した。

(2)学 習指導要領を基礎 に して,全 国の問題の実態 を参照 しなが ら,「 ね らい(図1)」 と 「領域

(図2)」 「形式(図3)」 のキーワー ドを選び体系化 した。

(3)「 問い(設 問)」 の文を語に分割 し,そ れぞれの語に問題番号,領 域 ね らい,形 式の情報を付

けた。(表1)

(4)語 とね らいが二っ以上の問題文で一致す る場合 をすべて抜 きだ した。っ まりこれ らの語 はね らい

を自動的に判別す るためのキー ワー ドの候補であ る。(表2)

(5)「 問い」の文 と照合 しなが ら,全 く偶然の一致 と思われる語を除外 した。 このほか に判別 に有効

と思われ る語を リス トに加えた。 さらに,出 現が予想 される活用形 と語形を加えた ものが,問 題 の

ね らいを判別す るためのキーワー ドの リス トであ る。(表3)し か し,こ れ らのキーワー ドは,判

別を誤 ったり複数のね らいに対応 す る場合 もある。っまり,現 在は全面的な人間のチ ェックを前提

に した不完全 な ものであ る。

(6)判 別す るためのキーワー ドを発見で きなか った例 もある。(表4)こ れ らは人間が判別す るほか

はない。

3今 後の課題

今後の課題 は,次 の とお りであ る。

(1)自 動判別が有効であ るか どうかを,数 多 くのデータによ って検証す ること。その結果 によ って改

善を重ね,判 別の精度を高あ ること。

(2)領 域,問 題形式 も自動 的に判別で きるシステムを開発す ること

(3)領 域,ね らい,問 題形式 を自動的 に判別 し,そ の結果を分析 して全国的な実態を明 らか にす るこ

と。
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〈図1ね ら い 〉
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表現
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〈図2領 域 〉
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〈図3問 題 形 式 〉

選 択

記 述

抜 き書 き(抜 書)

L_並 べ 替 え

※0内 は 略 号



〈表1デ ー タ の形 式 〉

諸

「」

と

あ り

ます

が

そ う

恵 っ
た

の
は

ど う して

です

か

O

最 も

適当な
もの

を

か ら

選び
なさい

0

一 一 線

「」

の

反対

VS!y;

。 ● 日

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・顔

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

に 現 ・文 ・韻

当たる 現 ・文 ・韻

こ とば

を

詩
の

中
から

四字
で

書 き抜 き

な さ い

a

この

詩
の

作者
と

共通
する

心情
を

詠ん

だ

短歌

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

現 ・文 ・韻

り い

}・'い 情

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情
理解 ・心情

理解 ・心情
理 解 ・心 目

理解 ・心情

理 解 ・心情

理解 ・心情

理 解 ・心情

理解 ・心情
理解 ・心情

理解 ・心情
理 解 ・心'月

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・文脈
理 解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理 解 ・文 脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈
理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・心情

理 解 ・'い情

理解 ・心情

理解 ・心情
理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情

理解 ・心情

理 解 ・'こ・†青

理解 ・心情
理解 ・心情

理解 ・心情

力:

選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選 尺

選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
抜書
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選 尺

選択
選択
選 尺

選択
選択

NO.

401111

401111

401111

401111

401111

401111

401111

401111

401111

401111

40111ユ

401117

40111!

401111

401111

401111

401111

40111]

401111

401111

401111

401111

401111

40!111

401112

401112

401112

401112

401112

401112

401112

401112

401112

401112

4011!2

401112

401112

401112

401112

40ユ112

401112

401113

401113

401113

401113

401113

401113

401113

401113

401113

401113

401113

401113
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〈表2語 とね らいが二 つ以上 の問 題文 で一 致する場 合 〉

言口

お い

お父さん

かかる

た り

ぼ く

もつ

カタカナ

音読み
歌
感 じ

関係
季語
季節
九字
区切 る

訓読み
後

後半
今
最初
作者
作品
三つ

三十五字
三十字

指 し
王語
終わ り

十字
順序
書 き下 し文

条件
状態
生活
体験
体験し
第二 、第三段落

在意
直接
適切
展開
伝 え

当たる

当て はまる
二か所
二つ

二句
二十字
表さ

副詞
文脈
変化

り い

言 語 ・漢 字:・読 み/き

理解 ・文脈

理 解 ・文 脈 ・音声

言語 ・文法

表現
理解 ・心情

言語 ・語彙
言 語 ・漢 字 ・書 き

言 語 ・語

理解 ・文脈

表現
理解 ・文脈

知識 ・修辞

知識 ・修辞

理解 ・文脈

理解 ・文脈

言語 ・語彙
理解 ・文脈

理解 ・文脈/心 情,表 現

表現
理解 ・文脈

理解 ・心情

知識 ・文学史

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈
理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・文脈

言 語 ・書 き下 し

理 解 ・文 脈,表 現

理解 ・文脈

表現
表現
表現
理解 ・文脈

表現
言語 ・文法

理解 ・文脈

理解 ・文脈

理解 ・心情/文 脈
理解 ・文脈

理解 ・文脈

言語 ・語彙

理解 ・文脈

理解 ・文脈/心 情,表 現

理解 ・文脈

理解 ・心情

言語 ・文法
理解 ・文脈

理解 ・心情

*

*

*

*

*

*

*

*

0

*

0

*

*

*

0
*

C

*

*

◎

注:*印 は3例 以 上 で一 致 した もの,◎ 印 は4例 以上 で一 致 した もの
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〈表3ね らい を 自 動 的 に判 別 す る ため の キ ー ワ ー ドの リス ト〉

言口

お もしろさ

かかる

かたかな

ことわざ

どう

ど う して

どんな

なぜ
はたらき

ひらがな

まとめ

カタカナ

以内
意見
意味

意味し
異なる
一文節

音読み
歌
画数
掛け

活用
感 じ

感想
漢字
鑑賞文
気持ち
季語

季節
擬人法
近い

具体的
訓読み
形
現代
現代 かなつかい

現代仮名遣い
言い表 し

言お う
言 っ

呼応
後
後半
構成
行書
今
最初
作者
作品
三っ

思 い

思 っ

言口

日

詩
示 し

主語
主人公
終わ り

熟語
述べ

述べ方
順序
書 き下 し文

小見出 し
情景
条件
心
心情
成 り立 ち

成立
生活
総画数
体験
体験 し

対義語
注意
直接
適切な ことば

適切な 言葉
適切な 文

展開
当たる

当てはまる

読み
読みが な

読み方
内容
二か所
つ

筆者
表さ
表現上
描い

描か
副詞
物語
文脈
平仮名
変化
様子
用法
要約
要約 し

理由
楷書
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〈表4自 動的 に判 別で きない例 〉

ロNO,

402153

402153

403122

403122

404142

404142

406112

406112

407151

408ユ12

408143

408143

4041'142

口

次 の の の は に っ て い た もの き出し

た もの で ある が どの 箇所 に 入る の が 最も 適切 か。

O～0の 中 か ら 一つ 選び その 記号 を 書 き なさい。

口□ に は どんな 言葉 が 入 り ます か。

次 の ～ の うち から 最 も 適当な もの を 一つ 選 び そあ..記号 を
書 き なさい。
一 一線 部 の 「」 は 伺 を 指 す か。

文1中…が ら その まま 抜 き出 し 九享rで 答えよ。
一 一部 「」 は 「」 に 比 べ どの よ う な 違 い が あ 登 か。

説明 し なさい。
次 の 文 の ロロ に あてはまる 最も 適当な もの を あ と の ～ の

中 から 一っ 選び なさい。

上 の 文章中 の ロロ に 入る 最 も 適当な もの を 次 の ～ の 中.か

ら 選ん で その 番号 を 書 け。

上 の 話 の おか しさ は どうい う とこ ろ に あ る か 。

次 の 見 の 中 がら 最 も.適 当な もの を 選 ん'で その 番.守 を 書 け

む 　　 ビ 　　 　

〔ゴ.□.に.一天 る一二男 の 性格 を 表ず 言棄一を.王.而 一1文章中 から そのま

ま 抜 き出 し 三字 で 答えよ。

ヨbい

F● 氏

《理 解 ・文脈 》

《理 解 ・文脈 》

《理 解 ・文脈 》

《理解;文 脈》

《理解∵文脈》
《言語 ・語憂 》

《言語 ・語彙》

《知識 ・f彦舌辛》

《理解=支 脈》

《理解 ・.文脈 》

《理解 ・文脈 》

《理解 ・文 脈/心 情》
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4.6英 語入試問題の分析

一 コ ミュニケーシ ョンの視点 による平成4年 度公立高校入試問題分析一

渡 邉 寛 治,伊 東 武彦

(国 立 教 育研 究 所,駒 沢 女 子短 期 大学)

1.は じめ に

平成 元 年3月 に改 訂 され た中学 校 学習 指導 要領 は、 外 国語 の 目標 と して コ ミュニ ケー シ ョ ン能 力の

育成 を前 面に掲 げた 。そ れ以 来7年 が経 過 した。 中学 校 の英 語科 の指 導に は いか な る変 化が 見 られ た

で あ ろ うか。 「コ ミュニ ケ ー シ ョン活動 」 と呼 ばれ る、 意味 の伝 達 に 重 きを置 く活動 が授 業 に積極 的

に取 入 れ られ 、 その ため の指 導 法や 教材 が整備 され つつ あ る こ とは 従 来の指 導 を改善 す る動 きと して

歓 迎 され て い る。 しか し、 一方 で は学 年 が進 む に連れ て 「入 試 の ため の勉 強 」 と して 、従 来通 りの 記

憶 中心、 形式操 作 中心の 英語 学 習が 行 わ れ る傾 向が根 強 く残 って い る。そ こでは 、意 味 の 伝達 と切 り

離 され た語 と文 法 の学習 が偏 重 され て い る。 高校 入試 の 準備 と して 、 これ らの学 習 を必 要 とす る実態

があ るので あ る。 この ことは、 コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を 目指 す授 業 の推 進 を阻 む 一 つの原 因 であ る。

入試 問題 が教 育現 場 に 与え る影響 は きわめ て 大 きい。 入 試 問題 に対 応 す る力 を身 に つけ るこ とが 学

習指 導 に おけ る到達 基 準 と見な され る現 実が あ るので あ る。 そ こで、 コ ミュニ ケー シ ョン能 力 育成 の

見地か ら高校 入試 問題.を検 討 す る意 義は 大 きい 。全 国47都 道府 県 の公 立高 等学 校 入試 問 題(筆 記 テ

ス ト)を 個 々 に分 析 し、現 状 を 明 らか にす ると共 に問題 点 を検討 す る。 それ を、 コ ミュニ ケー シ ョン

能 力 の育 成 を 目指 して 中学校 の 英語 の指 導 を進 展 させ る契機 と した い。

2.入 試 問題 を分 類 す る3つ の水 準

2.1コ ミュ ニ ケー シ ョ ン活動 の 分類

コ ミユ ニケー シ ョン能 力の構 成 要素 の 内、 次 の3つ の 能 力は 入試 問題 との 関係 に おい て、以 下の よ

うに定 義 され る。

・言語 能 力(LinguisticCompetence)

英語の 語彙 、 文法 に関 す る 言語学 的知 識 を 基に 、 英語 を理解 し、 表現 し、操 作 を す る能 力 。

・言炎話育旨ノ」(DiscourseColnpetence)

文脈 を理解 して、 そ こで用 い られ る英 文の 機能 を理 解 した り英語 を使 用 す る能 力

・社 会 言語学 的 能 力(SociolinguisticCo皿Petence)

爵語使 用 にお け る社会 的規 則 に基 づ いて 、英語 表 現 の意 図 を理 解 し、場 面 に応 じて 適切 に 英語

を表現 す る能 力

これ らの3つ の能 力は 複合 的 な性格 を持 つ。 談 話能 力は 言語能 力を 前提 に し、社 会 言語 学的能 力 は

言語能 力 と談 話能 力を 前提 に して い るので あ る。 そ こで、 コ ミュニ ケー シ ョン活動 は タ ス クが 上記 の

3つ の能 力と如何 に関わ るか によ って3つ の水 準 に分 類 され る。Leve11(L1)に は談 話能 力の み

が関 わ る活動 、Level2(L2)に は 菖語能 力 を 前提 に し、 談話能 力 を主に求 め る活 動 、Level3(L

3)に は こ言語能 力 と談 話能 力を前 提 に し、 社 会 言語能 力 を.}三に求 め る活動 が分 類 され る。
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図1:コ ミュニ ケー シ ョン能 力 の3構 成 要 素 と

コ ミュニ ケー シ ョン活動 分類 のた めの3水 準 の関係

Level1

Level2

Level3

Lingu一

istic

Competence

Dis一

course

Competence

Socio一

linguistic

Competence

Leve11=LC,Level2ニDC(+LC),Level3=SC(+DC+LC)

2.23水 準 の定 義

図1で 設定 され た3つ の水 準は個 々の 問題 を 分類 す るカ テ ゴ リー と して機 能 す る。 それ ぞれ のカ テ

ゴ リー に分 類 され る問 題 は、 次 の様 に定 義 され る。

2.2.1L1に 分 類 され る問題

語 に関 す る知識 、 文法 知識 を問 う問題 。 具体 的 には 、語 の 発音 や ア クセ ン ト、 同意 語 や反意 語 を問

う問 題 、文 にお け る基本 的 な 区切 りを指 摘 す る問題、 文 法的 な判 断 に よ り文 の空 所 に適語 を補 充 した

り、 語順 を整 え る間題 、書 き換 え 問題 、Q-A活 動 で も内容 よ り文 法知 識 に 重点 が置 か れ る問題 、 ま

たは長 文 内の1文 の理解 に よ り解 答が 得 られ るfactualquestionと 呼 ば れ る問題 な ど。

〈例1:山 形 県21,2>

1

a

次 の 各 組 の 単 語 の う ち で 、 下 線 部 の 発 音 が 他 の 二 つ と 異 な る も の を そ れ ぞ れ 選 び 、 記 号 で 答 え

な さ い 。

(1)schgΩ1,g鰻d,rgg皿s(2)st三 墜ting,wqヱk,1皇 旦ヱned(3)ab⊆ 狸t,cg皿ntry,angther
ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ

次 の(1)～(3)の 各 語 で 、 最 も 強 く 発 音 さ れ る の は ど こ か 。 記 号 で 答 え な さ い 。

(1)cam-er-a(camera)(2)Jap-a-nese(Japanese)(3)dif-fer-ent(different)
ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ

L

〈例2:東 京都4(6)〉

Earlinthenext皿orninBobandPaulwentintothewoodswithoodfoodforRex.を 、

2カ 所 く ぎ って 読 む と す れ ば 、 次 の ど こ と ど こ で く ぎ る の が よ い か 。

Earlyinthenext皿orningアBobイandPaulwentintothewoodsウwithエgoodfoodforRex。

<例3:青 森 県:4 〉

次 の 文章 を読 ん で、 下線 部(1)～(4)の 文の 意 味 を表 す よ うに、 そ れ ぞれの[]の 中 の単 語 を並べ
か えて 、英 文に しなさ い。 文頭 は大 文字で 書 き始 め な さい 。

1私 には ア メ リカ人 の友 人が い ます。 、 彼 女 は去年 の 夏 か ら私 た ち とい っ し ょに住 んで
い ま す。 後 略
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(1)私 に は ア メ リカ 人 の 友 人が い ま す 。

[AmericanIfriendanhave].

(2)彼 女 は 去 年 の 夏 か ら私 た ち と い っ し ょに 住 ん で い ま す 。

[livedwithhasshesummeruslastsince].

2.2.2L2に 分 類 され る問題

文脈 の理 解 に関 わ る問題 。 具体 的 に は、 文脈 を理 解 して長 文 内の 複数 の 文 に配 置 され た情報 を総 合

して答 え る問題 、 文脈 の理 解 の 元 に長文 の 一部 を補 充 した り長文 の 要 旨 を まとめ る問 題 、長文 の 内容

にふ さわ しい タ イ トル をつ け る問題 、発 話 内行 為(illocutionaryact)の 解釈 を問 う問題 な ど。

<例4:山 梨 県3D>

前 略

Mother

Akika

Mother

Akika

後 略

DidshecometoJapanalone?

No.Shecamewithherfamily.

Howmanymonthswilltheystayhere?

アThe'11stahereforthree皿onths.

下 線 部(ア)の 文 で 、 最 も強 く発 音 さ れ る語 は ど れ か 。

・工上L皇】∠_ユユ_2旦 塾 ヱ_3here4for5three 6皿onths.

〈例5:埼 玉 県4問2(2)〉

Sun.Nov.10FineandWarm

WenttothelibrarywithEmikointhemorning.WestudiedEnglishtherefromnineto

noon.Invitedhertolunch.AfterlunchweenjoyedwatchingTVfortwohours .Theday

aftertomorrowwearegoingtothebookstoretobuyadictionary .

次 の 表 は 上 の 日記 の 内 容 を ま と め た も の で す 。 正 し く ま と め られ て い る も の を 、 ア ～ オ の 中 か ら 一

つ 選 び 、 そ の 記 号 を書 き な さ い 。

＼ ＼ ア イ ウ エ オ

天 気 晴 曇 晴 曇 晴

午 前 勉 強 本 屋 勉 強 勉 強 テ レ ビ

午 後 本 屋 勉 強 テ レ ビ テ レ ビ 本 屋

〈例6:秋 田 県3(1)〉

次 は 、 最 近 秋 田 にUタ ー ン し た 伊 藤 さ ん に 、 修 君 が イ ン タ ビ ュ ー し た も の の 一 部 で す 。

OsamuIhearyouworkedinTokyofor20years.①()

Mr・ItoWe11,Ihavetohelpmyparentsatho皿e.AndhapPilyrvefoundagoodjobhere .

Osa皿uIsee.②()

Mr.ItoBecauseIwassointerestedincomputersthatIwantedtoworkatanoffice

whichusedcomputers.ButIcouldnotfindsuchanofficeinAkita.

OsamuIsthatso?Q3()

Mr・Ito:Yes,Idid.Butso皿eti皿esIdidn'tfeeleasy.So皿anypeople,so皿anycars,and

sonoisy.

Gsamu:Then,so皿eti皿esyou鴨ren,thappy.④()

Mr.Ito:Great.Friendlypeople,beautiflmountains. ..everythinglooksverynice.AndI

feelhappywhenIthinkI'mdoingsomethingforthepeoplehere.

① ～ ④ に あ て は ま る も の を 次 の ア ～ エ か ら 一 つ ず つ 選 ん で 記 号 を 書 き な さ い 。

アAretherenanypeopleandcarsinTokyo?

イDidyouenjoyyourlifeinTokyo?

ウWhatwereyouinterestedinatthatti皿e?
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エWhydidyouwanttoworkinTokyo?

オWhatdoyouthinkofyournewlifehere?

カWhyhaveyoucomebacktoAkita?

〈例7:大 分 県 【7】(7)〉

Ellen,EdwardandBoblivednearalake.Theywereveryhappybecausetheyliked

swimmingverymuch.Theirteacher,Mr.Brown,livednearthelake,too.Hesometimesswam

inthelakewiththestudents.

OnedayMr.Brownsaidtothestudents,"Wecan'tswiminthelakethissummer."

Edwardlookedsadandasked,"Whynot?"
"Becaus

ethelakeispolluted,"saidMr.Brown.後 略

本 文 を 通 し て 筆 者 が 最 も 強 く 主 張 し て い る こ と は 何 か 、 ア ～ エ か ら 適 当 な も の を 一 つ 選 び 、 そ の 符

号 を 書 き な さ い 。

アWeshouldstopswi皿inginariveroralakewhenthewaterispolluted.

イAllthepeopleshouldlookatthepicturesofthethingsWhicharepollutingalake.

ウWeshouldaskthenewspaperforhelpwhenwewanttostoppollutingariveroralake.

エAllthepeopleshouldstoppoUutingthewaterofariveroralake.

2.2.3L3に 分類 され る問題

言語使 用 にお け る社会 的 規則 に基 づ いて英語 の意 図 を理解 し、場 面 に応 じて表 現 す る問題 。具 体 的

には、特 定 の話 題 につ いて 受験 者 の経 験 や 考 えを 表現 させ る問 題、 特 定 の社 会的 場 面 にふ さわ しい発

話を産 出 させ る問 題 な ど。

<例81東 京都2,1>

次 のAとBと の対 話 にお いて 、ふ つ うの応 答 と して
の うちで は どれか 。

に 当て は ま るのは 、 それ ぞれ 下 の ア～ エ

1AThankyouverymuchforyourhelp.

B

ア1,mfinethankyou.イThat,stoobad.ウHereyouare.エYou,rewelcome・

〈例91静 岡県:3(1)(2)〉

次 の よ うな場 合 には、 そ れ ぞれ、 相 手 に どの よ うに言 え ば よいか 。 英 語で書 きな さい 。

(1)自 分 の すわ る場所 を尋 ね る とき。

(2)駅 で待 って いて も らい た い とき。

<例10:和 歌 山 県4>

昏

下 の2枚 の絵 に つい て、 そ れぞ れの 対話 が 成 り立つ よ うに、 英 文 を 自由 に作 れ。 た だ し、Nα1の ①
には1文 で5語 以 上作 って 質問 の文 を、Nα2の ② には2文 で 合計6語 以 上使 って答 えの 文 を書 くこ

と。 なお 、 ピ リオ ドや クエ スチ ョンマ ーク な どは 語数 に数 えな い。

No.lNo.2

凹◎ 垂
c

ρ

θ
三鼎

ク

Iii,A7ay.

Mearegoingto

Mrs.Franaka'3

home,

Canyoucome

wilhus?

び

0

膿 愈
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<例11:山 形 県2,7>

あな た は、英 語 を勉 強 す る こ とが お も しろい で すか 、 お も しろ くな いで すか 。 また 、そ れば なぜ で
すか 。下 線部 ③ 語(interesting)を 用 い てあ な たの気 持 ちや 考 えが 伝 わ るよ うに英語 で書 きな さい。

2.3各 水 準 の境界 線

それ ぞ れの定 義 に従 って入 試 闇題 を分 類 す る過 程で 、 各 カテ ゴ リー の境 界 線 上 に位 置 す る問題 に遭

遇 した。分 類 の ため の3水 準 の適 合 性 を 明確 に示 す ため に、 これ らの 問題 を考 察 す る。以 下 に、 これ

らの問 題 の具体 例 と、い ずれ の カテ ゴ リー に 分類 され るべ きか につ い ての 根拠 を示 す。

2.3.1L1とL2の 境 界線

く例12:神 奈川 県 問九(ケ)〉

前 略Mr.Smithheardtheirconversationandsaid,"1,m(、D送 __ユbecauseyouhavel
earnedaveryi叩ortantthing.後 略

一 線 部(10)の 中 に 入 れ る の に 最 も 適 す る語 を 次 の 中 か ら一 つ 選 び
、 そ の 記 号 を 答 え な さ い 。

1.glad2.sorry3.sad4.poor

長 文中 に設定 さ れた 空所 に適 語 を補 充 す る問 題で あ る。 この問題 は 通 常、 空所 が 含 まれ る文だ けで は

な く前後 の 文を理 解 して 文脈 を把 握 す るこ とを 要求 す る。 しか し、 この例 で は文 脈 と無 関係 に単 独 の

文 を理 解 するだ けで 、 一般 常識 に基 づ い て選択 肢 の 中か ら正答 が得 られ る。 つ ま り、 この種類 の問 題

は実 際 は文脈 を理 解 す る力 までは求 めな い こ とか らL1に 分 類 さ れ る。

<例13:福 岡県31と3>

各組 の 対話 の 意味 が とお るよ うに、 それ ぞれ の()内 の ア～ エ か ら最 も適 当な も の を一つ 選 び
そ の記 号 を答 え の欄 に記 入 せ よ。

1(lllllo夢 「

t藍lltl;:。拝1'nll:u皿lll。解1・;a盤1。tエsh,、 、n,,).
3(ll:

,lal蓋,(、1.脇tllnf、 罐no}1、1:。ldyl且 且gl翻,1。1藍,llungas)Jemy?

対話形 式 で、AとBの 複数 文の情 報 を処 理 す る こ とを求 め る出題 で あ る。 しか し、 この例 では1と3

は情 報処 理の 質 の違 い のた め に異 な る レベ ル に分 類 され る。1で は 、Aの 発 話 の 内容 に注 意 を払 わ な

くて も、 構造 か ら主語 が3人 称 複数 で あ るこ とが認識 で きれ ば 正答 を選 択 で き る。つ ま り、 こ こで求

め られ て いるの は 文法知 識 で あ る。 した が って 、L1に 分類 され る。 それ に 対 して、2で はBの 発話

の 内容 と、BとAの 発 話の つ なが りを理解 す るこ とが正 答 を選択 す る前提 に な って い る。 つ ま りこ こ

で は文脈 の理 解 が 求 め られ るので 、L2に 分 類 され る。

〈例14:沖 縄 県 【5】 〉

()の 中 に そ れ ぞ れ 適 当 な1語 を 書 き 入 れ て 英 文 を 完 成 し な さ い 。

1BettyWhat皿onthcomesbetweenMayandJuly?

Meiko()does.

2TomWhatdid}Ir.S皿ithteachyou?

KeikoHe()meEnglish.

福 岡 県の例 と同様 に 、同 じ出題形 式 で も異 な る レベ ル に分 類 され る問題 であ る。1で はBettyの 発 話
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内容 を理 解 しない と正 答が 導 けな い のでL2に 分類 され る。一 方、2で は内 容 の理解 で は な く文 法 と

語 の知識 を問題 に して い る。 すな わ ち、 第4文 型 が理 解 で きてteachの 過 去形 が 記入 で きるか に主眼

が当て られて い る。 した が って、 これ はL1に 分類 さ れ る。

〈例15:千 葉 県(三)(2)〉

Whydowestudy?Thisquestioncomestomeonedayandstayedin皿ymind.Iwas

alwaysthinkingaboutit.

Iaskedmyfriendsandteachersthisquestionatschoo1.中 略Myteachersaidto皿e,
"Youhav

etofindagoalforyourlifefirst,thenyoucanfindtheanswer."Buttheir

wordswerenot(①).Theydidn,ttakethequestionfro皿my皿ind.中 略Anold

womansaid,"Icouldn'tstudyEnglishwhenIwasyoung.Istartedtostudyitinthis

class.lamhappywhenlcan(②)so皿eEnglishwordsontheradio."後 略

(①)と(②)の 中 に 入 れ る 最 も 適 当 な 語 を 、 次 の そ れ ぞ れ の ア ～ エ の う ち か ら 一 つ ず つ 選 び 、 そ

の 符 号 を 書 き な さ い 。

① アbadイenoughウlongエpoor

② アbuyイforgetウ1istenエunderstand

これ は、 同 じ出題 形 式で も選 択肢 の 配列 の し方 に よって異 な る レベ ル に分 類 され る例 で あ る。 ① の4

つの選 択肢 は 文法 上 どれ で も入 り得 る。 正答 を選 択 す るため には文脈 を理解 しな けれ ば な らな い。 し

たが って、 この 問題 はL2に 分 類 され る。 しか し、② の 選択 肢 は、 空 所が 置 かれ た 文 を文 法、 及び 意

味 か ら判断 す る こ とに よ り文脈 の理 解 を必要 とせ ずに解 答 す る こ とが 可能 で あ る。 ア 、 イでは 文 の意

味 が成 立 しな い。 ウはtoが ない ので 文法 的 に成 立 しな い。 したが って、② はL1に 分 類 され る。

2.3.2L2とL3の 境 界線

く例16:埼 玉 県4問1>

次 の文 章 の(
な さ い。

)の 中に あては まる最 も適 当な 文 を、 ア～ エの 中 か ら一つ 選 び、 そ の記 号 を書 き

OneafternoonHirokovisitedheruncle.Hehadalotofbeautifulpictures.Hiroko
wantedtoseethemandsaidtohim,"()"

アShallIshowyouthepictures?

イWillyoushow皿ethepictures?

ウCanIshowyouthepictures?

エDoyouhavetoshowmethepictures?

これ は、状 況 に適 す る発 話 を選択 させ る問 題 であ る。 具体 的場 面 に応 じた 表現 力を 問 う問題 で あ る

が、 この4つ の選択 肢 は 文脈 の理 解 を確 認 す る ため に設定 されて い るにす ぎな い。表 現 の適切 さ につ

いて 、社 会的規 則 に基づ く判断 を要 求 す る もの では ない 。 したが ってL2に 分類 され る。 社会 的 な適

切 さを 閤 う選択 肢 〔例 えば 、 ・Doyouwant皿etoseethepictures?/・Whydon'tyoushowme

thepictures?(こ れ らは 社会 的 に不 適切 と判断 され る。)〕 が存 在 すれ ばL3に 分 類 され るこ とに な

る。

3.公 立 高等 学校 入学 試験 問題 の 調査

3.1調 査 方 法

各都道 府県 の 平成4年 度 入学 者選 抜 試験 で 実施 された リスニ ングテ ス トを除 く問 題 を1問 ずつ検 討
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して3つ の水 準 に分 類 す る。 それ を 集計 す る こ とに よ り都 道府 県 ご との傾 向、 さ らに全 国 の傾 向 を明

らか に す る。次 に全 体 の傾 向を分析 して 、 コ ミュ ニケ ー シ ョ ン能 力育 成 の視 点 か ら出 題 の適合性 を検

討 す る。

3.2調 査結果の集 計

表1:各 都道府県の公立高校入試問題の分類表

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

16

17

18

is

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

都道府県

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神奈川 県

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

和歌 山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

問題数

zz

24

16

21

27

32

25

41

37

28

16

31

28

48

22

21

27

19

25

21

25

zo

23

19

19

14

20

25

28

21

21

37

18

20

21

28

28

22

20

22

25

28

23

水 準

L1

8

10

3

5

9

15

9

34

20

17

8

18

13

34

14

11

iz

3

13

12

15

4

14

10

12

9

9

11

zz

9

4

27

11

8

9

12

18

14

is

ii

6

14

14

0 L2

14

14

13

15

16

is

15

7

17

ii

8

13

13

14

8

8

15

11

12

9

10

13

9

9

7

5

11

13

5

10

17

8

7

is

12

16

io

8

8

11

18

14

9

0
0 L3

0

0

0

1

2

i

1

0

0

0

0

0

2

0

0

2

0

5

0

0

a

3

0

0

0

0

0

i

1

2

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0 分布タイプ

2D

2D

2D

3D

3D

3E

3D

2L

2L

2L

2E

2L

3E

2L

2L

3L

2D

3D

2E

2L

2L

3D

2L

2L

2L

2L

2D

3D

3L

3E

2D

3L

2工

2D

2D

2D

2L

2L

2L

2E

3D

2E

2L
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44

45

46

47

大 分 県

宮 崎 県

鹿児島 県
目

合 計

33

28

29

39

1187

18

10

12

25

608

14

17

14

14

51.21550 46.3

1

1

3

0

29 2.4

3L

3D

3D

2L

分 布 タ イ ブ の 説 明
・問 題 が1つ の 水 準 の み に 分 類 さ れ る も の 一 一一>1

2つ の 水 準 に 分 類 さ れ る も の 一一一→レ2

3つ の水 準 に 分 類 さ れ る も の 一 一一→3
・L1とL2に 分 類 さ れ る 問 題 数 の 比 較 でL1>L2 一一一>L(LinguisticCo皿petenceが 優 勢)

L1<L2一 一>D(DiscourseCo皿petenceが 優 勢)

L1≒L2一 一>E(Equa1)(≒ の 条 件 は ±1ま で)
3.2.結 果 の 考 察

3.2.1.LinguisticCo皿petenceの 偏 重 傾 向

3つ の 水 準 の 中 でL1に 分 類 さ れ た 問 題 が も っ と も 高 い 占 有 率 を 示 し(51 .0%)、 次 い でL2(46.

7%)・L3(2.4%)で あ っ た(図2) 。 公 立 高 校 入 試 問 題 は 全 体 と してLinguisticCompetenceを

問 う問 題 に 最 も 比 重 を お い て い る こ とが 明 らか で あ る 。

図2:3レ ベ ル へ の 全 問 題 の 集 計 状 況

L1 608問

(51.2%)

L2 550問

(46.3%)

L329問(2.4%)

次 に、 全問 題 の集 計状 況 で大 多数 を占 めたL1とL2に 分 類 され る問題 が 各都 道府 県の 入試 問題 に

占め る比重 を検 討 した 。L1とL2に 分類 され る問題 数 の 比較 で47都 道 府 県 を3つ の分 布 タイ プに

分類 したの が図3で あ る。 多 い順 に 、TypeL(L1>L2)、TypeD(L1<L2)、TypeE(L1≒L2)と い

う結 果 で あった 。 つ ま り、47都 道 府県 の 入試 問題 の 内、 半数 近 くの22県 の 入試 問 題で はL1に 分

類 され る閤題 が最 も大 きい比 重 を占 め たの であ る。 この分 布 タ イ ブに属 する県 の数 はTypeD、Eを 上

回っ た。 つ ま り、hnguisticCo皿petenceの 偏 重傾 向 は全 問題 の 集 計状 況の み な らず、 各 都 道府 県 の

問題 配列状 況 か らも明 らか に なった 。

図3=分 布 タイ ブLDEへ の47都 道 府 県 の分類 状 況

TypeL

(L1>L2)

22県

TypeD

(L1<L2)

18道 府 県

TypeE

(L1=L2)

7都 県
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3.2.2.都 道府 県に よ る出題傾 向の相 違 と出題 の 妥 当性

人試 問題 の3水 準(L1、L2、L3)へ の分 布状 況 には 都道 府 県 ご とに大 きな違 い が見 られ た。

分 布状 況 によ って47都 道府 県 を3つ の タイ ブに 分類 した のが 図4で あ る。

図4:47都 道 府 県の3水 準へ の リスニ ング閤題 の 分 布 タ イ プ

Type1

(1つの水準のみに分布)

0県

Type2

[2つの水準(L1,L2)に 分布]

31道 府 県

Type3

[3っ の水蓬(L1,L2,L3)に 会奄ユ

16都 県

Type3に 属 す る都 県の 問題 は コ ミュニ ケー シ ョ ン能 力 を測 定 す る3つ の 要素 を すべ て網 羅 して い る

の で、 受験 者 の筆 記 テ ス トにお け る コ ミュニ ケー シ ョン能 力 を総 合 的 に測 定 す る手段 と しては、Type

2に 分 類 され た31道 府 県 と比較 して 妥 当性 が 高 い と言 え よ う。

3.2.3.出 題 者 の意 図 と実際 の 問題 の水 準

出題 者 は、 出題形 式 と問 題 の水 準 は一 致 す る と考 えが ちで あ る。 つ ま り、 語 あ るい は 文形式 の 出題

はL1に 、長 文問題 はL2に 分類 され ると し、 出題 形式 のバ ラ ンス を配 慮 す る こ とに よ り問題 水 準の

適 度 なバ ラエ テ ィー も得 られ る と考 え る。 しか し、 出題 形 式 は問 題 の質 を決 定 す る単 独 要因で は な い。

現実 には 、設 問、 解 答 方法 、選択 肢 の 設定様 式 な どが 複 合的 に 問題 を決 定 す るの であ る。今 回の 調査

で、 出題 形式 と問題 の水 準 の ズ レ と思 わ れ る現 象が最 も顕著 で あ った のは 、 長 文の空 所 に適切 な語 や

文 を補 充 す る問 題 であ っ た。 この 出題 形 式 は本 来、 文脈 の理 解 を前 提 に 文脈 に沿 った 言語使 用 の 力 を

問 う問題 であ る。 しか し、空 所が 置 かれ た1文 を理 解 す る こ とで 、 あ るい は意 味 を理 解 しな くて も空

所 の 前後 の統 語関 係 の判 断 に よ り、補 充 され るべ き語 が限 定 され 正 答 に至 る問 題 が相 当数 見 られ た。

〈例17:大 分 県 【3】 〉

前 略

Yu皿i:Igotaletterfro皿afriendof②(ア1イ 皿yウmeエmine)inJapan.Shewantsto

haveapenfriendinA皿erica.Sheisinterested③(アatイonウforエin)

A皿erica.

JohnHowoldisshe?

Yu皿i:Sheisnineteen.Sheisacollegestudent④(アstudyイstudiesウstudying

istudied)English.

後 略

つま り、 これ らの 問題 は 文脈 の理解 を必 要 と しな い問題 で あ り、 出題 者 の意 図 とは異 な る.もの で あ る

と推測 され る。 この傾 向を 明 らかに したの が図5で あ る。 長 文の 空所 補 充 問題総 数465問 の 内、L2

及びL3に 分 類 され る闇題 は50.5%に 留 り、49.5%はL1に 分類 され た。 た だ し、 この ズ レの現 象の

詳細 に及 ぶ調 査 は 、出題 意 図 に関 す る資料 と各 問題 を対 照 す る作業 を待 たね ば な らない 。
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図5:長 文空 所 補充 問題 のL1、L2へ の分類 状 況

L1

230問(49.5%)

L2、 及 びL3

235問(50.5%)

3.2.4.

L3に 分類 され る問題 は 、今 回 の調査 で 最 も少 なか った。 しか し、謂 わ ば 「L3崩 れ」 とも呼 べ る

問題 が存 在 す る。 それ はせ っか くの社 会 言語学 的能 力 を問 う問題 が 、統 制 が 多 いた め、 あ るいは タ ス

クの 設定 に不 備 が あ るため に 単に 言語 能 力 を問 う問題(L1)に 留 って しまって い る問 題 であ る。 出

題者 は 、 これ らの 問題 を吟 味 す る こ とに よってL3に 引 き上 げ る ことが で き る。

<例18:栃 木 県53>

次 の(1),(2)に つ い て、 それ ぞれ □ の 中の こ とが らが 適切 に相 手 に 伝わ るよ うな英 文 を作 れ。

(1) テ ー ブ ル の 上 に ケ ー キ が あ る こ と。

そ の ケ ー キ は 、 久 美(Kumi)が 作 っ た こ と。

(z) 恵子(Keiko)の お 父 さんは 、今 日は とて も忙 しい こと。
お父 さん は、 恵 子 と一緒 に テニ スが で きない こ と。

これ は 、(1)で は 「ケー キ を勧 めな さ い」 とい う勧 誘 の場 面 設定 、 また(2)で は 「恵子 の 申 し出 を断 り

な さい 」 とい う拒 絶 の場 面 設定 をす る こ とによ り、単 に言語 学 的 な適 切 さを超 えて社 会 的 な適切 さを

問 う問 題(L3)に 高 め る こ との で き る例で あ る。

4.ま と め

今 回 の調査 か ら、LinguisticCo皿petenceが 偏 重 され る出題傾 向 が 明 らか に な った 。 また 、3つ の

水準 へ の問題 の分 布 状 況の 検討 に よ り、 各都 道府 県の 出題傾 向に は差 が あ り、 その 差 は コ ミユニ ケー

シ ョン能 力測 定 手段 としての 妥 当性 に 関わ る こ とが明 らか に な った 。

1)LinguisticCo皿petence偏 重 の背 景 には 、 問題 作成 者 の言語 学 的 「基 礎基 本 」 を重視 した出題 意 図

が感 じ られ る。基 本 的な語 彙 、 文法 の 習熟 は英 語 学力 の根 底 を成 す とい う考 えで あ ろ う。 それ 自体 は

誤 った考 えで は ない 。 しか し、コ ミュニ ケー シ ョン能 力育成 とい う視 点 を欠 い た 「基 礎 基 本」 の重 視

は、 従来 通 りの 断片 的 な言語 知 識 の記憶 と機会 的 な ドリル に偏 った活 動 を促 す こ とに な る。 コ ミユニ

ケー シ ョン重 視 の基 礎基 本 の学 習 は、 あ くまで 言語使 用 を前提 に した活動 、 つ ま り文脈 を介在 させ意

味 に重 きを置 いた活 動 の 中で 培わ れ るべ きで あ ろ う。 そ の点 を考 慮 し、 入 試問 題 には 工 夫が な され る

べ きで あ ろ う。

2)理 想 的 な 出題 とは何 で あ ろ うか。 そ れ は、L3に 分 類 され る問題 の み を揃 え る こ とで は ない 。 この

調査 で 分類基 準 と して用 い た3水 準 は 閤題 の優 位 性 を評価 す る尺 度 で は な く、各 問題 は如何 な る能 力

に重 きを置 いて い るか を明 らか に す る基 準で あ る。 この 水準 を構 成 す る3つ の能 力は い ずれ も不可 欠
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なもの で あ る。 入学 試験 問題 の影 響 力 の大 きさ を認識 して 、 明確 な 出題 意 図や 方針 の元 に これ らの能

力へ の 比重 のか け方 を検 討 すべ きで あ ろ う。

5.今 後 の研 究課 題

1)今 回 の調査 で は、 配点 が不 明だ ったの で問 題 の数 で集 計 した。 配点 は出題 者 の 問題 に対 す る重 み づ

けで あ り、 そ こに 出題 の 方針 が反 映 され る。 そ れ を調 査 の 集 計の なか で 考慮 す るこ とがで きれ ば
、 出

題 の傾 向は よ り正確 にわ か るであ ろ う。

2)現 時点 で は、3つ の水 準 へ の理 想的 な分布 状況(=期 待 値)を 割 合 な どで 提 示 す る ことはで きない。

それ を 設定 す るた め の理 論 的 な根拠 に欠 いて い るか らで あ る。 そ の ため今 回 の調 査 で は、 各都道 府 県

の問 題 は3カ テ ゴ リー の 内の い くつ に分 布 して い るか、 とい う点 か らのみ 出題 の適合 性 を検 討 した 。

今後 、 この議 論 を深 め るため には 、理 想 的 な分 布 モデル を設定 す る必 要が あ ろう。 そ のた めに は、 出

題意 図 に関 す る資料 の入 手が 不可 欠で あ る。
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資 料

ρ

資料1:高 校 入 試問 題 デ ー タ ベ ース のキ ー ワー ドー 覧

以下 の 資料 は、 高校 入 試問 題 デ ー タ ベ ースか ら日本 語 キ ー ワ ー ドを抽 出 し、頻 度1件 のキ ーワ ー ドを

削 除 した リス トで あ る。 キ ー ワ ー ド抽 出方 法 は、富 士 通FAIRS-1を 使 用 した。
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俘00188

NOO192

NOO773

MOO194

pOO796

bOO19A

鐸OO200

鵜0202

躍00204

pOO205

意00211

躍00214

溜00215

躍00217

屠00218

創00219

躍00222

膏00223

pOO224

醒00226

pOO237

躍00235

躍OO234

件 数 キ ー ワ ー ド

sBM

zBO

7BP

3BQ

5BTB液

sBa

eBaSO

BBecause

ZBi11

2Both

zBrown

taeC

ヨCA

zCAD

17CD

3CDB

へCDE

2CDF

zCDs

10CE

sCF

sCH

zCM

zCMD

zzCO

zCP

zCPD

3CQ

sCan

eCanada

36Cl

soCu

eCuCl

10CuO

izsD

3DA

DB
sDBE

7DC

sDCB

>>DE

zDEF

sDEG

cDF

zDFG

aDG

3DM

zDO

zDP

zD4

13Do

zDon

54E

一87一



語番号

XOO238

層002へ3

醒00266

躍002"8

崖OO249

置00251

健00253

100257

100260

耀00261

100262

100265

躍00266

躍00268

+oo2zz

躍00276

躍00277

NOO279

耀00282

躍00284

躍00288

躍00291

蹴00293

置00294

㈹0297

聖00298

躍00300

躍00303

躍OO305

鯉00310

置003n

躍00317

躍00ユ21

100323

創00325

躍OO329

望00330

躍OO332

置00333

100337

憩0340

100347

廊00342

躍00コ44

量00345

躍00346

冨00347

冨00348

窟00350

躍00351

NOO354

躍00353

茸OO354

御oo364

量OO565

置00366

"00ヨ アO

lOO373

醒00376

100379

躍00」80

離OO387

AOO393

曜OO395

貨OOコ97

量00401

即00403

躍OO405

躍00407

醒00亀0^

爵00鯛0

躍00412

醒00415

耀00417

躍00418

件数 キ ー ワ ー ド

sEB

izEC

zECF

eED

2EDA

zEDF

7EF

sEG

14EXDBO3

aEmi

szEnglish

zExcuse

2ap

zFA

eFC

sFD

2FDC

3FE

sFG

zFH

3Father

zFebruary

sFor

zFound

76G

sGATT

zGD

zGNP

zGo

toH

12HCl

3Hans

gHave

48He

zHere

2His

2Hokkaido

ヨ3How

1911

21LO

ZIchiro

sIf

aIn

sIs

381t

8J

sJane

3'January

30Japan

15Japanese

2Jim

3Jiro

SJohn

ZKeiko

zKen

zKenji

zKumi

SKyoto

toLOCAL650

2Lasヒ

2Let

zM

sMany

2Maria

zMary

i,May

eMg

gM$Q

"Mike

3Miss

ZMiyazaki

zMonday

Mr
15My

eN

一88一

語番号

躍00419

躍00ゐ20

pOOd27

NOO422

置00423

蕗OO42両

aoon2a

躍OO43t

暫00433

"00へ36

鯉oo碍8

躍00440

pOOh41

Aooan3

㈹o桶6

"00447

㈹04へ8

qOO450

階00451

解OO45亮

躍OOへ58

ガOD461

×00462

aoona3

帰0046へ

彫00へ65

だ00466

pOO468

pOO669

躍00470

躍OO角71

"0047へ

nooon

800478

置00へ79

NOO481

WOO485

茸OO晩89

pOOA92

雌00493

㈹O殉95

pOOSOfi

岬OO509

鐸00510

躍005!7

qOO520

謬OO522

躍00527

尾00528

躍00530

鯉00532

pOO533

κ0053穐

雌00535

甜00536

MOO538

躍00541

鯉OO546

計OO548

pOO551

詳00553

躍00555

MOOSSfi

窟00557

躍00558

躍OO559

躍00560

躍0056ム

計00565

富00568

躍00569

潮00571

彪00575

tlOO57fi

"00577

件数 キ ー ワ ー ド

sNH

sNIBS

77NT

vNa

eNaCI

sNaOH

ZNara

s7No

ZNovember

6h

aOA

70B

zOBC

Aoc

sOD

へOE

zOEC

zoOH

zOP

60Q

ZOctober

20n

zOne

sOsaka

zOur

iop

zPA

apQ

zPBA

sP13C

zapC

2PD

zPKO

zPM

3PO

sPQ

zPR

sPark

3Please

2P地 点、

8Q

59QN

59R

zR

2Rie

16S

13Sp

SSaturday

zSchool

ASeptember

6Shall

39She

zSmi[h

4So

zStates

7Sunday

zSusan

2TV

2Takako

zTaro

7Thank

AThe

zThen

16There

zzThey

8This

zThose

sTo

2Today

bTokyo

3Tom

3Tuesday

ZUnited

17V

zitN



語番号

醒00579

躍00581

置OO584

霞00585

躍00586

躍OO587

即00588

暫00589

露00590

盧00591

NOO592

霞00593

障00594

耀OO596

身00598

慮00600

MOO607

躍00603

pOO605

揮00610

瀞00612

慰00613

齢00614

躍00618

躍00620

鯉oo624

露00626

鳶00627

pOO628

耀OO630

暫006ヨ1

1006Jfi

躍00641

富00647

躍00649

置00650

髭00656

齢00657

謬00658

躍00659

tlOO663

継00664

躍00667

犀OO668

MOOfi69

躍00670

躍006了2

躍OO673

謬OO674

鉗00677

躍006ア8

醒OO6了9

鯉OO680

躍006a2

躍00683

躍00686

躍OO687

躍OO689

躍00690

tlOO691

ぼ00692

即00693

躍00695

ROO697

NOO700

xoo70s

瀞00708

躍00ア1i

醒00714

紺oo了15

書OO716

"00717

瀞00718

雌007ig

件数 キ ー ワ ー ド

30W'1'
2Was
zgWe
zWednesday
sWh
2zP/hat
13When
>>Where
SWhich
aWho
4Whose
3Why
SWill
2Would
4X
sy
zYamada
alYes
eYou
ieZQ
397z
a-
3a-1
za-12
ea-2
za-29
sa-3
aa-3b
sa-9
2a-4b
aa-5
sa-7
7a-b
isab
13able
31about
bafter
zafternoon
dagain
ayea
ball
salong
3always
zsam
lDan
soand
banimals
banother
;answer
zanyone
Sanything
2apartment
3apple
46are
saren
3arrived
aart
7as
4ask
sasked
zsat
2ate
aaunt
<away
tzsb
2b-c
back
nbag
ebaseball
2basketball
77be
>>beautiful
2became
>>because

一89一

語番号

霞00720

"00ア22

NOO723

厚00724

濯00725

pOO727

pOO728

躍00729

bOO730

舘00731

鐸00733

㈹0了34

bOO735

ガOO736

pOO737

躍00740

鯉00741

躍00743

㈹0ア45

鯉00746

躍00747

躍00748

"00了49

躍00752

舘00ア56

甜00757

催00761

MOO762

pOO764

躍00765

pOO766

鐸00767

NOO768

躍00ηO

XOO773

齪007了4

だ00η5

彪007了8

健00779

躍00783

躍0078南

xoo7ae

pOO790

AOO792

遅00794

㈹0ア95

翻00797

鯉00ア99

甜00800

躍00802

訂00803

saosoa

暫00805

㈹0807

pOO809

kOO871

躍00813

躍00814

MOO817

躍00819

躍00822

躍00826

揮00831

躍00832

書00833

糊OO83轟

pOO835

躍00840

鯉00841

鯉00842

奮00846

暫00848

NOO850

pOO851

件数 キ ー ワ ー ド

zbecome

sbed

13been

3before

abegan

3begins

4belong

gbest

i2better

Abetween

7big

Abiggest

nbird

abirds

Abirthday

73book

>>books

3born

Zbottles

bbought

sbox

3boxes

4りoy

dbreakfast

brother

3brought

Abuilding

6built

abins

abusy

3but

ebuy

zibY

82C

3cake

zocal

vcalled

13came

sacan

3car

zcard

3carried

3catch

Acaught

Zchance

zchange

3children

acities

Scity

Sclass

3classes

Aclassroom

aclcan

2climb

zclock

Zclosed

ac}ub

azbcm

Scold

2collecting

scome

3computer

Acooking

8could

3couldn

4countries

10country

aculture

2cultures

zcup

63d

>>day

sdays

Zdecided



語番号

躍00854

解OO856

露00857

躍00858

暫00860

躍00861

tlOO862

離OO865

躍00867

翻00868

躍00869

MOO870

pOO875

qOO877

暫OO879

pOO881

鯉00882

pOO885

謬00886

MOO887

pOO889

鐸00890

"0089ユ

翻00892

暫00894

躍00898

qOO899

躍00903

躍OO904

継00908

躍OO912

WOO914

NOO915

鐸00916

躍OO91了

樽009↑9

離00920

謬00921

謬00924

MOO925

pOO926

pOO928

pOO929

tlOO930

MOO931

躍00932

暫00934

pOO975

"009ヨ6

躍00937

kOO941

醒00943

謬00944

躍00946

pOO947

創00948

MOO949

紺00950

躍00953

pOO954

pOO955

pOO957

MOO959

躍OO960

躍00961

pOO962

pOO963

齢OO965

健00966

MOO967

魔OO968

pOO969

即00971

躍00972

書00973

齢00975

件数 キ ー ワ ー ド

zdesk
7dlctlonary
35dld
zodido
10different
7difficult
bdinner
3sdo
sdoes
zdoesn
sdog
sdoing
adon
zdown
2drawing
3dream
4drink
4during
sse
beach
eearly
zearth
aeasy
2eat
4eight
7enjoy
Senjoyed
sever

severy

3expertence

4f

Zfamilies

sfamily

Stamous

zfar

2faster

3fastest

10father

zfestivals

sfew

zfifteen

2find

2fine

Zfinish

3finished

tzfirst

4fish

7five

Zflower

yflowers

zfood

a<for

Sforeign

bforget

zforty

sforward

sfound

e(our

iofriend

7friends

iefrom

2fun

87g

sgame

3games

2garden

zgave

>>get

sgets

らgir1

2give

2given

3glad

3glass

2790

zgoes

一90一

語番号

躍00976

YOO977

躍00979

xOO987

虚00986

躍00991

躍00992

躍00993

躍00994

KOO997

躍01000

醒01001

pO1003

×01005

鯉01006

pO1007

舘01008

祀1009

謬01012

酵01013

躍01016

躍01017

tlO1018

躍O1019

躍01020

鯉0102t

pO1022

bO1023

躍01026

pO1025

離01026

謬01027

齢01029

躍01031

躍01035

鐸01036

謬01037

躍01039

tlO1040

#01041

㈹104自

躍01046

pO1047

謬01050

aoiosi

躍0!05殉

躍01055

酵01056

801057

躍01058

pO1059

催01062

pO1066

鐸01068

健01069

pO1071

×01072

躍01073

μ010ア5

ガ01076

謬Dio77

計01078

謬01079

離01080

躍01081

謬01083

躍01084

身01085

pO1086

鐸01089

pO1090

酵Oto94

鯉01095

鐸01096

tlO1098

件数 キ ー ワ ー ド

isgoing

32gOOd

ヨgot

zgreen

sgrow

839重

219重cm

nh

13had

3hand

6haPPY

>>hard

21has

48have

zhaven

ヨ6he

ahear

Sheard

lhelp

Zhelped

s2her

ahere

zhers

3high

ehim

zhimself

]4tl15

4history

shobby

2holiday

zholidays

iohome

Shomework

shope

3hour

nhours

7house

3houses

izhow

Zhundred

2ideas

>>important

108in

〉>interested

BSnteresting

3invito

invited

21nvltlng

921S

為1sn

5211

2joln

2kW

2keep

zkeeping

skg

20kg重

14kg重m

ekind

2kinds

4kitchen

2skm

4knew

zaknow

zknown

191

21ake

zlakes

zlanguage

ユ11ast

21ate

71earn

61earned

31eave

71eft



語番号

躍01099

露01101

胃01103

童01104

躍01105

/OitOfi

窟OUO7

置01108

101109

躍01110

NO1112

置01113

×01114

置ou15

躍On16

厚oロ18

露01119

鯉OU20

'01122

躍01123

茸OU24

営01126

AO1127

営OU28

齪01129

∬0113Q

躍01132

躍OU34

躍01135

置01137

躍01138

置01139

置01140

∬01143

躍011肉4

置01145

㈹n47

望OU49

鳶01150

露0!155

醒01156

躍OU57

膏0口59

鯉On61

!01163

謬0116へ

AO1165

露01166

擢01167

仔01169

㈹n70

AO1171

書01173

露01175

醒011ア6

置Ol177

π01178

101180

犀011a1

躍01183

澱01184

躍01187

101188

101189

AO1190

暫01192

置OU9ヨ

躍01194

翼0、197

躍On99

髭01201

躍01203

"0120亀

罫01205

JO1207

件数 キ ー ワ ー ド

ヨlend

21esson

gletter

Zletters

121ibrary

alife

3凸iike

31iked

zlikes

Slisten

711stenlng

コlittle

alive

Slived

olives

8玉1Vlng

gu

1410ng

Alook

ziool<ed

14100king

z]ost

ielof

Aiove

blunch

63m

zm-b

amA

10made

smake

smaking

ヨman

somany

emb

ヨ6me

3meet

3member

smet

4milk

amine

sminutes

zml

zmn

Smonth

smonths

amore

4mornlng

most

17moしher

Smountain

mountains

zmove

i2much

iemusic

4must

4imY

79p

zn-2

ename

Znature

linear

zneed

snever

znew

2newspaper

lOnext

3nice

night

5110

>>not

snow

znurse

zo

ssof

soften

一91一

語番号

厚01209

躍01209

岸01211

霞01212

μ01213

MO1215

劇01216

〃012田

彫ol221

pO1227

仔01225

AO1226

躍01227

NOIZZB

qO1229

801230

pO1237

冨01239

躍01241

potznz

灯012殉7

躍01248

qO1249

NO7410

bO1217

kO1252

μ0125ヨ

卍Ol257

"0125り

躍01260

躍o】261

nOt265

uOt26s

NO12'/7

pO7272

畔01273

躍Ol27売

bO1275

躍01276

κ01277

bO7281

pO12b2

"0128コ

㈹12肪

躍01286

uotza7

解012昌B

aO12D9

解01291

NO1293

pO1294

鯉01296

彪01299

躍01301

pOt302

霞01503

岸01304

×01105

bO1307

xot30a

却OBIO

遅oB11

遅Ol312

躍0131炬

却01316

"013四

XO13ZO

pO7327

"01322

躍01324

即01326

π01ユ27

彫01328

×01329

π01330

101)1fi

件数 キ ー ワ ー ド

i701d

zolder

9071

zoncc

vone

30pen

zopened

gor

Bother

70ur

zown

4P

zpainiing

bpaper

4parenしS

gpark

18pcople

3piano

Spicture

ep .fctures

7P】aces

Zplane

12play

fiplayed

4.player

6P】aying

please
bpopular

practice

practicing
3present

'question

train

zran

re

Bread

greading

zready

3records

3fCd

rice

9 .r .ighし
3river

6roonl

arun

Arunning

zzs

3said

asame

asaw

asay

21school

Sscience

ssea

;season

3seasons

3SOOOnd

zosee

2seeing

scen

3send

sSCnf

seven

zsshe

Zshop

Sshould

llshow

ashowed

bsick

Ssince

ssinger

3singing

アsister

tsit

4sitting

2sky



語番号

pO1337

躍01341

躍013娼

置01ヨ44

躍01ヨ45

躍013雨6

即01348

潔01550

"01352

鯉01ヨ54

躍01355

置01357

×01359

NO1360

離OB62

醒01363

醒01364

鯉01367

NO1368

躍01370

厚0137!

躍01372

躍01373

AO137d

置OB75

躍01376

躍01380

AO1781

鳶01382

卍01383

MO1385

NOIJBfi

101387

躍01388

pO1389

躍01390

暫01391

YO1394

!01395

暫01396

環01398

KO1406

躍01407

置01408

pOlhO9

101410

躍01唖U

pO1412

躍01413

ぼ01鳶15

鐸0141了

躍01418

tlOld19

躍01420

置01421

rofa22

拶0142コ

XO1427

訂01々29

祀1430

鯉01431

麗01432

`01433

"01嶋4

営01436

"01437

躍01440

躍01凸42

MOtdd4

躍01445

躍01446

粛014ヘ ア

101449

躍01450

暫01452

窟Ot454

件数 キ ー ワ ー ド

Ssleep

2small

YSitOW

zoso

some

>>something

2son

4SOO71

zspace

zspeak

zspeaking

zspend

3spoke

espoken

2sport

ssports

aspring

Zstanding

ヨstarted

4statlon

7stay

3stayed

4staying

2stood

stop

3store

Sstreet

3strong

Zstudent

8students

10studied

Zstudies

izstudy

4studying

3subjects

zsuch

lOsummer

Zsurprised

Sswim

3swlmmlng

77t

3table

btake

2taken

ztakes

Ztaking

sta]k

Stalked

stalking

Staught

ztea

3teach

>>teacher

3teachers

zteaches

Zteaching

istell

sten

15tenn1S

zth

gthan

zthank

2athat

issthe

6their

10them

s2theye

zothey

sthing

sthings

ethink

2thiTd

3thlTCy

20this

Zthought

isthree

一92一

語番号

躍01456

ガ01461

だ01A62

pO1463

pO1664

躍0!465

pOlh6L

"0146ア

岬01468

躍01470

胃01471

pO1472

×01475

躍01476

躍01478

pO1479

"01娼O

瀞01481

潔0148自

躍01486

pO1491

xO1493

kO749q

曜01495

pO1496

pO1497

pOibgA

鐸01"99

xO1500

MO1502

躍01505

躍01506

計01507

NO7508

甜01509

pO1570

NOIi12

舘ob16

酵01517

pO7518

躍01520

MO1521

pO7523

躍01524

厚01525

NO152fi

MO1527

躍01528

×01529

801530

NO7573

祀b34

鯉01536

×01537

肥1538

祀1539

NOli40

雌015'11

bO1542

qO1543

μ015向4

pO15A5

離01546

躍015売 ア

㈹15鵡8

甜01549

躍01551

躍01552

801553

MO15i4

厚01555

躍01559

μ0156ヨ

霞01565

MO7567

俘01568

件数 キ ー ワ ー ド

zthrow

etime

stimes

stired

23410

Stodgy

together

told

'tomorrow

ISiOO

vtook

2top

5しown

4train

travel

2しree

strees

3tried

ztry

2turn

12tWO

guncle

4under

12understand

Zunderstood

14up

i2us

lO.use

i2used

busually

へve

zovery

Zvillage

冒V1sit

lOvisited

2visiting

swalk

zawant

5wanted

owants

sawas

Zwash

4wasn

swatch

Zwatched

3watchSng

ヨwater

14way

sways

12we

7week

sweeks

zwelcome

nwe11

16went

iswere

8what

awhen

6where

AWFIICh

3while

zwhite

18who

whose
',why

zewi11

3window

Swinter

3swith

without

swoman

wonderful

4work

Zworking

6worid

swould



語番号

躍01569

醒01570

岬01571

躍01572

躍01573

躍01574

躍01576

躍01578

躍01580

xoisa2

餅01584

書01585

YO1586

麗Q158了

NO1592

営O1593

凝01597

鱒1598

躍01601

×016D2

pO1604

だ01605

屏OlbO6

齢1611

躍01612

鱒016、5

NO1617

躍01618

灘D1619

膏016?1

躍01624

鯉01626

躍01627

躍01629

躍01631

窟01632

10163fi

童01638

耀01639

躍01660

鯉01541

即01642

躍016◎3

露01644

躍01646

量01647

躍01649

置01650

醒01651

躍01653

躍0165A

醒01655

10165fi

置01659

祀1663

窟01665

塵01667

麗o!67t

躍0!672

躍01677

露01679

猷01682

厚01683

麗01686

躍01687

富01688

耀01689

置01691

置01692

露0169へ

01695

01696

01703

0izos

O1710

件数 キ ー ワ ー ド

5write

3writing

了writヒen

swrote

seex

zx-

10x一 ユ

アx-1G

ex-12

ax-13

3x-15

zx-17

zox-2

2x-20

ex-2Y

17x-3

ax-3Y

14x-4

zx-4Y

sx-5

3x-5Y

lOx-6

3x-6y

ex-8

x-9

13X-y

sxcm

zxkm

>>xy

;錨 一3y
2x回

2x個

5x人

2x枚

z7ay

2y-2

ay-3

zy-3x

2y-x

syear

14years

zyellow

7yesterday

133YOU

zyoung

zoyour

2yours

2y円

3y個

3y座 標

2y軸

島 人
5あ ざ

2あ や

7い く

2い た こ

9い ろい ろ

30え

10お

2お こた

2お こり
2お じい さん

2お じさん
4お だ

2お でん

3お ばあ さん

2お もかげ

2お 金

6お 互 い

2お 父 さん
'2か すか

5か な

2か れい

一93一

語番号 件数 キ ー ワ ー ド

pO1714

×01715

躍01716

pO1777

躍01719

露01725

m1727

躍m728

却01730

MO1737

鐸o官32

躍01734

塵01736

膏017ら3

僻01744

躍01747

"o、 了も5

岸01751

躍01ア53

Moi7sa

MO1759

置01760

m1770

露01771

鯉01772

躍01773

仔01777

解Ojη9

げ01784

801790

厚01ア92

dO1794

×01796

岸01798

MO1799

躍01801

謬01803

酵m804

厚01806

げ01809

齢01811

㈹1812

躍01814

謬01816

ガ01817

qO1818

NO1823

躍01824

訂01826

MO1829

湖01830

㈹t8三1

×01832

4018ヨ5

aoia37

uoieaa

"018鳶4

貫018嶋

爾01847

qO1849

嶋1851

MO1856

NO1859

僧O、861

bO1865

pO1867

qO5870

pO1871

κ018了3

pO187i

pO1878

qO1887

NO1887

qO1884

NO7885

3が ら
2が らくた

2が り.
7き れ い

9ぎ

2け い

2こ ずえ

10こ とば

2こ まやか

2ご

3ご み

12さ

2'さ そ り

4し だい

2し ん

3す い
2す い塩酸

2す み

3せ き
5せ つ

2た がい
4た ち

3と うもろこし

6と が

2と く

2と び

10な ければな らない
2な つ

2は げ

2び ん

8ふ く

2ふ だん
3ぶ どう

2ぺ か らず

4べ き
12み

3む だ
2め しべ

4も と

3ゆ とり

診ゆれ
7よ う

5ら

9り ん ご

2ろ う

1539ア

11ア シ ア

2ア セア ン

2ア ダム

2ア パ ル トヘイ ト

9ア フ リカ

2ア ヘ ン

2ア ホウ ドリ
3ア ミノ酸

∬ ア メリカ
7ア メ リカ合衆国

2ア ラビア
5ア ルカ リ

3ア ルカ リ性

5ア ルプス

3ア ル ミニ ゥム

2ア ンデス

7ア ンモニァ

}s98イ
3イ オン
15イ ギ リス

6イ ス ラム

2イ タ リア

2イ ラク
2イ ンカ

3イ ンカ帝国
2イ ンダス

6イ ン ド

6イ ン ド不シア

3イ ンフレ



語番号

鯉01886

MO1888

鯉01891

躍01901

躍01902

pO1904

101905

roigoa

㈹ 四 〇9

鳶01910

置01911

彪01918

pO1979

即01922

身01923

訂01924

NO1926

露0192了

翻019コ2

pO193d

鯉01935

躍01937

MO1944

祀1945

MO19Mlfi

猷01948

齪01949

pO1952

祀1957

pO1962

鯉01969

躍01970

㈹19ハ

置019召

薄01975

NO1979

健01983

107987

101988

漂01989

ioissa

暫02001

躍02006

rozooz

醒02009

躍02010

tlO2015

置02020

AO2024

fO202fi

窟02029

NO2037

躍02032

躍02033

躍02035

即02036

謬02038

霞02040

醒02042

m204了

解02051

MO2057

pO2059

躍02060

躍02061

MO2052

躍02064

MO206fi

穿q2069

躍02070

露02075

躍02077

NO2080

曜02086

躍02088

即02092

件数 キ ー ワ ー ド

6イ ン フ レ ー シ ョ ン

18訓 ウ

4ウ ィル ソ ン

161i工

2エ ア ウ イ

2エ イ ウ ア

3エ ジ プ ト

2エ タ ノ ー ル

11エ ネ ル ギ ー

2エ ネ ル ギ ー 源

3エ ネ ル ギ ー

320.オ

9オ ー ス ト ラ リア

3オ ー ム

2オ ー ス ト ラ リア

4オ ー ム

2オ ア シ ス

3オ イ ル シ ョ ッ ク

9オ ラ ン ダ

2オ リオ ン

2オ レ ン ジ

147カ

2カ イ ロ

3カ エ ル

4カ カ オ

4カ タ カ ナ

2カ ト リ ッ ク

7カ ナ ダ

4カ ル テ ル

4カ ロ リ ー

3ガ ッ ト
.3ガ
マ

4ガ ラ ス 管

3ガ ン ジ ー

65キ

2キ ュ ー バ

2キ リス ト

33ク

2ク ウ ェ ー ト

2ク ッ キ ー

3グ ラ フ

22ケ

2ゲ ー ム

12コ

2コ ー ヒ ー

3コ ー ヒー 豆

2コ ッ フ●

2コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

3コ ロ ン ブ ス

2コ ン ビ ナ ー ト

4ゴ ム

鵡 サ

2サ ー ビ ス

2サ ー ビ ス

5サ ウ ジ ア ラ ビ ア

2サ ッ カ ー

3サ バ ナ

5サ ミ ッ ト

7サ ン フ ラ ン シ ス コ

5ザ ビ エ ル

2シ ベ リ ア

苑 シ ラ ス

2シ リコ ン

2シ リ コ ンバ レ ー

4シ ル ク ロ ー ド

3シ ン ガ ポ ー ル

2シ ン ポ ル

2ジ ミ ー

4シ ョ ン

2ス

2ス キ ー

2ス ケ ー ト

2ス テ ッ プ

11ス ペ イ ン

3ス ポ ー ツ

2ス ミス

一94一

語番号

だ02097

MO2099

MO2100

躍02Ul

qO2773

KO2114

躍02115

鯉02116

酵02Ug

MO2122

pO2127

㈹21JJ

MO2135

×02162

tlO21x4

訂02149

NO2150

躍02151

pO215fi

謬02160

だ02161

kO2162

NO2163

穿02169

躍02170

×02171

岬02175

㈹2!ア6

卍02178

MO2181

厚02182

MO2183

×02186

躍02190

MO2195

AO2198

NO2202

躍02203

×02209

謬02210

鯉02211

UO2213

qO2217

躍02219

置02220

鯉02221

置02225

pO2227

祀2228

躍02238

齪022旧

XO2262

μ.022苑9

NO2254

pO2257

謬02258

NO22fiC

鐸02264

躍02265

KO2268

qO2212

躍02281

躍02282

pO22A3

NO2285

pO2289

離02290

pO2295

躍02296

彪02298

pO2302

置02306

NO2307

鯉02308

躍02309

〃02コ12

件数 キ ー ワ ー ト

2セ

2セ キ エ イ

2セ キ ツ イ

;張 能 響邦
4ソ 連

2タ ー チ ン

2タ イ

3タ ク シ ー

2タ ン ポ ポ

3ダ

3チ ャ ボ

3チ ョ ウ

3テ ニ ス

4テ レ ビ

2デ フ レ

2デ フ レ ー シ ョ ン

20デ ソプ ン

3ト ム

2ド ー ナ ツ 化 現 象

3ド ア

10ド イ ツ

2ド イ ツ 共 和 国

3ド ル

6ナ イ ル

2ナ ト リ ウ ム イ オ ン

2ナ ン シ ー

3ニ ー ズ

3ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

3ニ ュ ー タ ウ ン

2ニ ュ ー デ ィ ー ル

3二 ・ユ ー デ ィ ー ル 政 策

2ニ ュ ー ヨ ー ク

3ノ ー ト

2ハ チ.ユ ウ'

2ハ ン

4バ ス

3ノ てス コ

2バ リ ウ ム イ オ ン

2バ ル カ ン

2バ ル ト

4ノ ぐン.ド ン

3パ ナ マ

2パ ル プ

2パ ン

5パ ン パ

4ヒ マ ラ ヤ

2ヒ メ ジ ョ オ ン

2ヒ ン ズ ー

2ビ ル マ

2ピ ア ノ

2ピ カ ソ

6ブ イ ヨ ル ド

3フ ラ ス コ 内

8フ ラ ン ス

2フ ラ ン ス 革 命

2フ ロ ンガ ス

7ブ ド ウ

6ブ ラ ジ ル

4プ ラ イ バ シ ー

2プ リ ン ト

2ヘ ク トパ ス カ ル

2ヘ モ グ ロ ビ ン

3ヘ レニ ズ ム

2ベ ネ ジ ク ト液

2ベ ル サ イ ユ 条 約

3ベ ル リ ン

3ペ リー

2ベ ル ー

2ペ ル シ ア

3ホ ン コ ン

3ボ ー ル

2ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

5ポ ー ッ マ ス

4ポ ー ロ

5ポ ツ ダ ム



語番号

04375

02317

04319

02320

02321

02323

02330

02333

0233n

O23へ0

02342

02346

02aso

O2351

02354

02362

023fi5

0236fi

O2380

02381

02382

02397

02388

02389

02393

02394

02395

oz

oz

oz

O2

0z

oz

oz

O2

02

0z

oz

oz

O2

02

02

02

02

0z

0

0

0

0

0

oz

O2

0z

oz

oz

oz

oz

O2

02

02

0z

oz

O2

02

0z

of

O3

0s

lC

15

2a

23

24

zs

27

29

31

34
5

4

5

6

7

z

3

6

59

6fi

fiB

69

71

79

80

B1

83

85

86

89

1

z

3

5

9

02soi

O2504

02506

0zso7

02509

025

0zs

o2s

O25

02s

ozs

z

3

a

fi

7

a

件数 キ ー ワ ー ド

3ポ ル トガ ル

5マ グ ニ チ ュ ー ド

5マ グ ネ シ ウ ム

8マ グ マ

2マ ス

2マ セ'ラ ン

3マ ニ ュ フ ァ ク チ ュ ァ

5マ ル コ

4マ レ ー シ ァ

5ミ シ シ ッ ピ

2ミ ス

2ミ リノく一 ノレ

3メ ア リ ー

2メ ガ ロ ポ リス

2メ ス チ ソ

2モ ノ

6モ ンス ー ン

3モ ンテ ス キ ュ ー

3ユ ネ ス コ

3ヨ ー ロ ツノく

4ヨ ー ロ ッ パ 共 同 体

2ラ イ ン

2ラ テ ン

2ラ テ ン ア メ リカ

3リ ア ス

4リ ア ス 式

6リ ア ス 式 海 岸

351ノ レ

3ル ー ル

2ル ソ ー

2ロ ー マ

7ロ シ ア

4ロ ッ ク

5ロ ン ド ン

4ワ イ マ ー ル

2ワ シ ン ト ン

3ワ シ ン ト ン 会 議

2ワ ッ ト

2ワ ニ 類

48S2

a3rz

2Racm

azncm

3nr

2nX

5愛 知県
4悪 化
2圧 縮
7圧 力
2安 全

安全保障
安全保障理事会
安土
伊藤博文
1位 置

位置エネルギー依存

5偉 大

委員会
意外

難
意思
1意 味

為替
3為 替相場
6移 動
2維 管束
2維 持
5違 い
7違 憲立法審査
5違 反

2遺 産

5遺 伝

2医 学

2医 療

一95一

語番号

02szs

O2526

0zsze

O2530

02533

0253へ

025自1

azzaz

O25hA

O25h9

02557

0zsss

ozsss

O2556

02s

O25

025

025

025

z

fi

7

B

9

025?4

azs7s

O2578

02579

02580

02583

02584

025

0zs

ozs

O25

02s

ozs

oz

oz

oz

oz

oz

O2

0z

O2

02

0z

oz

oz

fi

9

0

3

5

fi

97

00

01

0z

o%

07

12

13

14

玉7

zi

28

02629

oz

oz

O2

02

0z

O2

02

35

ユ7

39

dO

41

A3

44

026x8

oz

O2

a2.

02

02

02

0z

oz

az

a2

0z

O2

0z.

02

02i

oz

oz

O2

0z

O2

0z

49

53

59

62

63

G4

67

68

69

74

75

18

ア9

a

q

7

9

1

6

8

9

02700

a270i

件数 キ ー ワ ー ド

2一 員

2一 院

3一 元 一 次 方 程 式

2一 口

8一 緒

4一 人

ヨ ー 直 線

6一 定

3一 般 協 定

6一 辺

2一 面

3一 問

9一 例

z-

2印 刷 枚数
4院

3院 政
3陰 極

2陰 極線
3宇 宙

2羽 毛

2運 転

12運 動

ヨ運動 エネルギー
3運 命

5雲

7影 響

3

栄養分
永遠
英語
英同盟
英文
2衛 星

12液

5液 体

3駅

33円

19円0

3円 高

コ円周

30円 周角

2延 長

2演 奏

3鉛 筆

4塩

5塩 イヒ斗勿イオ ン
5塩 酸

9塩 素

3塩 素原子

2塩 素分 子
2奥 さん

;農羽
2横 断
5横 浜

3黄 色
4岡 山

2沖 縄

2屋 根
6温 暖

5温 暖前線

17温 度
t2音

2音 楽

10下

2下 一段
4下 関

3化

6化 合

2化 石

22仮 定
2何 か

2何 度

5価 格

13価 値
2価 値観



語番号 件数 キ ー ワ ー ド

0270d

O2706

0zzoe

O2709

02了

027

027

0zz

O27

0z7

027

0zz

a

7

9

ozzzo

O2723

02724

02725

0228

02了29

02730

02732

02733

02了34

02735

0273b

O2召7

02738

02739

027嫡

02747

02748

02749

0zzsi

os7ss

O2756

02759

02764

0276fi

O2767

02769

02772

02773

02774

0zns

O2776

02ア77

02778

oz77

0278

0zte

O2ア8

02za

02786

02789

02了9B

ozaoz

O2807

02804

02805

0280fi

O2807

02809

0zaiz

O2827

02823

0282fi

o2a27

028コ0

02831

0～832

02833

02邸4

028ヨ5

02837

02818

02邸9

2加 工
5加 熱
10。可
6可 とする
2可 決
2可 能
4可 能性
2家
7家 計
2家 康
8家 族
3家 畜
9家 庭
2家 法
5科 学
2科 学技術
2科 学的直観
2科 学文明
2果 実
2果 樹園
4歌
6河 岸段丘
2河 川
2火 山
6火 山灰
6火 山活動
2火 山岩
2花 束
3花 粉管
2華 僑

縷
14過 程

3過 半数
'12画

5会 議

2会 話

2解 き方

8解 散

1麗 縮
37解 答 例

3解 放

2回
3回 数

2回 転移 動

5回 復

3快 晴

3改 革

4改 正

3海 外

2海 岸

4海 岸 段丘

8絵

2開 発

2開 放

10外

4外 角

B外 国

2外 国為替相場

2外 国語

6外 国入

2各 地

8拡 大

6核

5核 家族

5確 保

2確 率

2確 立

2覚

84角

コ 角A

12角ABC

lo角ABD

ア角ABE

一96一

語番号 件数 キーワー ド

028

028

028

028

028

0

4

8

9

0

02851

02852

0285d

O2855

oza

o2s

oza

O28

028

a

a

O

a

O

O

a

a

8

fi

a

O

}

z

7

87ヨ

87へ

877

880

887

882

B

028

0za

oza

O28

028

oz

oz

O2

0z

O2

02

0z

O2

029

oz

oz

oz

oz

O2

0z

O2

0

0

a

O

C

O

a

e

a

a

a2

0z

oz

oz

O2

0z

O2

02

0z

oz

oz

oz

oz

oz

O2

02

0z

oz

8

9

1

2

3

7

00

a

a

O

O

a

0

1

z

s

fi

77

20

21

26

29

15

93fi

03a

O30

030

030

37

3B

42

43

4d

4fi

ゐ7

49

57

Sh

59

62

7s

ア6

77

78

80

82

83

8E

B7

88

89

fi

8

晦角A.BF

6角ABP

12角ACB

lo角ACD

5角ACE

2角ACF

自角ACP

lo角ADB

3角ADC

3角ADE

4角AEB

3角AEC

7角AED

4角AEF

2角AGF

2角AMQ

ヨ 角AOB

3角AOE

2角APB

3角APC

2角APQ

6角B

8角BAC

9角BAD

4角BAE

3角BAF

3角BAP

.2角BAT
4角BCA

5角BCD

6角BCE

3角BCF

2角BCP

5角BDA

3角BDC

5角BDE

2角BDP

2角BEA

4角BEC

2角BFD

2角BFE
2角BOC

2角BOP

2角C

3角CAB
lo角CAD

3角CAE
2角CAQ

4角CBD
4角CBE

4角CDB

5角CDE

2角CDF
2角CDQ

ヨ 角CEB

2角CFD

2角CMD

5角DAB

5角DAC

5角DAE

3角DAF

2角DAO

2角DBC

3角DBE

2角DCA

2角DCB

へ 角DCE

2角DCF

ヨ 角DEB

3角DEF

2角DEG

2角EAB

4角EAD

2角EAO

3角EBC



語番号 件数 キー ワー ド

03

07

03

03

03

03

03

03

03i

O3

zz

2e

25

30

31

32

33

3B

39

へ2

oiosa

oiosi

Oユ054

03

03

0ユ

03

03

ヨ

ユ

1

3

3

3

03

03

0」

03

03

58

6h

67

74

O

fi

6

7

a

11

tfi

zi

3ヨ

39

娼

49

03151

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

31

7

7

3

3

3

03

03

0

7

7

3

03

0コ

03

03

03

03

03

03

03

52

53

55

Sfi

58

S9

1

z

3

4

6

8

9

70

77

7fi

了8

0

oz

O3

0S

Ofi

O7

08

10

73

0321fi

Oヨ2tア

032

032

0コ2

032

032

032

0コ253

03234

03237

2角EBD

2角ECA

2角ECB

コ 角EDB

4角EDC

3角EDF

2角EDG
2角EFC

2角EFD
2角EGD

2角FAE

2角FAG

2角FBC

2角FCE

3角FEC

2角FED
2角GFC

2角OAC

5角OCA

4角PAB

5角PAC

2角PBA

2角PBC

2角PDA

2角PQB

18角R

へ 角x

2閣 議

7学 校

2学 習

3学 制

1

1

学問
割合
活
活動
活発
2株 式
2株 式会社
2株 仲間
4鎌 倉
3乾 燥
2寒 冷
9寒 冷前線
8勘 合
6完 全
2感 覚

感受性
感情

離欝

4漢 字指定
8環 境
2環 境庁
2監 視
2看 板
3管
3管 理通貨
3管 領
2簡 潔
3簡 単
7肝 臓
2観 察
6還 元
2間 接税

1糠 民主制
関所
関数
関税
関税自主権
関東ローム

羅
岩石

一97一

語番号 件数 キーワー ド

03239

03240

032

032

032

032

032

032

0325

0325

t

z

3

03257

03261

03262

03266

03267

03269

03270

03277

ヨ272

3273

3274

3276

32了7

03279

32

32

32

32

32

032

033

033

03ヨ

}

a

O

z

4

03307

330A

3310

3373

331fi

ヨ317

0

0

a

O

O

3コi

332

332

332.

3321

3327

3335

337

33

33

3

3

3

3

3

3

コ35

3

7

ヨ

3

3

fi

fi

fi

fi

7

8

3

70

03377

03372

03コ77

3378

37

33

33

033

33

033

0ヨ3

3a

z

3

4

7

z

a

7

0

3AO1

03402

03aoa

5企 業
2企 業連合
3危 機
7危 険
2器 官
3基 本
6基 本的人権
3基 本法
2奇 数
6希 望

;騰 類
3機 関

気圧
気温
気候.
気孔
1気 体
2気 体A
2気 体B
2気 分
2季 語
7季 節
8季 節風
4規 則
2規 模
5記 号
2記 述
2軌 道
3技 術
2疑 問
4義 務

1

z

z

3

6

q

嶽 蕎
義院内閣制
義決
2鞠

5吉 野

2客 観的

2客 人

逆
逆流
吸収
急
急激
2牛 肉
3牛 乳
6拒 否権
2許 可
6距 離
2漁 業

京都供給

共生共
通
共鳴
協力峡湾

3強 さ
2強 調
2恐 怖
3教 育
2教 育基本

教師

叢
駈岩
曲

勤勢
2均 衡

2禁 止

2筋

朧



語番号 件数 キーワー ド

oa

O7

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

034

03

03

03

03

03

03

03

OS

1

3

5

6

7

9

za

zz

2fi

29

30

32

33

5

5

5

5

5

z

8

2

60

0346fi

O346ア

03

03

03

03

03

03

07

70

73

76

77

86

87

96

03500

03505

0350fi

O3509

035

035

035

035

035

035

035

0ヨ5

a

1

6

8

9

a

i

9

03530

on

O3

03

03

03

03

03

03

03

035

035

035

035

0

0

a

a

a

5

5

03

03

0コ

03

03

0

03

a

Oユ

a

O3

03

5

fi

7

a

5

4B

O

z

3

噛

7

0

亀

5

6

7

B

70

71

72

ZS

n

78

BO

8Z

a3

87

88

89

91

4菌 類
4金

3金 魚
3金 星

2金 属

2金 属線

2金 融

3銀

2銀 行

3区 別

3苦 労

2具 体的

3空

4空 きかん

31空 気

4空 港

2空 中

4釧 路

2君 主

2係 り結 び

2傾 き

6傾 向

2兄 さん

2兄 ち ゃん

6形 容詞

3形 容動 詞

3敬

2景 色

4経 験

1。 経 済

～4計 算

12計 算 式

2激

3穴

2結 びつ き

10結 果

5結 晶

5血 液

13月

2健

3健 康

2健 二

2兼 業

2兼 業化

ヨ建物

9憲 法

5権 限

6権 利

3権 力

19県

2見 当

2見 方

2遣 唐使

3元
3元 一次方程式

2元 気
2原

2原 形質

2原 子

2原 則

原点

原油

原油 価格

原理

原料
2原 料品

～2減 少

2源 氏物語

2源 泉

2現 金

4現 実

3現 代

2昔 き五
ロ ロロ
1ア 言 葉

2限 界

16個

一98一

語番号 件数 キーワー ド.

0ヨ

03

03

03

03

0a

92

94

9ア

a

O

O

OJ60

05

03

03

03

07

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

0ユ

oユ

03

03

03

03

03

03

0」

036

03

05

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

1

zo

Zi

zz

2fi

z7

29

30

コ2

33

8

1

崎

F

9

57

57

SS

57

59

z

4

5

fi

7

8

9

za

為

T2

77

7

ア

8

8

A

90

91

93

98

03701

03709

0ヨ712

03719

03722

03727

03729

03了30

037コ1

03召4

03735

03737

037

037

asp

O37

037

1

5

7

a

4

0ヨ755

07758

01762

03770

03zzi

O3774

03778

01782

0378ユ

03788

3個 人

4個 数

3t呼 吸
2固 体

2固 有
3故 郷

7湖

4五 人組

2五 大湖

2娯 楽
3後 悔

3御

3御 家人

3御 成敗式 目

2語

2語 句

2誤 解

9誤 字

ユ交換

2交 換比率
5交 点

6交 流
11光

26光 合成

2.公 園

2公 開

3公 害対策

4公 害対策基本法
10公 共

2公 共料金
2公 式

2公 職
2公 職選挙

3公 職選挙法

4公 正取引

6公 正取引委員会

3公 聴会

2公 定歩合
3公 的扶助

15公 転

4効 果

5効 率
4口

10向 き

5向 上

3好

3工 業

2工 業化

ヨ工業製品

2工 場
4工 場制手工業

5広 島
2弘

3江 戸
2甲 骨文字

3耕 作
n考 え方

3航 海

2航 路

4行 くこと

5行 為

5行 政
7行 動

2講 和

2貢 献
9酵 素

6降 水量

3香 港

高
高気圧
高速道路
高知
高度
3高 度成長
2高 齢化
2高 齢者
2合 衆国



語番号

03791

03793

03795

0379fi

O3797

03799

03800

03804

03808

03811

03815

0ヨ818

03819

03822

03824

0ユ825

03826

03828

03aso

O3837

03842

0ヨ844

03846

03852

03854

03857

03859

03860

03865

03866

03869

03870

03872

03873

03874

03875

0387fi

O3879

03880

038

038

03B

o3e

O3A

O38

03H

03

03

03

03

03

03

03

0」

03

03

03

03

03

03

03

0ヨ

oa

O3

03

03

03

03

叩
03

03

03

03

03

8

9

a

l

z

3

4

oa

os

ae

io

14

18

19

z3

za

29

30

33

35

19

O

z

6

8

9

51

Sfi

57

S9

67

62

6A

71

72

03973

0397e

件 数 キ ー ワ ー ド

2合 同
2合 符
4国
4国 家
12国 会
4国 庫支出金
4国 債
2国 際河川
4国 際収支
2国 際人権規約
7国 際連合
2国 際連盟
3国 際労働機関
2国 政調査権
3国 法
4国 民
9国 民主権
6国 民審査
3国 民総生産
4国 民投票
2黒 字
3黒 潮
2困 難
2根 毛
3混 合農業
3混 乱
5左
2左 右
2左 心室
2左 心房
7差
3砂 岩
7砂 糖
2砂 糖水
3砂 漢
3砂 漠化
3鎖 国
3座 標
2座 標感覚
2再 利用
4最 後
3最 高
2最 高機関
3最 高裁判所
2最 高法規
3最 終的
4栽 培
17歳
ヨ済
4細 菌類
7細 胞
4裁 判
3裁 判所
3財 産
2財 政
4財 政投融資
2財 閥
2坂 本竜馬
7堺
3作 者
4作 図
2作 品
2作 用点は
8錯 覚
5錯 角
2冊
6雑 誌
2雑 草
a三 角形
2三 角州
2三 権
2三 十
3参 加
2参 議院
2参 勤交代
3参 考

一99一

語番号 件数 キーワー ド

03976

03979

0ヨ982

03905

03986

03989

03990

0ユ994

0

0

0

C

a

a

996

00a

OO2

004

005

007

OAOO8

04070

06011

0AO15

04017

04019

04021

04023

0402fi

O6027

0aona

O4055

0砲056

040

0売0

040

0na

ova

O40

0AO

04071

0aoz2

0尭073

04076

0407ア

OhO78

0hO87

04082

06085

0へ086

04088

04097

0409A

O4095

a

O

O

O

a

a

O

096

goo

Los

lO7

ioo

ioe

>>a

onttz

a

O

O

a

a

a

O

06

o'

a

a

a

O

O

04

0a

Oら

04

0a

714

itfi

za

23

za

26

z7

37

32

3

4

7

z

売

9

52

54

57

59

62

3山
4山 形

2山 ロ

3山 帯

4山 地

5山 脈
2山 梨

5散 歩

5産 業革 命
3産 地

2賛 成

職 。グネ。,。
2酸 化 鉄

2酸 化銅

3酸 性

44酸 素

3残 り

10仕 事
3仕 方

5使 用
4司 法

3四 角形

5四 角形ABCD

2四 角 形BDCE

2姉
2姉 ちゃん

11子

4子 ども

5子 供

6子 房
15市

7市 場

了師管

5思 いや り

5思 い出

2思 考

2指

2指 揮

24指 示

2指 名

2支

5支 配

2支 払 い

2死

2私 達
2私 有林

2糸

5紙

2紫 外線

3視 野

5'

z

e

4

2

3

寺人
式験管
式験管A
式験管B
式合
資金
資源
資本主義経済
飼料
歯
事件
事故
事例
字
字体
寺子屋
18時 間
5時 期
3時 刻
2次 産業
2滋 賀県
5治 外法権
4磁 界
2磁 石
3耳



語番号

躍04!65

Od

O4

0a

on

a

a

a

a

O

O

a

O

a

a

O

a

a

a

a

O

O

65

66

69

73

7fi

83

85

8fi

B7

91

93

9fi

97

20i

zoz

zo3

205

208

209

216

zn

oa2ie

O

a

O

a

a

O

O

O

a

O

O

a

a

a

a

a

O

a

O

a

a

a

a

O

zzz

223

zza

225

228

230

231

237

238

239

2a7

2へ2

z

2

z

3

5

fi

8

1

7

fi

73

7fi

77

87

88

04489

O

a

a

O

O

a

a

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

a

a

a

a

a

a

297

292

294

295

307

302

304

308

309

317

314

318

32]

323

331

334

335

33fi

3

3

3

O

z

3

7

z

3

fi

B

件数 キ ー ワ ー ド

5自

2自 給率
3自 己

7自 作農

4自 信

39自 然

5自 然数

11自 転

12自 転 車

8自 動車

46自 分
4自 分 自身

2自 慢
6自 由

3自 由党
4自 由民権

5自 由民権運動
3鹿 児島

24式

2式 目

2室 蘭

2湿 度

2漆 器

4質 問

5質 量

8質 量保存

3実 感

5実 験

2実 行

3実 施

コ写真

2写 真A

2写 真B

7斜 辺

3斜 面

6社 会

2社 会的生活

3社 会福祉

2社 会保陣

ユ1者

2若 者

2主 権在民

4主 要動

4守 護

14手

7手 紙

2朱 印状

2朱 子学

3種 子

2種 子島

ア種類

10趣 旨

3授 業

5樹 木

2需 要
2周

ら周囲

2周 辺

5宗 教改革

2修 理

1
習慣
衆議院
集中力
住民
住民投票
3充 実
8十 分

従事
柔突起
重さ
重心
重要
宿題
熟語

一100一

語番号

04359

04364

04366

0娼 ア5

04376

04工 了9

0自3B4

04397

04392

0a3v3

0h398

0

0

0

0

0

0

a

O

a

a

O

a

a

a

O

a

a

a

a

a

oa

of

os

O7

09

11

17

1

1

z

z

3

3

n3n

435

638

43り

oa

O4451

0娼53

04

0a

0

0

0

0

0

oa

O4

0d

ぐ5

dR

49

SO

54

56

57

0

3

a

了

8

72

73

oaazs

O4売78

04h8i

O4h86

0仙8a

O4h90

G4霜91

0hh92

044

0na

a

C

a

O

a

O

O

a

a

a

O

O

a

O

a

a

a

O

a

4

4

4

4

7

4

5

fi

7

8

501

50ヨ

504

505

OE

11

12

1fi

15

zo

zn

S25

528

529

532

04535

0asse

件数 キ ー ワ ー ド

1

2出 荷
2出 席議員
4出 発
7順 序
2順 不同

初期微動
所得
書院
書道
書物
女女子

女性勝手

商工業
3商 人

7商 品

3小 作人

lll催 度
2小 刀

1。 小麦

4少 女

2少 数

4少 年

2庄 内

2招 待
2昇 華

5消 化酵素

8消 費

2消 費支出

7消 費者

2消 費者物価指数

5消 費者保護基本法

2消 費税

2省 略

2笑 顔

52証 明

18上

2上 下

5上 手

6上 昇

2上 方

2上 方置換法

2乗

9場 所

4情 報

2情 報公開
16条 件

7条 約

8条 例

5状
8状 況

5状 組織
2状 態

5蒸 散

9蒸 発

7蒸 留

4植 物

2植 民地

2織 田信長

3職 業

1

色
食塩
食塩水
食物連鎖
食料費
2食 料品
2信 号
2.信次郎
2信 念
2信 濃
2侵 食
2寝 殿造
4審 議



語番号

a

O

O

O

a

a

O

O

O

O

a

O

O

O

O

a

a

5ヨ7

5

5

5

5

5

8

0

1

z

コ

6

7

0

2

54

56

61

62

569

570

573

Oへ575

0h57G

a

O

O

a

O

a

a

O.

a

a

O

O

O

a

O

a

a

O

O

a

a

a

a

a

O

a

O

O

a

a

O

a

a

O

a

O

a

a

O

O

a

a

O

O

a

a

O

O

O

a

a

a

a

a

O

O

581

582

58fi

5

5

5

5

5

fi

6

6

6i

6

6

3

4

7

8

9

00

0f

O2

0S

zs

25

29

32

33

38

1

3

6

z

8

50

51

52

3

6

!

5

8

672

sin

6ア6

677

680

683

684

68fi

687

688

690

692

693

sve

695

697

698

699

件数 キ ー ワ ー ド

3審 制

2心

2心 配

3慎 重

2新

2新 潟
2新 興工業

2新 興工業経済地域

2新 鮮

3新 東京国 際空港

2新 聞紙

9森 林
2深 さ

2深 み

3真 理

2神 経

4神 奈川

3神 秘

2親

6親 切

2親 潮

2身 近

2進 出

5進 歩

2震 央

3震 源

4震 度

88人

4人 たち

2人 で

32人 間

3人 権

2人 権宣言

5人 口

2人 数
4人 生

2入 体

2人 物

2人 民

7人 類

6図

5垂 直

2垂 直 二等分線

71水

3水 運

3水 温

5水 酸化物 イオ ン

2水 晶
3水 上置換

2水 上 置換法
1。 水蒸気

16水 素

購 材 ン
2水 分
4水 溶液
2水 力
4数 字
N世 界
5世 界企業
2世 界恐慌
2世 界入権宣言
2世 論
6.世話
4是 正
2制
7制 限
7制 度
6勢 力

堰 服
性質
成果
成功
成長

一101一

語番号

O

a

O

a

a

O

O

O

goo

702

703

70A

Los

708

707

Rio

on7iz

O

a

O

O

a

O

a

715

717

77B

719

720

723

724

0好25

0

0

a

a

O

a

727

729

729

737

732

733

04740

O

a

a

a

O

a

O

O

a

a

a

O

O

O

a

O

a

O

a

O

742

747

74A

750

751

758

760

7

7

7

7

1

1

z

5

7

8

769

7了0

7T1

777

778

779

Tai

782

Od787

O

a

a

a

O

788

789

792

796

803

04805

04813

0

0

a

O

a

O

a

81fi

817

827

82A

827

818

829

0娼32

O

a

a

O

a

833

H35

8コ7

839

843

845

nan7

0へ848

0h849

0

0

0

0

0

0

850

8S1

852

854

85h

85B

件数 キ ー ワ ー ド

2成 田
4成 立

2政 策
6政 治

2政 府

3政 令

3整 合

10整 数
15整 理

10正

38正 解

巧 正解答

3正 確

9正 三角形

,正 倉院
112正 答

20正 答 例

2正 比例

8正 方形
4清

3清 潔

2清 少納言

2清 盛

15生 活

5生 活環境

2生 活保護

2生 活様式

7生 産

8生 産者

4生 産量

2生 死

ヨ生存

5生 存権

7生 徒

7生 物

2生 物A

2生 物B

2生 物C

3生 物D

6生 命

生命感
生卵
精神
精神的
聖徳太子
声
製糸
3製 品

5西

2西 経

2西 側

3青

2青 春

3青 色

2青 函

2静 岡県

2静 脈
6税

2税 金
7税 率

2石 英

5石 灰岩

9石 灰水

2石 狩

20石 炭

B石 油

7石 油危機

2積

7積 極的

2積 物

4責 任

2責 任内閣制

2赤

2赤 ん坊

10赤 血球



語番号

0

0

0

a

O

a

a

O

a

a

O

O

O

a

O

O

O

859

862

863

866

867

87d

881

882

883

885

8B7

888

889

897

894

895

900

06902

04904

04907

00908

04910

oa

O碕

on

a

a

a

O

a

a

a

oa

oa

O

a

a

O

a

O'

0

0

04974

0ne7n

OA97d

oaeoa

OhgDd

OAgA5

oゐ り

a

a

a

a

O

9

9

9

9

15

16

18

zs

2e

31

」4

no

42

43

へ5

no

si

57

58

57

51

62

6i

71

6

9

1

7

9

ooi

osooz

O500布

05006

05008

05009

05011

05019

oso

oso

O50

0

0

a

a

a

a

O

a

O

O

O

O

a

2

5

6

9

a

03z

0

0

a

O

O

O

O

a

5

1

z

s

7

A

l

n

件数 キ ー ワ ー ド

z

赤宇
赤潮
赤道
接触
接線
ヨ摂関政治

節足動物
節約

糊 的
絶滅
仙台
2先
2先 進工業
3先 進国首脳会議
8先 生
5宣 言
2専 念
5専 門
6戦 国
8戦 争
4扇 状地

5染 色体
2線
3線 分AB
9選 挙
2選 手
16前

3前 線

4全 国

2全[壬 ヨ7}く∫iZネ」二

2全 身

魏
3素 直
46組
2組 み合わせ
3組 織
6紺 織液

1繰
45相

2相 互

2相 似

11骸

1鮮
10総 辞 職

2総 選挙

2草 木

2騒 音

2像

20増 加

3蔵 屋敷
5促 成 栽培

2側 而

5息 子

6足

5速 さ

7存 在

6尊 重

4他 人

2多 国籍

5多 国籍企業

2多 少

3多 様

6太 平洋

2太 平洋ベル ト

2太 平洋側

10太 陽

4太 郎

5体

2体 温

一ioz一

語番号

ososs

O5055

0505り

05060

05061

05062

05064

05066

05067

05069

05072

05075

05079

05081

05083

0soan

O5087

0sosa

O5095

0509E

O5097

05099

05101

05109

OS

os

OS

os

os

OS

OS

OS

11

ユ4

17

za

30

33

3fi

37

OSlhO

OS

OS

os

OS

OS

O5

05

0S

os

051

os

OS

OS

OS

os

4fi

47

hfl

69

z

3

E

9

fi

9

73

78

80

83

89

05190

osi

OS

OS

os

OS

OS

asi

1

2

4

5

fi

7

9

os202

0S203

05209

05210

0s2iz

052

0sz

osz

osz

O52

0,z

O

a

O

O

a

a

O

a

2

7

5

8

9

1

z

5

2fi

28

37

3v

35

n7

4B

05255

件数 キ ー ワ ー ド

9体 験

7体 積

3堆 積

8対

7対 応

3対 角線

2対 照

3対 象

15対 頂角
2対 馬海流

3対 立
4対 話

4態 度

3胎 生

2退 化

18代 入

2代 表

5台 所

2台 地

5大

12大 き さ

2大 塩平八郎

4大 韓民国

2大 阪

4大 事

2大 人

3大 正デモ クラシー

20大 切

4大 幅

4大 名

2大 陸棚

4大 量

3第 三次産業

2第 二次産業

2題 意
3題 名

鴫達成

2脱 色

2谷

2単 位

2単 純

4炭 酸ナ トリウム

4炭 素

2端 子

2団 結権

2弾 劾
9断 層

2段 階

5段 階 的
7段 落

2男

14男 子

6男 女

2男 女雇用機会均等

6男 女雇用機会均等法

21値

2知 恵

3知 事

9地 域
4地 下

4地 価

32地 球

2地 形

8地 軸
6地 主

5地 震

2地 図
2地 点

5地 頭

6地 表

5地 方交付税交付金
2地 方公共団体

2地 方 自治

2蓄 積

3窒 棄

5中 華人民共和国



語番号

os

os

os

os

os

O5

56

59

60

61

64

77

05272

0527轟

oszts

O5276

05279

05282

0S285

052

052

052

0s2

0s2

052

0sz

8

9

a

1

4

5

7

os300

05303

05304

05306

OS

OS

os

os

os

os

09

is

ll

iz

23

24

053Y5

05327

05328

05329

05330

05331

05ヨ34

05339

053

053

053

053

0

0

0

0

0

0

0

a

z

3

4

fi

6

8

1

363

365

367

053アO

0577

05ヨ7

0537

0537

0537

05コ78

05380

05382

05383

05384

05387

a

a

O

O

a

a

389

3

3

3

3

3

053

o;

os

OS

os

O5

0S

os

os

0

1

4

5

6

7

99

0z

oa

Ofi

tz

77

14

15

件数 キ ー ワ ー ド

4中 学生
2中 京
10中 国
}中 国山地
6中 心
3中 点
2中 点連結定理
7中 和
2仲 裁
2昼 食

注意
貯金
張
朝子
朝鮮
朝鮮戦争
2朝 廷

2町 内

2調

2調 子

2調 節

6長

22長 さ

2長 崎

2長 石

4長 方形

2長 野

3長 野県

6直 角

5直 角三角形

5直 径

2直 接

3直 接国税

2直 接請求

3直 接請求権

3直 接税

11直 線

3直 面

5沈 降
3賃 金

2津 軽

2津 波

24通 り

2鍔

2低

5低 下

2停 滞

2定

7定 理

2底

2底 角

2底 辺

2底 面

2弟

2抵 抗

2提 供

3泥 岩

2的

2的 確

12適 切

3徹 底
7鉄

8鉄 鉱石

2鉄 鋼

2典 型

2天 下

3天 気

2天 球
4天 皇

4天 然ガ ス

2天 然 ゴム

3展 開

47点

5点A

3点C

3点D

一103一

語番号

0541fi

O5617

05418

05619

05422

05428

05へ29

05431

0SA32

05"33

05434

0SO35

05♂ 墨南1

05445

05447

05'凶8

05449

0sns2

05458

0sosz

O5467

0546A

O54fi9

054ア2

05474

05475

05477

05478

05亀82

05486

05へ87

05485

05491

0549h

O5499

05502

0ssoa

OiiO5

05507

05509

05519

05520

0sszz

O5523

05525

a

O

a

a

O

O

O

O

OS

527

oss

OSS

O55

055

0ss

O55

055

055

055

055

055

055

0ss

O55

os

os

O5

0s

os

ze

29

10

as

コ4

ヨ6

38

39

0

z

4

ア0

7z

73

78

05579

05580

05582

件数 キ ー ワ ー ド

2点H

2点0

5点P

5点Q

4伝 統

3田 中正

2田 畑

5電 圧

8電 解質
3電 気

2電 気 エネルギ ー

2電 気抵抗

13電 子

6電 磁誘導
2電 熱線

6電 離

14電 流

3電 話

3都 市

1。 努力

引 度

12土 地

2土 地所有者

2倒 置法

5刀 狩

2島

2鳥 海流

2島 原

6東

2東 海道

2東 京

3東 経

2東 山

2東 南ア ジア諸国連合

3等 圧線

2等 速運動

7等 速直線 運動

3等 分

22等 辺 三角形

2統 制

5頭

2頭 脳

6働 き

5動 き

4動 詞

4動 物

36同 じ

29同 じ意味

6同 じ意味内容

1。 同 じ角

3同 じ関係
75同 じ趣 旨

30同 じ内容

8同 じ要 旨

14同 位角

16同 意

7同 趣 旨

3同 値式

20同 様

3導 入

7道 管
10銅

3銅 イオ ン
4銅 原子

2得 意

2徳 政

3特 権

2特 色

2特 定

2独 自

2独 占禁止
2独 占禁止法

6独 立

3独 立宣言

5読 み

12読 書



語番号

a

O

O

O

O

a

a

558tl

5590

5

5

91

92

9へ

95

98

05602

05606

05610

056

056

056

056

056

t

5

ア

z

3

0562d

O5625

0

a

a

0

a

0

0

0

61fi

6

fi

fi

6

6

fi

6

056

056

a

a

O

O

a

O

6

へ

6

z

H

9

0

z

7

5

9

658

661

66B

669

677

05675

056了8

05679

05680

a

O

a

a

a

O

O

683

684

685

fi86

689

69曳

692

0569ア

05700

05701

05703

05706

05707

os7

057

057

0

0

0

0

a

a

O

O

7

7

7

0

!

z

3

3

fi

727

7

7

7

7

057

O

a

O

a

a

1

z

3

7

8

753

755

75fi

7

7'

057

01ミ7
0st

o5了

osz

7

9

1

z

3

も

5

05766

05770

057ア1

件 数 キ ー ワー ド

4内

5内 角

11内 閣
6内 閣総理大臣

2内 呼吸

20内 接

3内 側

83内 容

9南

南進
南西
南北
南北問題
3二 酸化炭素
2二 酸化硫黄
2二 次方程式
5二 人

二等分線
日中平和友好

昌轍 通商納
日米和親条約

41日 本

2日 本海側

2日 本銀行

6日 本語

7日 本人

2日 本町

2尿 素

9熱

2年 金

3年 貢

3燃 焼

2燃 料

2濃

2濃 縮
2濃 度
ヨ納税
3納 税額
5納 得
2能 楽
2能 力
3農 家
5農 業
2農 作物
5農 村
6農 地改革
9把 握
3波
2破 壊
2芭 蕉
3俳 句
3廃 止
5廃 藩置県
了肺胞
41倍
4倍 数
2爆 発
2函 館
4箱
3発 揮
2発 見
10発 生
5発 達
7発 展
3発 展途上国
2発 熱量
4伐 採
2抜 井戸
7判 断
2半 円0
14半 径
3半 月
2半 分
2反 映
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語番号 件数 キーワー ド

osnz

O5了73

05774

05775

05777

0578了

05788

05790

05794

0579fi

O5797

05790

058QQ

05801

05804

0580fi

osaoz

O5808

05809

05872

05816

05818

05820

0582]

OSH29

05831

05874

05835

0S83h

O5837

05840

05842

0S843

0584h

O5848

05852

05853

0SB57

05859

05850

0586a

O586fi

O5867

05869

05874

05877

05878

05880

G588自

0588ア

OSBBB

O5889

058

058

0se

O58

058

0

1

z

3

5

05902

OS

os

OS

OS

OS

os

os

os

oa

os

O8

09

13

to

l了

18

05920

0'

0

0

0

0

0

a

a

921

924

925

929

930

934

936

939

059へ2

了反応

2反 抗

2反 射

4反 省
2反 比例

2範 囲 内
7番

2番 入

2批 評
4比

2比 較

8比 例

ユ比例代表

3上 ヒ修Flj{ざ表 缶lj

3秘 密

2被 害

A被 子

3被 子才直牛勿

2費 用
7非 常

3飛 行機

5飛 鳥文化

2琵 琶湖

2美 化
16必 要

5筆 者
穐票

23表

5表 記

174表 現

6表 情

6表 面積

Io評 価

3病 気

2浜 田夫妻

4不

5不 安

2不 完全

2不 均衡

3不 思議

7不 整合

4不 足

2不 断

ヨ不等式

2不 用物

2付 着

2付 面積

2富 山

2布 教

2普 及

3普 通

2普 通教育

4普 通選挙

7浮 力

3負

4負 担

2武

3部 屋

2部 活動

3部 公

21風

5風 化

2風 土

2風 土記

4副 詞

2副 都心

2福 井

3福 岡
10福 祉

3複 雑
4沸 点

2沸 騰

2物 価

5物 質
13分

～9分 解



語番号

059鞠3

05946

0sve7

05952

05954

05957

05958

os

os

OS

OS

OS

OS

os

059

059

a

a

O

a

a

O

O

a

a

a

a

a

a

9

9

62

67

65

71

74

75

1

3

5

8

9

ooi

OO6

007

a

a

O

O

O

O

O

a

!

z

4

5

6

7

8

1

06025

a

O

a

O

a

028

oz

O3

03

03

0603

06039

060

060

060

060

060

3

5

7

8

9

06050

06051

06053

060

060

a

O

O

O

O

O

O

O

O

a

O

4

5

9

1

5

071

075

0n

O78

079

06084

a

O

O

a

O

O

O

O

O

O

a

O

a

06

06

0巴5

087

090

091

095

097

poi

102

103

10fi

061

061

061

061

09

0

1

z

3

4

5

7

8

件数 キ ー ワー ド

1。 分 解者

5分 子

2分 析

2分 裂

2噴 火

8文 意

2ア 文化

3文 字
7文 章

3文 頭

6平

3平BC

3平BD

2平DB

3平DE

2平ED

2平FD

2平 安 京
2平 均

5平 行四辺形
5平 行線

2平 定信
4平 等

2平 文化

2平 方
3平 野

6平 和

1粟和鐵
2米 騒 動

5別

8偏 西風

22変 化

3変 形
46辺

2辺AB

4辺BC

2辺DF

2辺EF

2返 還

2返 事

6便 利

6勉 強

2弁 当

2保 護

2保 証

3保 障

7母`
4母 親

3奉 公

2放 牧

2方 向

11方 程 式

12方 法

17法

3法 人税

10法 則
9法 律

6法 令審査

7胞 子

4飢 官　 ロヨ

2飽 和水蒸気量
2棒
5膨 張
15貿 易
2貿 易外収支
2貿 易摩擦
4防 止
6防 人
10北
2北 回帰線
4北 海
5北 海道
6北 極星
2北 条時宗
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語番号 件数 キーワー ド

C

O

O

a

a

a

a

119

izo

121

izz

728

131

132

06135

06136

06137

O

a

a

c

a

a

a

06

13A

140

154

55

i8

62

63

6i

06167

06170

06176

06177

06180

os

fi

Ofi

os

a

a

O

a

O

a

a

O

a

a

a

O

O

87

B2

ei

95

9G

99

zoz

20a

zo7

209

210

211

212

213

2t4

218

221

225

226

229

06233

a

a

O

O

a

235

237

237

zao

242

0624fi

a

O

a

a

a

a

a

a

0

250

zsz

25fi

X59

265

267

275

2了8

279

zsa

zai

282

2B3

zaa

291

06297

0629d

a

a

a

O

a

a

a

00

0f

O2

08

09

11

iz

4北 西

2北 大西洋

2北 大西洋海流

2北 東

16本

2本 数

6本 当

2摩 擦

2摩1察 力

7枚

4毎

ヨ幕府

2味

5未 知

2密 着

2民 事

2民 主化

2民 族

5民 法

2夢 中
4無 機物

2無 機養分

3無 限

2無 視

2無 事
'・娘

3名 称

3名 前

2命 令

3明 確

2迷 信

2免 除

へ綿花

5綿 密

6面

15面 積

2面 体

3面 倒

7毛

ヨ毛細 血管

2盲 人

2盲 導犬

2木 星

17目

2目 盛 り

5目 的

24問

2問 い

29問 題

7野 菜

2弥 生

1

1

役割
躍動
輪出
輪送
輸入
3勇 気
5友 人

友達
有害
有機化合物
有機物
有機養分
有権者
有利
2誘 導
2遊 び
2融 点

覇
2幼 稚園
2幼 友達
2容 易
2容 器



語番号

0631ら

06317

0631巳

06327

06コ22

06325

06326

06328

O

a

a

a

a

a

a

O

O

a

O

a

O

330

335

337

33B

3a3

344

345

350

357

353

355

358

360

06362

06365

06367

×6368

O

a

a

O

a

a

O

O

o.

a

a

a

O

a

a

369

375

381

3e3

3B5

38E

387

389

39t

393

394

395

39fi

398

os

O6

as

os

os

O6

0fi

O6

00

0S

O6

0e

O9

13

]6

17

19

osnza

06

06

06

0s

oe

O6

06

06

0fi

O6

06

O

a

a

a

O

a

a

a

P

a

O

6

06

0

zs

zs

z7

29

コ0

37

32

3へ

36

3ア

0

O

z

63

6了

fib

70

77

72

74

件 数 キ ー ワー ド

2容 器B
16様 子

"溶 液

2用 言

2用 水

3葉 緑棄

9葉 緑体

3要 求

2要 素

2陽 極

1。.養分
3抑 制

2淀 川

2裸

2来 航

4酪 農

4乱

2卵 生

2濫 用
4利 益

lll{糧川
1。 利用

21理 解

∬ 理由

2裏

2律

5立 場

5立 法

86略

6流 れ

4流 水

2硫 黄

3硫 化鉄

2硫 酸 イオン

5硫 酸バ リウム

A粒

2粒 状組織

6旅 行

2旅t青

3両 親

3両 性

24両 端
2両 辺

4料 理

1

措域
領事裁判領地

1力

緑
緑色
2林
2臨 済宗
5輪 中
4輪 島
ら涙
4累 進課税
3類

729例

3例 の

3冷 戦

3歴 史

3列 吏

3練 習

2連

3連 続
ヨ連体形

3連 用

2連 用形

」連 立
4連 立方程 式

1。 露点

ヨ労働
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語番号 件数 キー ワー ド

O

a

O

O

C

肴77

d7E

硲?

h87

n86

06489

G91

492

へ95

496

49了

501

06502

06505

06507

」労働基準
コ労働基準法
2労 働組合法
6労 働力
2老 人
2老 婦人
6論 証
3論 理的
」倭
7和
2和 歌山
4話 し方
ヨ惑星
2腕
7胚 珠



資料2:高 校入試問題音声データベース

以下の資料 は、高校入試 問題音声データベース システムの画面 コピーである。画面構成

は、デ ータの入力部、検索部、分析部の3つ か らなる。

(1)デ ー タ入 力 部

(21

(3)

図1

図2

図3

図4

図5

テーブルメニ ュー

問題音声 テーブルのデータシー ト

問題音声テーブルの フィール ドプロパテ ィ設定

問題情報テーブルのデータ シー ト

問題情報テーブルのフィール ドプロパテ ィ設定

データ検索部

図6ク エ リーメニュー

図7音 声テキス トによる検索条件の指定例

図8音 声テキス トによる検索結果の出力例(1件 表示の場合)

図9音 声テキス トによる検索結果の出力例(全 件表示の場合)そ の1

図10音 声テキス トによる検索結果の出力例(全 件表示の場合)そ の2

図11難 易度による検索条件の指定例

図12難 易度による検索結果の出力例(1件 表示の場合)

図13難 易度による検索結果の出力例(全 件表示の場合)

図14発 話速度による検索条件の指定例

図15発 話速度による検索結果の出力例(1件 表示の場合)

図16発 話速度による検索結果の出力例(全 件表示の場合)

図17複 数フィール ドによる検索条件の指定例

図18複 数フィール ドによる検索結果の出力例(1件 表示の場合)

データ分析部

図19発 話速度の分析条件の指定例

図20発 話速度の分析結果の出力例

図21難 易度分類による分析条件の指定例

図22難 易度分類による分析結果の出力例

図23挿 し絵の有無と正答率の関係分析の条件指定例

図24挿 し絵の有無と正答率の関係分析の出力例
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(1)デ ー タ入 力部

本データベースシステムのデータ入力 は、問題音声 テーブル と問題情報テーブルで

行われ る。

図1は 、作成 されたテーブルの メニ ューを示す。 図2は 、英語聞 き取 り問題の音声

データとその台本テキス トを中心 に関連す る情報を小問単位 に保存 したテーブルであ

る。図3に 、そのテーブルの各 フィール ドプ ロパテ ィ設定を示す。図4は 、各小問 に

関す る2次 情報を保存 したテー ブルであ る。図5に 、その フィール ドプロパテ ィ設定

を示す。

この2っ のテーブルは、共通の フィール ド 「音声ID」 で リレーシ ョンを設定 しデー

タの関連づけを行 って いる。

図1テ ー ブル メニ ュー



図2問 題音声テーブルのデータ シー ト

図3問 題音声 テーブルの フィール ドプロパ ティ設定



図4問 題情報テーブルのデータシー ト

図5問 題情報テーブルのフィール ドプロパ テ ィ設定



(2)デ ー タ検 索 部

データ検索 は、各 フィール ドに検索条件 を指定す ることで行われ る。 ここで は、検索

条件の指定 と検索結果について その1例 を示す。

図6は 、検索 や分析 を行 うクエ リー メニ ューである。

図7、 図8、 図9、 図10は 、 「音声 テキ ス ト」フィール ドの条件にrWhat*」 を

指定 してrWhat」 で始まる英文 の検索を行 った例であ る。

図11、 図12、 図13は 、 「難易度3」 の条件指定を行 って検索 した例である。

図14、 図15、 図16は 、 「発話速度>150(単 語/分)」 の条件指定を行 って検索 し

た例であ る。

図17、 図18は 、複数のフ ィール ドに条件指定を行 って検索 した例である。

図6ク エ リー メニ ュ ー



図7音 声テキス トによる検索条件の指定例

図8音 声テキス トによる検索結果の出力例(1件 表示の場合)



図9音 声テキス トによる検索結果の出力例(全 件表示の場合)そ の1



図10音 声テキス トによる検索結果の出力例(全 件表示の場合)そ の2



図11難 易度による検索条件の指定例

図12難 易度による検索結果の出力例(1件 表示の場合)



図13難 易度による検索結果の出力例(全 件表示の場合)



図14発 話速度による検索条件の指定例

図15発 話速度による検索結果の出力例(1件 表示の場合)



図16発 話速度による検索結果の出力例(全 件表示の場合)



図17複 数 フ ィール ドによる検索条件の指定例

図18複 数 フィール ドによる検索結果の出力例(1件 表示の場合)



(3)デ ー タ分析 部

データ分析 は、各 フィール ドの集計 に計算の種類 を指定す ることで行われる。 この

時、抽 出条件を指定す ることで集計対象の レコー ドを限定す ることがで きる。 ここで

は、集計条件の指定 と分析結果 についてその1例 を示す。

図19、 図20は 、 「発話速度」 に 「平均 ・最大 ・最小 ・標準偏差 ・カウン ト」の条件

指定を行 って分析 した結果である。

図21、 図22は 、 「難易度」を 「グループ化」 して5段 階別に 「データ数」 「平均発

話速度」 「平均単語数」 「挿絵 の数」 「平均繰 り返 し回数」 「平均再生時間」 「平均

回答時 間」を求め る条件指定を行 って分析 した結果で ある。

図23、 図24は 、 「挿絵の有無」 と 「正答率 」の関係 を分析す るために、条件指定を

行 って分析 した結果で ある。
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図19発 話速度の分析条件の指定例

図20発 話速度の分析結果の出力例



図21難 易度分類による分析条件の指定例

図22難 易度分類による分析結果の出力例



図23挿 し絵の有無と正答率の関係分析の条件指定例

図24挿 し絵の有無と正答率の関係分析の出力例
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